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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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生存者のその後









　はじめに




　二〇一八年五月十八日（金曜日）。

　八時十分。

　瓦が礫れきと化した私立折おり口ぐち大学附属高等学校は１０００を超える遺体とともに、前触れもなく元の位置に帰還する。消失から実に三十六日が経過していた。

　校舎の崩壊に巻きこまれた多くの生徒は、瓦が礫れきに埋もれた状態で帰還することになる。自衛隊による救出作業は昼夜なく続き、24名の生存者が救助された。主要テレビ局が二十四時間の生中継をしたことは記憶に新しいだろう。

　五月十八日時点での生存者数や行方不明者、死者数は次のようになる。

　生存者62人。


　内訳　一次帰還32人


瓦が礫れきの下から救助された者24人

転移していなかった者６人





　行方不明者45人。

　死者１０４３人。

　かつて起きた同様の崩壊事故に比べて死者の比率が大きいのは、折おり口ぐち高校の崩落が地下で起きたためだろう。土砂が生徒達たちに重くのしかかり、被害を拡大させた。また、転移の直前に異世界人の襲撃に遭っていたことも大きい。

　一ヶ月におよぶ異世界での生活により、生徒の体力が消耗していたことも大きな原因だと思われる。日本に帰ってきたときに瓦が礫れきの下で運良く隙間に入って生き延びた者もいたが、既に救助を待つだけの体力は残っていなかったのだ。手書きの遺書や、壁を押しのけようとした痕跡がいくつも見つかっている。

　死者が多い理由は、大半が、このように説明がつく。

　だが、ごく一部ではあるが、前述の内容では説明がつかないケースがある。

　検死に出精した検視官の一人、神かん田だ建たけ志し氏は白い顎あご鬚ひげをさすりながら「生徒による殺人がおこなわれていた疑惑がある」と指摘する。

「実例を挙げましょう……。あるご遺体は瓦が礫れきに押し潰されていました。肺が損傷したことによる呼吸障害が直接の死因ですね。けれど、これ。ご遺体の足首に、刃物で切られた痕があるんですね。蛮族に襲われた？　周りには他に何体ものご遺体があるのに、その生徒だけ？」

　神かん田だ氏は低くした声でゆっくりと私の思考を不穏な方向へと誘いざなう。

「避難中の混乱の中で、生徒の誰かが被害者の足首を切りつける。……そして、その後に天井が崩落して埋もれてしまったと……。足首の負傷がなければ、その生徒は助かっていたのでは？　ロッカーの中や、頑丈な机の下や、何ど処こかに避難できた可能性は？　周囲のご遺体は、その生徒を助けようとして避難が遅れた可能性は？　さあ、こうした場合に死の原因となったのは、校舎崩壊という事故なのかヴァルグア族による殺人なのか、それとも生徒による……。ね」

　校舎全体が崩壊したのだから、脚の負傷の有無に拘かかわらず生徒が助かっていた可能性は低い。だが、確かに神かん田だ氏の指摘するように、生徒による暴力行為が発生していた可能性は捨てきれない。だが、いったい何が起きていたのか、真相は闇の中だ。

「その闇にですね。少しでも光を当てるのが私の仕事、というわけですね」

　神かん田だ氏との会話は私にいくつもの謎や、真相解明の糸口を与えた。

　避難中の生徒が殺到する暗い廊下で、足首を傷つける不自然さ。加害者が刃物を持って、わざわざ屈かがんだとは思えない。そんなことをすれば、避難中の他の生徒の邪魔になり、衝突していただろう。

　となると、魔法やスキルなどの超常能力を使って、人知れず攻撃したと考える方が自然だろう。そして、その超常能力を持っている者ならば、崩落する地下校舎から脱出できた可能性もある。

　実際、校舎が崩壊したとき、何ど処こで何をしていたのか不明な戦闘能力者がいる。彼が混乱に紛れて私し怨えんをはらしていたのだろうか。そして、何食わぬ顔で地上に脱出し、他の生存者と合流した……。

　難を逃れた45名の生徒は殺人者を内部に抱えたまま異世界を旅することになったのだろうか。事件の終結から半年が過ぎた今でも真相は不明である。

　校舎崩壊後に異世界で生存していた45名のうち、後に帰還する者は32名。帰還できなかった13名のうち、８名は欠損の著しい遺体が複数の生存者に目撃されているため、死亡は確実視される。

　既に異世界で一ヶ月も生き延びていた者達たちに、さらなる困難が襲いかかる。

　ある生徒の混こん沌とんを望んだ夢が導いた結果なのか、ゲームキャラクターになっていた者の夢により破滅の物語を演じてしまったのか、指導者の不在による必然の帰結だったのか。

　多くの犠牲を出した原因は、果たしていったい何ど処こにあったのだろうか。

　二次生還者の七日間におよぶ旅がどのようなものであったのか、本著は生徒達たちの証言を基にして、当時の状況を可能な限り鮮明に書き起こした。事件の真相解明に、僅かばかりでも貢献できれば幸いである。
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　ファミリーレストランに入店したとき、赤石あかし鉄てつ規のりは妙に場慣れしており、学生に特有のはしゃいだ様子がなかった。

　異世界で大人に成長していた影響か、本来の性分なのだろうか。

「よろしくお願いします。何でも答えるから、ガンガン聞いてください」

　胸板の厚さをアピールするかのようにドンと胸元を叩たたいて、笑みを浮かべる。

「俺の想おもいが本になれば、それはラブレターになるからな。……おっ」

　赤石あかしは店内を見渡し、水がセルフサービスだと気づくと「水、持ってきます」と告げて離席する。彼がテーブルから離れると、フランス系アメリカ人を母に持つ緑みどり川かわクレアは、綺き麗れいな碧へき眼がんをため息で曇らせる。

「ラブレターって……。まだ西にし田だ先生のこと諦めていないのかしら。私、テッキの恋路を応援すればいいのか、諦めるように説得すればいいのか、もう、分からなくなったわよ……。異世界にいたときは応援していたんだけどね……」

　私が心中を察し「惚ほれた弱みだね」と苦笑するとクレアは力なく「ソダネー」と呟つぶやいた。

　不意にクレアが背筋を伸ばし表情が明るくなったかと思うと、ほどなくして赤石あかしがグラスを三つ手にして席に戻ってくる。クレアは、好きな相手には常に笑顔を見せておきたいのだろう。

　彼女の夢は生徒達たちの帰還が遅れる原因の一つでもあるのだが、赤石あかしは責めずに笑い飛ばす度量を持っているのだから、クレアはますます思いを募らせているのだろう。
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　クレアはお尻を動かし、僅かにではあるが赤石あかしに近づき、正面に座る私にだけ分かるほどの一瞬、口をほころばせた。

　叶かなうことなら、彼女の初恋には後悔の残らない結末が訪れてほしい。私は二人から事件の様子を聞きだすうちに、いつの間にかクレアの恋路を応援するようになっていた。

　赤石あかしがメニューを取るために身を乗りだす。肩口に彼の腕が触れた瞬間の、クレアの幸せと困惑が入り混じった表情を何とかして朴念仁に見てもらうことはできないものか。

「ちょっと、デカい身体からだで邪魔！　何で『メニュー取って』の一言が言えないのよ」

「お前、デザートのメニューだけ寄越すじゃねえか。俺はメシを食いてえんだよ、メシを」

「少し貰もらうから、私に選ばせなさいよ」

「パスタとかサンドイッチじゃねえんだよ、カレーとかカツ丼が良いいんだよ」

「カツ丼なんてあるわけないでしょ」

　二人の表情を見れば、口論ではなく会話を楽しんでいるだけだと分かる。

　家が隣に並び、二階の自室から互いの部屋に移動するという、漫画のような幼なじみ。過去に、雪の日に足を滑らせたクレアを助けようとして、二人して屋根から転げ落ちて入院したことがあるそうだ。

　異世界でも二人は互いに庇かばいあい負傷し、帰還後に入院することになる。




　　　　＊




　二〇一八年五月十八日（金曜日）。

　一時十五分。

　折おり口ぐち高校が異世界の地下に転移してから三十五日後。高校全体を支配していた藤とう堂どう瑠る奈なの夢『生徒会長』や、仲間との学校生活を望んでいた者の夢が効力を失ったためか、ヴァルグア族との戦闘の影響か、原因は不明だが校舎は崩壊した。少なくとも警察や専門家は、建物の老朽化や手抜き工事などが原因ではないとしている。

　生徒会長からは地上へ避難誘導されていたが、待ち伏せに遭った多くの生徒は、地下大空洞へ向かってしまった。生徒会長から冷遇されたと感じていた者が避難列の先頭にいたことも、避難に失敗した原因の一つだろう。

　薄暗く狭い廊下なので、転倒事故でも発生すれば一瞬で大勢が身動き不能に陥っただろう。

　結果、校舎の崩壊に巻きこまれ、１０００を超える生徒が命を失った。崩壊による死を免まぬがれたのは、地上に脱出していた者か、夢の効果で身を守ることができた者だ。

　地上に脱出していた45名のうち、さらなる困難の旅を乗りきった者が、遅れて日本に帰還することになる。

「学校が壊れるときは世界の破滅かってくらい、ヤバかったな。いや、俺は焦あせってなかったけどね。足場がどんどん崩れていくから走って走って、走りまくって、最後、ドーン！　でかい穴になって、クレアが落ちそうになったから腕を摑つかんで、栄養ドリンクのＣＭみたいに引っ張り上げた。『ファイトーッ！』って。いや、言わないけど」

「重くてごめん……」

「いやいや重くない。大したことなかった。あのときの俺は大人になっていたから、今以上にパワーがあったしな」

　赤石あかしが腕を上げて力こぶをポンと叩たたいて誇示するのを、隣に座るクレアが触れる。

「確かに異世界にいたときはもっと腕が太かったわよね。胸も分厚かったし」

「だろ？　理想的な逆三角形。写真にも残ってる。二十五の俺、凄すごいぞ。腹筋バッキバキのシックスパック」

　三年一組普通科特進コース文系、赤石あかし鉄てつ規のり。

　将来の夢『大人になりたい』

　中学時代の赤石あかしは家庭教師に惚ほれて告白するが「子供は恋愛対象外。頼れる大人が好み」と断られている。

　外見や内面ではなく、年齢差という、どうにもならない理由だ。そのため、卒業文集の将来の夢に『大人になりたい』と書いた。結果として赤石あかしは異世界で、二十代中盤と思われる成人男性になっていた。片思い相手の家庭教師は、後に折おり口ぐち高校の英語教師になる西にし田だ舞ま衣いだ。

　恋人として付きあいたいという願いではなく、あくまでも、大人の男になりたいという願いだったことが、後のトラブルに繫つながる。赤石あかしが卒業文集に将来の夢を書いたとき、西にし田だ舞ま衣いの感情の変化を望む気は、一切、なかった。

「夜中だけどオーロラみたいなのが出ていて足元は見えていた。クレアを引っ張り上げたら、昼間になったみたいにさらに明るくなった。反射的に見上げたら、空に太陽？　巨大な火の塊があった」

　カカが上空から地上を消し飛ばそうとして、魔法を発動した瞬間だ。

「かなり離れていたけど、ストーブに顔を近づけたみたいにチリチリした。死を覚悟した。けど、急に消えた。何が起きたのか、まったく分からなかった」

　夜よ木ぎ秋しゆうの夢『みんなとまた一緒に』により、校舎と彼女の仲間が日本に転移したのだ。その直前に相あい田だ優ゆうがカカに「友達になろう」と誘っている。そして、カカは生徒達たちへの攻撃を止め、姿を消した。

　危機は去っていた。だが、事情を知らない者は死の恐怖に怯おびえ、避難を続けるしかない。

　赤石あかしはクレアの手を引き、暗い道を躓つまずきながら川へと向かう。大きな石に腰かけ、他の者が避難してくるのを待ちながら、夜明けを待つ。

「あまり遠くまで逃げて迷子になるわけにはいかないし、無理して危険な目に遭うわけにもいかない。状況はまるで分からない。だから、誰かが来るのを待った。もし、カカが来たら、ぶん殴ってやろうって覚悟はあったな。けど、誰も来なくて、気づいたら寝ていた」

「テッキは神経が図太いのよ。私は眠れなかったわ」

　普段は明るく多弁なクレアだが、校舎崩壊の夜について語るときは言葉が少ない。また、前後のことをあまり語ろうとしない。その理由は後日、二人きりのときに教えてくれた。

　クレアと赤石あかしは家が隣同士で行動を共にすることも多いので、大抵は同時にインタビューをしている。だが、たまにクレアから、一人で話をしたいと言ってくることがあるのだ。

「校舎が崩壊するとき、テッキは西にし田だ先生を助けに行きたかったのよ。それなのに、あの馬鹿。信じられる？　私のことを優先したのよ……。二人で職員室に向かう途中、私が足をくじいちゃって……」

　二人が所属する三年一組は地下大空洞へ避難しようとしていた。だが、途中で赤石あかしが西にし田だを捜すために北館に移動した。クレアは赤石あかしを一人にするわけにはいかず、後を追った。そして渡り廊下が崩壊したため、彼かれ等らは南館への移動が不可能になり、地上へ移動するしかなくなる。

「『職員室にいなかったら諦める』って言って、本当にそのとおり。地上に出てからは、ずっと私の手を引いてくれた。私が歩けなくなったときは背負ってくれた。……本当は、西にし田だ先生を捜したかったくせに。でも、私を心配して我慢してくれたの。辛つらいわよ、そんなの……。川沿いに避難した後もそう。テッキは先生を気にしてそわそわしてた。でも、私を一人にしておくことができなかったから、一緒にいてくれたの。テッキが眠れたっていうのも噓うそ。あの馬鹿は私のことを心配して、寝ずに周囲を警戒してくれていたのよ。翌朝、目に隈くまがあったの。毎日アイツのこと見てる私が、気づかないわけないでしょ」

　クレアは目元が潤みだすが、堪える。涙を零こぼしはしない。

「私って最低だ。テッキが西にし田だ先生を捜しに行くのを我慢してくれてたのに……。私はテッキと肩をくっつけて寄り添っていることが幸せで、ドキドキして眠れなかった。もし、私が足をくじいていなかったら、テッキは傍そばにいてくれたのかな、西にし田だ先生を捜しに行ったのかな……なんてことも考えた。それに、死ぬかもしれないし凄すごく怖かったけど、テッキと一緒ならいいか……って。自じ己こ嫌けん悪およ、まったく……」

　三年一組普通科特進コース文系、緑みどり川かわクレア。

　将来の夢『テッキの恋人』

　ストレートど真ん中な夢を書き、卒業式後に文集片手に告白。

「一緒にいるのが当たり前なんだし、もう、私と付きあいなさいよ」

「ごめん……」

　ふられてから二年以上が経たち、くすぶり続けていた想おもいが異世界で日本帰還への障害となる。




　　　　＊




「屋上出口の？　ドアが落ちていたから、それをタンカ代わりにして、ピュアタンポポの人を運んだな。エロ同人誌みたいにボッロボロになってて……。もっと見ておけば良かった」

「下品なことを言うな、誠せい次じ」

「うるせえ、むっつり龍りゆう太た郎ろう。お前、足側だったからパンツ見えただろ！」

「だから、貴様……」

　桐きり井い龍りゆう太た郎ろうが私の目を意識して口をつぐむと、米よね原はら誠せい次じは満足したらしく、得意げに話を再開する。

「一応、ピュアタンポポの人には注射器で鎮痛剤を打っておいたから怪け我がは治っていたはず。だけど、意識はなかったな。魔法のステッキが折れたとか、魔力が消えたとか、そういうのは直せない。そういや、何で北に向かったんだっけ？」

　将来の夢『キルレート10超え』によりゲーム仕様の米兵になっていた米よね原はらは、やはり同じように『射撃命中精度日本一』という夢によりゲーム仕様のソ連兵になっていた桐きり井いに確認する。

「北に向かった理由？　特に意味はないだろ」

　桐きり井いは米よね原はらを一いち瞥べつして適当に返事するが、私に視線を重ねると丁寧に語りだす。

「校舎が崩壊する前に、生徒会長が『北へ向かって走れ』と指示していましたからね。それと、校舎が崩壊したときに我々が穴の北側にいたことも理由でしょう。深い考えがあったわけではありません。南へ行けば大穴。だから、草を搔かき分わけて北へ向かいました」

　暗視ゴーグルにより視界が確保できる二人が先導して北へ避難した。

「サーマルもスターライトも有ったからな。モンスターがいないか、警戒はしていた」という米よね原はらの言葉を桐きり井いが「熱源探知や暗視装置で安全確認をしていたということです」と補足。

　彼かれ等らの友人、田た中なか満みつるは北へ避難したときのことを次のように語る。

「……いきなり消えた」

　声が小さく、ほとんど聞き取れずに私が困惑していると、同席していた佐さ和わ田だ剣けん人とが「何言ってるのか、分かんねーよ」と眉間の皺しわを深くし、田た中なかを肘で突く。

「いきなり目の前から人が消えたんですよ。何人も。二年の先輩達たちが俺らよりも先に帰還したってのは後から知ったことで、あのときはそんなこと知らないですからね。軽く辺りを捜して、まあ、見つからないから北へ向かいました。カカも消えたけど、いつまた襲ってくるか分からないし。ヴァルグア族でしたっけ、あの異世界人。あいつらが襲ってくる可能性もあったし、とにかく逃げるしかなかった。軍人になっていた馬鹿二人が先導してくれたから、迷うことはなかった」

　十分ほど歩いてから、追っ手がないことが分かると彼かれ等らは草原での野営を決心した。さらに北へ向かっても、夜風を防げるような地形がないことは、一ヶ月におよぶ生活で十分、知っていた。

　田た中なかが口数少なく「……火を点つけた」と言うと、佐さ和わ田だが頷うなずいてから補足する。

「異世界のときの『ひゃっはー』みたいに、もっと声、大きくしろよ……。あの夜は疲れてたし、暗くて移動するのは危険だった。田た中なかが火を出して、自然とそれを中心にしてみんな集まった。火を使ってカカやヴァルグア族に見つかる危険？　ああ、誰かもそんなこと言ってたけど、まあ、火の有無は関係なく、もし向こうがその気なら、どうせ見つかるだろうし。俺はむしろ馬鹿３人が女子に変なことしないか警戒していたね」

　米よね原はら誠せい次じ、桐きり井い龍りゆう太た郎ろう、田た中なか満みつる、佐さ和わ田だ剣けん人と、仲良し四人組のユニークな夢が異世界の旅に貢献したことは疑いようがない。仲良しであるが故の喧けん嘩かはあったが、後に形成されていく小グループの中で、彼かれ等ら４人だけは人間関係のトラブルとは一切無縁であった。
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　校舎崩壊の夜を、栗くり田た美み奈なは肩を揺らし、無邪気に笑いながら話す。

「キャンプファイヤーみたいで楽しかった！」

　興奮して立ち上がろうとする栗くり田たを手で制止しつつ、鳥とり巣す諒りようは目を伏せる。

「田た中なか君の火でキャンプファイヤーみたいだったのは確かです。温かいから美み奈なちゃんの動物達たちが火の周りに集まるんです。動物って火を恐れないんですね……。それとも美み奈なちゃんの動物が特別だったのかな？　私や美み奈なちゃんは動物を抱き枕代わりにしたんですけど……。ほとんどの人は動物を怖がったので円の外側でした」

　異世界では栗くり田たの夢『飼育員』の効果によりネコ科の猛獣が10体出現していた。危険察知能力を有した生き物を抱き枕にしたのなら、安心して眠ることができただろうか。

「いえ、田た中なか君が、三十分に一度は『汚物は焼却だ』と叫んでいたので、眠れませんでした。二時か三時か分からないんですけど、泣き声が聞こえてきました……。誰も寝ていなかったと思います。うとうとしながら朝まで過ごしました」

　明るくなると、鳥とり巣すは将来の夢『鳥になって空を飛びたい』の力でタカに変身し、空に上がった。周囲を捜索し、散り散りになっていた生存者達たちを捜す。

　このときを境に、鳥とり巣すは積極的に変身能力で周辺を偵察し、他の誰よりも仲間に貢献しようと努めだす。しかし、「本当は逃げたんです」と一人きりのときに、涙混じりに告白した。

「学校が壊れた夜からです。美み奈なちゃんが落ちつきなくなったり、大きな声を出したりするようになったの……。辛つらいことが沢山あったから……。私、美み奈なちゃんのためにも早く日本に帰らなきゃって頑張りました……。でも、本当は違うんです。子供に戻ったみたいにはしゃぐ美み奈なちゃんを傍そばで見ているのが辛つらくて、私は空に逃げたんです」

　異世界に来てから、日中に大空へ羽ばたくのは、これが初めてだった。それ以前は恐怖が勝るため、せいぜい数メートル程度しか地上を離れることはできなかったし、長くても数分間だ。

「私が初めて空を飛んだのは、校舎が崩壊した夜です。暗くて怖かったです。でも、崩落から逃げるために、空を飛んだんです……。人助けをしたというのは後付けの言い訳です。あの夜、私は、空を飛べば自分だけは助かる……そう思って逃げました」

　鳥とり巣すの夢は逃避だった。嫌な現実を忘れさりたいという思いが根底にある。だからこそ、校舎が崩壊した翌日、心を病んでしまった栗くり田たという現実を忘れるために、鳥とり巣すは空へ逃げた。

「私は、ずっと……。ずっと、逃げていたんです」

　鳥とり巣すは今でも苦しんでいるが、空から得たさまざまな情報が生存者を何度も助けたことは、疑いようがない。彼女は旅の中で、逃げずに己の夢と向きあう勇気を得る。
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　二〇一八年五月十八日（金曜日）。校舎崩壊の翌朝。

　六時から七時の間に、周辺に散っていた生徒達たちが合流した。

　眩まぶしい朝日が大地を照らしだすが、爽快な面持ちの者はいない。45名の生徒は誰もが一ヶ月におよぶ異世界生活と、前夜からの寝不足で疲ひ労ろう困こん憊ぱいであった。新米教師の西にし田だ舞ま衣いも疲れ果ててはいたが唯一の教師であるから、自身が生徒達たちを纏まとめるしかないと判断した。

　生存者の中にリーダーはいなかった。誰もが途方に暮れており、疲労や絶望により冷静な思考や判断を半ば放棄していたから、とりあえず年長者に従っただけに過ぎない。

「俺が、もっと、先生をフォローすべきだった」

　赤石あかしは右拳で手のひらを打ち、後悔を零こぼす。その様子を片目に、クレアは言葉を選びつつも、赤石あかしに異を唱える。

「テッキの優しさは、正解だったはずよ。でも、先生を立てるのもいいんだけど……。本当はテッキや春はる田た君が仕切った方がよかったのよ。日本での立場なら、西にし田だ先生が上だったかもしれないけれど……異世界だと大人になっていたテッキや、魔法が使えた春はる田た君や、軍人になっていた米よね原はら君が有無を言わさず、仕切っちゃった方が上う手まくいったはずよ。あのとき、必要だったのは頼れる強いリーダー」

「でも、それは後から言えることであって……。俺は西にし田だ先生が不ま味ずかったとは思えない。あの状況じゃ、誰が仕切っても結果は変わらない。むしろ、校舎が壊れるまで纏まとめていた生徒会長が化け物だったんだよ。あんなこと、大人だって無理だろ」

　赤石あかしは大人になっていただけあって西にし田だの立場を慮おもんぱかるくらいのことはできた。だからこそ、自分が自己主張して集団を仕切るわけにはいかない。赤石あかしは西にし田だを立てるしかなかった。春はる田た美み智ち雄おは仕切りたがり屋の面もあったようだが、責任を負う立場にはなろうとしなかったし、米よね原はらや桐きり井いは外見は大人の軍人ではあったが、内面は高校一年生のままだ。山やま田だウタは年長者ではあったが、高齢なので集団を仕切る体力はない。結果として、生徒を纏まとめる役割は新米教師にゆだねられる。

　赤石あかしは西にし田だを積極的にフォローした。だが、西にし田だは生徒を頼りにしすぎるわけにもいかず、責任感で自らを追いこんでいき、誰にも相談できずに苦しむことになる。

　七時。

　三十分間という時間を決めて、生徒達たちは他の生存者や食料等を捜索することになった。各おの々おのが周囲に散らばり、親しい者と小グループを形成していく。

　住すみ処かを失い薄々、旅の始まりを予感していた生徒達たちにとって幸運なことに、自動車二台と自転車四十台を発見する。先んじて生還した二年三組の委員長羽は田た野の美み由ゆ紀きは、生徒会が異世界で旅をする準備を進めており、分解した自動車を地下駐車場から地上に運び組み立てていたと証言している。他にも藤とう堂どうと親しい更さら科しな翠すいは、食料の備蓄や、自転車に乗れない者への訓練に協力していたという。

　生徒会が準備していた移動手段が地上に残されていたと考えるのが自然なのだろうが、都合が良すぎると思えてならない。車両はなぜ、校舎とともに日本に転移しなかったのだろうか。生存者全員に行き渡るだけの自転車が残っていたのは、あまりにも作為的なものを感じる。旅は魔法使いによってコントロールされていたのではないだろうか。

　周囲の捜索を続ける過程で、小グループは徐々に合流していき、最終的に、次に示した五つのグループに分かれていった。




　二〇一八年五月十八日時点での生存者




　◆教師グループ（12名＋２匹）


一年　　遠えん藤どう大だい輝き（七組）　　　　　『プロ野球の選手』


西にし田だ萌め生い（八組）　　　　　『トラベルコーディネイター』

金かね森もり正まさ信のぶ（十組）　　　　　『金もち』

伊だ達て麗れい音ね（十組）　　　　　『俳優』（マフィア）



二年　　宮みや間ま明あ日す花か（十二組）　　　『漫画家』


山やま中なか百ゆ合り（十二組）　　　　『魔法少女』



三年　　赤石あかし鉄てつ規のり（一組）　　　　　『大人になる』


緑みどり川かわクレア（一組）　　　　『テッキの恋人』

吉よし沢ざわ芹せり夏か（九組）　　　　　『名探偵』



その他　西にし田だ舞ま衣い（英語科教師）　　『教師』


高たか橋はし裕ゆ美み（大学生）　　　　『ピュアタンポポになりたい！』

山やま田だウタ（無職）　　　　　卒業文集が現存せず。本人の記憶も曖昧

ゴン（山やま田だの飼い犬）　　　不明。お婆ばあちゃん長生きして？

ふわっふわん（夢の世界の妖精）








　◆軍人グループ（４名）


一年　　桐きり井い龍りゆう太た郎ろう（一組）　　　　『射撃命中精度日本一』


米よね原はら誠せい次じ（一組）　　　　　『キルレート10超え』

田た中なか満みつる（六組）　　　　　　『汚物は焼却』

佐さ和わ田だ剣けん人と（七組）　　　　『料理人』








　◆フリーダムランド（８名＋10頭）


一年　　栗くり田た美み奈な（七組）　　　　　『飼育員』


鳥とり巣す諒りよう（七組）　　　　　　『鳥になって空を飛びたい』



三年　　牧まき野の健けん悟ご（四組）　　　　　『サッカー選手』


芦あし原はら優ゆう花か（七組）　　　　　『オリンピックで金メダル』

江え藤とう葵あおい（七組）　　　　　　『玉ぎよく竜りゆう旗き優勝』

小お奈な了りよう（七組）　　　　　　『釣り名人』

クリオ・エリース（七組）　『ホラーハウス成功』

比ひ古こ美み若も音ね（七組）　　　　『人見知りを治したい』



その他　栗くり田たに従う猫科の猛獣10頭






　◆春はる田た派（12名）


一年　　大おお野の忠ただ人ひと（九組）　　　　　『喫茶店のマスター』


上うえ野の弘ひろ之ゆき（十一組）　　　　『キラクエの世界に行ってみたい』



二年　　川かわ上かみみのり（五組）　　　　『レンガ職人』


汐しお見み奈な菜な（五組）　　　　　『科学者』

新にい山やま夏か保ほ（五組）　　　　　『一いつ家か団だん欒らん』

伊い出で知ち瀬せ（八組）　　　　　『スマホほしい』

紺こん野の亜あ利り理り（八組）　　　　『パティシエ』

佐さ伯えき陽よう香か（八組）　　　　　『図書館司書』

神じん清きよ美み（八組）　　　　　　『保育園の先生』

帆ほ谷だに裕ゆう真ま（十一組）　　　　『公務員』（人じん狼ろうゲーム）



三年　　春はる田た美み智ち雄お（三組）　　　　『戦魔聖剣士ヴアラデイン』


久ひさ川かわ信のぶ俊とし（十組）　　　　　『画家』（アーチェリー撃ちたい）








　◆二年特進コース（９名）


二年　　大おお場ば鈴すず（一組）　　　　　　『保育士』


黒くろ田だ俊とし喜き（一組）　　　　　『VVikipediaに載る』

更さら科しな翠すい（一組）　　　　　　『弁護士』

駿河するが戒かい（一組）　　　　　　『貿易関係の仕事』

鳩はと羽ば翔しよう子こ（一組）　　　　　『アナウンサー』

林はやし里り香か（一組）　　　　　　『ネイルアーティスト』

和わ仁に幸こう太た（一組）　　　　　『プロ棋士』

大おお宮みや新あらた（二組）　　　　　　『運うん否ぷ天てん賦ぷ』

木き野の宗そう佑すけ（二組）　　　　　『金型製作技能士』








　リストが作られた際に夢を偽った者に関しては、文集に実際に書かれていた内容を（　）内に併記した。







　教師グループは西にし田だ舞ま衣いをリーダーに据えたうえで、全員が協力的に行動したことが生還者の多い要因だろう。西にし田だはリーダーシップという面では頼りない部分もあったが、フォロワーシップを引きだすことには成功していた。グループ参加者の学年はバラバラではあったが、異世界で西にし田だと行動を共にしていたり、好意を寄せていたりする者ばかりであった。

　軍人グループは小学校時代からの仲良し四人組であり、喧けん嘩かは絶えなかったがすぐに仲直りする。最も結束の強いグループであった。毎日、寝相や食事の配分で喧けん嘩かしていたが、常に４人で一塊になっていた。

　フリーダムランドは牧まき野のを除く全員がスポーツ科であった。唯一普通科の牧まき野のも、サッカー部のレギュラーを務めるスポーツマンだ。さらに、牧まき野のとクリオは元クラスメイトだ。クリオと栗くり田たは学年は違うが二人とも陸上部。比ひ古こと鳥とり巣すも水泳部で先輩後輩の関係であり、グループ内に面識のある者が多かったため結束が強い。

　最大戦力を誇る春はる田た派は余りにも多くの問題を抱えていた。中心人物であった春はる田た美み智ち雄おは異世界に転移した直後、不仲だったクラスメイトに攻撃スキルで危害を加えている。彼の凶行は、事情があったにせよ、異世界生活が長引いたストレスによるものではない。生存者の中には「春はる田たの夢はチーレムではないか。春はる田た派は『無条件に女子生徒に好かれ、男子生徒からは尊敬される』という夢の効果によって作られた、いびつな仲間関係だったのではないか」と指摘する者もいる。

　ストレスにより凶行に走ったのは久ひさ川かわ信のぶ俊としだ。彼は逆恨みで、生徒会長の藤とう堂どう瑠る奈なをクロスボウで狙撃している。異世界での生活を成立させていた藤とう堂どうの夢が失われたことが、学校生活が崩壊した原因だとするなら、まさに彼の放った矢こそが、混こん沌とんとした旅の嚆こう矢しと言える。

　そして『人じん狼ろうゲーム』という夢により、旅に殺人の恐怖をもたらす帆ほ谷だに裕ゆう真ま。生徒達たちは異世界人による呪術により、人じん狼ろうゲームと似た状況に陥る。帆ほ谷だにの夢が呪術を強化することになる。

　最後に、旅の最重要人物、上うえ野の弘ひろ之ゆき。寡黙だった男の行動理由について知る者はいない。彼が得ていた力と姿は、ファンタジーＲＰＧで世界の破滅を願う敵役のものだ。

　このように、春はる田た派には現状の破壊や混こん沌とんを望んだと思われる夢を書いた者が複数人いる。リーダー格であった春はる田たは、生還した女性陣からの評価では「聞き分けがよくおとなしい人物」ではあったが、男性陣からは「陰で他人の批判ばかりしているし、後輩を脅して従わせていた嫌なやつ」という評価で一致している。

「ああ、チーレム先輩は聞き分けがいいんじゃなくて、西にし田だ先生や女子と目を見て話すとか、自己主張とか、そういうのができなかっただけ。取り巻きのおとなしい女子とはいちゃついていたな。けど、パツキン先輩みたいな派手な女子とは絡からまない」

「女子と会話ができないのは、お前や田た中なかもだろ。まあ、威張らない分、誠せい次じの方がマシか」

　ゲーマー軍人コンビの米よね原はらと桐きり井いは、春はる田たには特に否定的だ。

「死人を悪く言うのも気がひけるけどさ、アイツ、穴の周りを捜索しているとき、俺らに何て言ったと思う？　『ゲームの兵隊になっているなら、死んで復活すれば弾薬も回復するだろ。足手まといになる前に、飛び降りたらどうだ』だぜ？」

「お前、よく怒らなかったよな」

「まあ、一応、チーレム先輩は、一応だけど、先輩だしな。一応、な。つかアイツ、俺等がカカと戦っていたとき、何ど処こで何してたんだよ。アイツと上うえ野のなら、カカと戦えただろ」

　米よね原はらが指摘するように、校舎が崩壊する前後に春はる田たがとった行動は不明だ。春はる田たの空白期間を考察するたびに、冒頭で紹介した遺体のことを思いださざるをえない。足首に鋭利な傷を負い、逃げ遅れたと思われる生徒の遺体だ。春はる田たなら校舎崩壊の混乱に紛れて、危害を加えることが可能なのだ。

　そして、嫌な想像を搔かきたてられる最大の理由は、その犠牲者が、かつて春はる田たと喧けん嘩かをした谷たに口ぐちだということだ。春はる田たは実行する能力と動機を持ち合わせていた。

　春はる田たの人物像を尋ねると米よね原はらは「嫌なやつ」と即答し、声に不機嫌さをにじませる。

「俺等が遊んでいるゲームはＦＰＳっていうジャンルなんだけどさ。なんかアイツ、ＦＰＳを馬鹿にしてたよな。『ＪＲＰＧ最高』みたいな感じで、わざと俺おれ達たちに聞こえるくらいの声で、取り巻きの連中と話してた。ＪＲＰＧとＦＰＳ、世界の売り上げでどっちが上か調べてみろっつーの」

　米よね原はらが春はる田たへの批判的な意見を述べていると、インタビューの時間を勘違いした佐さ和わ田だと田た中なかがやってきた。田た中なかが満面の笑みを浮かべ小声で何かを言いつつ、先にいた二人を尻で押して無理やりソファ席に収まる。佐さ和わ田だは「こいつらの話を聞くの面倒じゃないですか？」と失笑しながら私の隣の椅子に座り、体をこちらに向けた。
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　クラス別で見ると、五月十八日時点で最も生存者が多かったのは、二年一組普通科特進コースだ。

　校舎が崩壊した夜、一組は生徒会長の放送に従って地上へと避難した。他クラスの生徒が放送を無視し地下へと逆行する中でも、一組はクラスメイトでもある藤とう堂どうを信じて、地上を目指した。

　生存者が多かった要因を尋ねると、更さら科しな翠すいは「少なかった」と表情を暗くする。

「避難列の中には『待ち伏せに遭うから下へ避難しろ』と言っている人もいました。けど、一組は全員、瑠る奈なさんの指示に従いました。瑠る奈なさんの言葉は絶対です。指示を疑う者は一人もいませんでした。ただ、不幸な事故が起こりました」

　更さら科しなが階段を上りきった瞬間、背後からの強い衝撃が背中を押した。東側渡り廊下が崩落した際に、押しのけられた空気が逃げ場を失い、階段室へと一気に噴きあがったのだろう。

　重い音の奔流に吞のみこまれて地面を転がり、したたかに体を打ちつける。回転が止まり、ぐらぐらと揺れる視界で周囲を確認すると、同じように何人かが倒れていた。そして、砂煙の中に、ドアの閉まった階段室を見つける。

　内開きのドアだったので、内側からの衝撃波によって閉まったのだろう。

　施せ錠じようしたわけではないのだし、外に出たい者が再びドアを開けばよいだけだ。だが、校内にいた者はドアを開けることはできなかった。外にいた者も、外側からドアを開けることはできない。こうして、二年一組は階段室の外と内に分断される。

　更さら科しなが不幸な事故と呼ぶ出来事が、内側で起こっていた。

　内側のことは、校舎とともに帰還し瓦が礫れきの中から救助された木きの下した雪ゆきが記憶している。木きの下したは階段室内にいたため、校舎が完全に崩れ去った後でも、上に被かぶさってくる瓦が礫れきや土砂が少なく、数ヶ所の打撲で助かっている。校舎の転移後、自衛隊によって救助された24名のうち、実に８名が二年一組だ。

「……階段を上りきる寸前。下の方から、ズドンという大きな音。砂すな埃ぼこりが噴きあがって、きました……。前の方にいた何名か少数。外に押しだされて、そのとき……。扉も閉まったようです。砂煙が充満。視界はほとんどきかなくなりました。それでも、手探りで扉、開けようとした。けど、すぐに背後から押されて、扉に、押しつけられました。胸が苦しいほどの圧力。息が止まるかと思った。地下から、崩落の音。止まらない。大勢が、一斉に地上を目指した……。内開きの扉に内側から殺到したので、開くことはできませんでした」

　こうして、生徒達たちは脱出しようとする自らの力で閉じこめられてしまったのだ。

　ドアについては二年一組の和わ仁に幸こう太たが次のように説明する。

「電車の連結部にあるドアって、横にスライドして開くやつですよね。たまにカーブで勝手に開く、あれです。あれは横開きだから、満員なのに開くんですよ。あ、いや、違う。満員でも開くようになっているんです。昔、列車で火災があって、乗客が内開きのドアに殺到して脱出不可能になって、全員が焼け死ぬっていう事故があったんです。それを切っ掛けにして、内開きのドアは廃止されたんです」

　昭和二十六年に日本国有鉄道で発生した桜さくら木ぎ町ちよう事故のことだろう。この事故を切っ掛けにして、内開きドアの廃止や、非常時脱出用扉の位置表示が義務付けられるなど、安全対策が進められることになる。海外の鉄道やケーブルカーでも、内開きのドアが原因で脱出不可能になり犠牲者を出した事故がある。

「俺おれ達たちの学校も完全に同じ状況。一斉に避難しようとしたせいで、脱出不可能になったんだろうね。全員がほんの数秒立ち止まって、ドア付近に空間を作れば助かっていたかもしれない。けど、そんなこと誰も思わない。とにかく全員、必死に外に向かった。更さら科しなが言うように、不幸な事故だよ。俺は外にいたけど、中で何が起きているのか分かった。だから、ドアを開けるために『下がれ』って叫んだけど駄目だった。中からも『開けろ』とか『助けて』とか叫んでいて、俺の声は届かなかった」

　こうして、二年一組は全員が地上を目指していたが、崩落の衝撃波で外に放りだされた７名だけが脱出に成功し、他の23名は内部に取り残されてしまう。

　崩落を免まぬがれた全生徒のうち、二年一組は７名で、最大の人数だ。だが、このような事情があったため更さら科しなは生存者が「少なかった」と言うのだ。ドアの開く方向が逆だったら、たったそれだけの理由で、全員が脱出に成功していたのかもしれない。

　更さら科しなは酷薄な笑みを浮かべる。不謹慎だと頭で理解していても、表情に表れてしまったのだろう。

「崩落に巻きこまれた方が、幸運でしたよ。一組は瓦が礫れきの下でも８人が助かっていますし。日本に帰れたんですから。生存率三割ですよね。異世界に取り残された私わたし達たちは、まだ辛つらい旅をしなければならなかったし、半数が帰ってこられませんでした」

　更さら科しなが口元に持っていった指は小さく震えている。爪には嚙かんだ痕が残っており、ボロボロになっていた。

「瑠る奈なさんが校則を緩和してくれたから……。私、異世界では里り香かさんに教わってネイルしていたんです。でも、もう、できなくなっちゃいましたね……」

　指の傷が治れば再び爪を綺き麗れいに飾れる、という問題ではない。

　将来の夢に『ネイルアーティスト』と書いた林はやし里り香かは帰還していない。辛つらい記憶になってしまったのだ。
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　七時三十分。

　タカに変身して上空にいた鳥とり巣す諒りようが、遠方から徒歩で接近する集団に気づく。地上の者に伝えると、心当たりのあるクリオが桐きり井いからライフルを借り、スコープを覗のぞいて確認する。

　６名の集団はヴァルグア族の女性だった。折おり口ぐち高校へ向かったまま帰ってこない男達たちの様子を確認しに来たのだろう。

　クリオは「近づいてくる人ひと達たちに危険はない」と生徒達たちに訴えた。近づく集団が半裸の女性達たちだったためか、先に攻撃を仕掛けようという野蛮な提案をする者はいない。

　だが、他人の意見を批判することにより主導権を得ようとする者はいる。

「危険がないというのは、君の主観だろう。彼かの女じよ達たちが何かしらのスキルを使用可能なら、女性といえども、僕ぼく達たちに敵対する可能性はある。僕ぼく達たちは異世界人を殺している。彼かの女じよ達たちにとっての仇かたきだ」

　ゲームキャラクターに姿を変えていた三年三組春はる田た美み智ち雄おは、五月十八日時点では一行の中で有数の戦闘力を誇っている。彼を凌りよう駕がする戦力は、別ゲームのキャラクターに姿を変えていた一年十一組の上うえ野の弘ひろ之ゆきだけだろう。

　ゲーム趣味で気があったのか先輩後輩の関係があったのかは分からないが、旅の開始時点で上うえ野のは春はる田たに従っていた。戦力のナンバーワンが、ナンバーツーに従っていたのだ。そのこともまた、春はる田たの気を大きくした理由の一つだろう。

　ピュアタンポポに変身可能な高たか橋はし裕ゆ美みは前夜の戦闘で変身ステッキを砕かれているし、疲労により熱を出して寝こんでいるため戦力外だ。山やま中なか百ゆ合りが変身するパステル☆キャットは対象の魔力を無効化することに特化しており、戦闘能力自体は低い。

　軍人達たちは前夜の戦闘で消耗しており、ハンドガンに数発の弾を残すのみ。異世界の魔術やモンスターに対抗できる戦力は、春はる田たと上うえ野のの二人だけであった。

「みんな気を悪くしないでくれ。僕だって人を疑ったり戦ったりしたいわけじゃないんだ。この中で最も戦闘力に優れているのは僕だからね。みんなを護まもるためには、油断するわけにはいかないんだ。僕に君きみ達たちを護まもらせてくれ」

　春はる田たのこの言葉を米よね原はらは「女子の視線を意識しすぎ。あと、言い方がいちいちウザい。口を開くたびに半歩前に出て体を横に向けて、腕を振って格好つけてんの。ウザい」と指摘する。

　桐きり井いはうんざり顔で「アイツの言葉は『お前まえ達たちより俺の方が強い』というアピールだろ。俺おれ達たちは弾切れだしな」と肩をすくめる。

　田た中なかは小声で何かを言うが、聞き取れない。佐さ和わ田だが「ああ、こいつ『チーレム先輩の姿はＤｏＳａＭの戦魔聖剣士ヴアラデイン』って、既に言ってあることをまた言ってます」と通訳する。

「聞き取れねーんだよ」

「狭い。隣のテーブルくっつけろよ」友人達たちからの集中砲火を浴びるが田た中なかは気にした様子もなく「水にガムシロップとレモン汁を入れると美お味いしい」と笑う（聞き取れた）。

「お前、来たばかりでドリンクバー注文してねーだろ」

「水は普通に飲め」

「ね、馬鹿ばかりでしょ、こいつら。ほんと、俺、友人運ねーよなー」

　異世界で春はる田たが主導権を握ろうとしていることに米よね原はらと桐きり井いは気づきはしたが、田た中なかがガサガサ声の笑顔でお茶を濁した（異世界では叫びすぎによりハスキーボイスを手に入れていた）。自他ともに認めないが、日本でも異世界でも、ギスギスした空気を払うのは田た中なかの役どころである。

　二百メートルほどの距離を置いて女性達たちは立ち止まる。彼かの女じよ達たちにしてみれば、折おり口ぐち高校の生徒は自じ分ぶん達たちの民族を迫害してきた人種だ。人数差もあるのだから警戒して当然だろう。

　一応の面識はあるクリオが、ヴァルグア族の女性達たちへと近づいた。女性達たちの中にルナルシャがいることを知り、気まずさを覚える。勘違いでなければ、ルナルシャは前夜、クリオに肉体関係を求めてきていた。

　ヴァルグア族に捕らわれていたクリオは、彼かれ等らと過ごすうちに仲間として認められていたのだ。

「おそらく、仲間として認めたから女を抱いて家族になれってことだと思う。そういう文化や風習なんだと思います」

　クリオはルナルシャ関係のことになると、比ひ古こ美み若も音ねの顔色を窺うかがいだす。

「俺と同じ肌の色だから親近感を持っているというのはあると思う……。でも、やっぱりヴァルグア族の人ひと達たちとは、出会ったときの状況が不幸だっただけなんです。俺、彼かれ等らのこと何も知らないけど、それでも多分、歴史や文化を考慮すれば、俺おれ達たちと敵対するしかなかったんです。ただ、それだけ。けして、彼かれ等らが悪人だったわけではないはずです」

「随分と庇かばうのね」

「嫉妬してくれてるの？」

「馬鹿……。嫉妬なんてしないわ。クリオが十歳くらいの女の子を、そういう目で見るなら軽蔑する。それだけ」

　ヴァルグア族の女性と身振りで意思の疎通を試みようとしたクリオの眼前を、タカが横切る。タカはそのまま上昇し、鳴き声を上げて旋回。鳥とり巣すが注意を促したからこそ、クリオは反応できた。咄とつ嗟さにルナルシャを抱きかかえ地面を転がる。直後、上空から急降下してきた者が女性達たちの中央に着地、金属質な音とともに砂すな埃ぼこりが巻き起こる。ヴァルグア族の少女を抱えたクリオは、切り離された身体からだの一部と飛び散る血を全身に浴びた。

　この様子は離れた位置にいた赤石あかしやクレア達たちの方が全体を詳しく把握している。

「上空から青い銀色？　百ゆ合りの花びらみたいな流線型の鎧よろいが降ってきた。ガシャーンって落下音だった。交通事故の音に近かったな」

「テッキに目隠しされて、後ろに振り向かされたわ」

「悲惨な光景だからな。最初に降りてきたヤツがハルバート。これは、ヨーロッパに実在したヤツと見た目はほとんど一緒。それを振り回して、ヴァルグア族の女性達たちを斬り殺した」

「いきなり目隠しされたから、反射的にテッキの手をふりほどいて……。空からゲエゲエ？　グアア？　聞いたことのない鳴き声がして空を見上げたら、大きい鳥みたいなのが一匹飛んでいたわ。その背中から、グライダーみたいなので３人が降下してきた」

　全長二十メートル前後の飛行型魔獣で飛来したのは、一人の重装兵と３人の軽装兵であった。

　クリオとルナルシャだけが、重装兵の初撃を免まぬがれた。反応が遅れたヴァルグア族の女性達たちは誰一人、原形をとどめていない。

　最初に反応し「下がれ！」声を張りあげたのは米よね原はらと桐きり井いのゲーマー軍人コンビ。だが、彼かれ等らは前夜の戦いでメインウェポンの弾を撃ち尽くしていたので、サブウェポンのハンドガンを構えるしかなかった。ＲＰＧや手しゆ榴りゆう弾だんなどの爆発物も残っていない。
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　襲撃者の正体は、サングアーレン皇国の国教であるフッジ教の異端審問官だ。

　端的に言ってしまえば、自じ分ぶん達たちの信じる神以外が起こした奇跡を一切認めない者達たちだ。前夜にカカの魔力を検知しており、調査に来たのだろうか。彼かれ等らがヴァルグア族の女性を殺害したのは「異端の大規模魔術がおこなわれた地に穢けがれた民族がいたから」という理由で説明がつく。フッジ教徒にとっては至極当然のことであった。

　かつて、ガルファガス王国とサングアーレン皇国による勢力争いにより、ヴァルグア族は住んでいた一帯に一方的な国境線を引かれた。狩猟を営んで一年を通して長距離を旅する彼かれ等らは、故郷に帰るだけでも、国境侵犯の犯罪者として処罰される立場になり、両国から迫害を受けている。両国とは人種が異なり、さらに、フッジ教への改宗を拒んでいるのだから、異端審問官の価値観では、ヴァルグア族は人ではなかった。ゴブリンやオークのような亜人種と同等の存在なのだから、殺すことにためらいはない。

　クリオを逃がす時間を稼ぐために、ゲーマー軍人コンビの二人がハンドガンで狙いを定めたまま「Freeze」ゆっくりと前に出る。クリオは前夜に脹ふくら脛はぎを負傷しているため、異国の少女を抱えたままでは走ることができない。米よね原はらの鎮痛剤を使用すれば傷の治療は可能だったが、その情報が周知されていなかったため、クリオはまだ治療を受けていなかった。

　幸運だったのは、異端審問官にとってヴァルグア族の命に価値はなかったが、折おり口ぐち高校の生徒は異端魔術の現場にいた不審者なので、捕まえて尋問する程度の価値はあったということだ。

　状況を動かしたのは、春はる田たと上うえ野の、二人の魔法剣士だった。春はる田たが速度を見せつけるように軍人コンビの間を駆け抜け、重装兵に斬りかかる。

　上うえ野のはクリオとルナルシャを抱えて跳躍して、ゲーマー軍人達たちの元へと二人を連れてくる。

　戦いの様子は、動体視力に優れた遠えん藤どう大だい輝きが細かいところまで見て記憶している。

「春はる田た先輩は相手の力量を測っているって感じだったっす。四対一でも全然、負けてなかったっすね。デカいヤツの攻撃を細い剣でどうやってんだろって驚くくらい鮮やかにいなしてました。格好良かったっすよ。小さくて素早い３人の攻撃は、スキルで防いでたっす。いかにもゲームエフェクトって感じの透明の盾が先輩の周りに浮いていました。それが常に敵のいる方向へ移動してガードしてたっす。上うえ野の君は、見守っている感じっす。いつでも助けに入れる位置にいたけど、春はる田た先輩を信頼していたのか、全然、焦あせっている様子はなかったっす」

　野球部で先輩からしごかれなれているためか、遠えん藤どうは男子生徒の中では珍しく春はる田たに好意的だ。

「あと、テッキ先輩と会話したのはこのときが初めてっすね。校舎が有った頃は職員室で何度も顔は見ていたっす。俺がプロ野球の選手だから結構ガタイが良かったからだと思うんすけど、木の棒を持ってきて『春はる田たがやられたら俺おれ達たちでみんなを護まもるぞ』って。テッキ先輩も割と発想がヤバいっすよ。あんな化け物みたいに強い異世界人と戦うつもりだったんすからね」

　フッジ教の異端審問官と春はる田たの戦闘について、山やま中なか百ゆ合りは次のように語る。

「春はる田た先輩は『相手が人間だから殺すわけにはいかず、手加減していた』って言っていました。あと、『何か情報を得られるかもしれないから、様子を見ていた』とも言っていました。ゲームのデモシーンみたいに派手なアクションだったのに、そんなことまで考えていたなんて凄すごいなあって、そのときは思いました」

　多くの者が春はる田たの戦闘を称賛する一方、米よね原はらはゲーマーらしい指摘をする。

「チーレム先輩は舐なめプで、格下相手からチマチマとスキルポイントを稼いでいたんだよ。ＤｏＳａＭは経験値を溜ためてレベルアップするんじゃなくて、戦闘中にパラメーターが上昇するゲームだから、すぐに倒すつもりはなかったんだと思う」

　桐きり井いが頷うなずき、同意する。

「上うえ野のは後方でじっとしていただけだな。キラクエは戦闘に参加するだけで経験値がもらえるから、戦う必要がなかったという解釈も可能だな」

「キラクエって略すな」

「田た中なかは『キラクエって略すな』って、小声でどうでもいいこと言っているんで無視してください。つか、キラクエの他に略し方、ねーだろ」

「略すな。キラークエストって言え……！」

　数分の戦闘の後、異端審問官は劣勢を悟ったのだろう。重装兵が懐ふところから瓶を取りだし、中身の黒い粉を撒まき、煙幕のようなもので周囲を包む。目隠しであると同時に、魔術を発動するための道具だった。

　煙の中から、グライダー装備の二人に両脇を抱えられた重装兵が飛び立ち、空中の飛行モンスターへ撤退する。

　生徒達たちは、校舎崩壊後の最初の難を乗りきった。

　異世界の騎士から襲撃を受けるという展開は、ハメルンの笛吹事件における弘ひろ橋はし高校と似ている。だが、後の展開は異なる。弘ひろ橋はし高校を襲撃した赤あか鋼はがね十じゆう字じ騎き士し団だんは後に、生徒を護まもるために合流してくれた。サーシャ・リーフや松まつ谷たに珊さん瑚ごの夢により、異世界の騎士と分かりあうことができたのだ。だが、折おり口ぐち高校はフッジ教の異端審問官と分かりあうことはなかった。

　生存者達たちは既に呪いの影響下にあった。翌日以降、次々と生徒が不審死を遂げていくことになるのだが、春はる田たや上うえ野のは、一行の誰かが呪い状態に陥ったことに気づけなかったのだろうか。

「気づいていたはず」と米よね原はらは断定し、桐きり井いも「だな」と追従する。

「俺ら、意識を周辺視野に向けると、ゲーム画面のウィンドウが見えるんだよ。こう、視界の隅、この辺りに装備している武器や残弾や、戦場を俯ふ瞰かんするミニマップが見える。ゲームみたいに。アイツや上うえ野のが俺おれ達たちみたいにゲーム仕様どおりの能力を得ていたら、ステータス画面を見て状態異常で気づくはず」

「ああ。チーレム先輩と上うえ野のは俺おれ達たち以上にシステムの制約を受けていた。俺おれ達たちよりも、よほどゲームキャラクターになっていた。ステータス画面を一度も見なかったとは考えにくい」

「……イベント扱いだからステータス画面には出ない」

「呪いは、バトルの状態異常じゃなくてストーリー展開だから、ステータス画面には出てこないって……田た中なかにしては珍しく頭を使ったこと言ってます」

　真相は不明だ。春はる田たや上うえ野のは気づいていなかったのかもしれないし、何かしらの理由があって、攻撃の影響下にあることを隠していたのかもしれない。他の者の夢の効果により彼かれ等らが、困難を招くようになっていた可能性もある。

　実際、魔法使いネネによれば、フッジ教の呪いは帆ほ谷だに裕ゆう真まの『人じん狼ろうゲーム』により強化されていたそうだ。春はる田たや上うえ野のが、気づけなかった可能性は棄すてきれない。

　帆ほ谷だにはこれから、彼が読んでいた漫画と同じ状態の死者が発生していくことを目まの当あたりにしていく。そして、旅の終わりが近づいた頃「自分の夢が現実になったからみんなに迷惑をかけた可能性が高い」と西にし田だ舞ま衣いに後悔の念を漏らしている。

　他にも生徒の何名かは「自分の夢が不幸を呼び寄せてしまったのではないか」「自分に原因や責任があったのではないか」と悔やんでいる。あまりにも過酷な状況に追いこまれてしまったため、無力感にさいなまれてしまったのだ。多くの生存者が、自分の能力で生き延びたという自信を持てずに今でも苦しんでいる。







[image: 二章：旅の始まり]







　二〇一八年五月十八日（金曜日）。

　八時。

　スマートフォンのバッテリーを残している者はいたが、誰もが時計を気にしていなかったため、正確な時間は分からない。校舎の崩壊により充電する術すべを失ったため、これ以降、生存者達たちのスマートフォン利用は激減する。以後、本著では全て、証言を基にしたおおよその時刻を記す。

　生徒達たちは前夜からヴァルグア族、カカ、フッジ教の異端審問官と連続して襲撃を受けているため疲弊しきっていた。絶望の中で、ヴァルグア族の女性の遺体を片づけることになる。彼かれ等らには精神的な余裕はなかったのだから、弔う気持ちがあったわけではない。単に遺体の見た目と臭いを遠ざけたかっただけだ。

　本来ならばすぐに大穴周辺から遠ざかりたかった。だが、春はる田た派の女子を中心にして多くの生徒がへたりこんでしまったので移動できなかったのだ。それに、周囲にはまだ生活に役立つ物が落ちている可能性はある。だから仕方なく、比較的元気のあった者が遺体を片づけることになったのだが、動きは緩慢だ。

　快活な赤石あかしも、人の死に関わることでは、声を暗くする。

「俺は大人になっていたし、押しつけられている感はしなかったな。俺よりも、米よね原はらや桐きり井いが辛つらかっただろうな。見た目は軍人かもしれないけど、中身は高校生のままだったはずだし。一年だし。でも、あいつらは大人としての振る舞いを求められていたと思う。俺は……精神も大人になっていたのか？　分からない。けど、西にし田だ先生もまいっている感じだったし、俺がやるしかないとは、思った」

　赤石あかしは手で目を覆い「でも、情けねえ姿、見せたよなあ」と小さく漏らす。遺体の見た目と臭いにやられて吐いた。前日までの食事量が少なかったので、すぐに胃は空になる。

　嘔え吐ずきながら、何かの役に立つかもしれないと、腰につるしてあった袋や装飾品を回収する。そして、落ちていたビニールシートで遺体を包み、大穴に放り捨てようとした。

「俺は戦っていなかったし、異世界のストレスもそんなになかったと思いこんでいた。けど、想像以上にまいってた。いま思うと、何で遺体を捨てようとしたんだろうなあ。……ルナルシャに救われたよ」

　遺体を投げようとした赤石あかしの腕を、ルナルシャが摑つかみ、涙を流しながら首を振る。

「俺、金品を盗とって遺体を投げ捨てようとしていたんだよ。何でそんな馬鹿なことしようとしたんだろう。直前まで生きていた人ひと達たちを、ルナルシャの目の前で投げ捨てようとするなんて、最低のクソ野郎だ……」

　言葉は通じないが、赤石あかしは頭を下げて謝罪した。身振り手振りで、埋葬か火葬かルナルシャに確認をとる。それから、赤石あかしは軍人グループの手を借りて、遺体を所持品とともに埋葬した。

　九時。

　ようやく一段落したところで次の事件が発生する。

　一ひと組くみの男女が大穴に近づき、手を繫つないで飛び降りた。生きる気力を失ってしまったのだろう。残された者の脳裏に、諦めて死ぬという選択肢が過よぎる。

　身を投げたのは二年一組普通科特進コース文系の駿河するが戒かいと大おお場ば鈴すずだ。クラスメイトの更さら科しな翠すいによれば、二人は異世界に転移する前から付きあっていたそうだ。更さら科しなは地下生活の中で二人が互いに励ましあう姿を何度も見ており、自殺の予兆には一切気づけなかった。

「飛び降りる瞬間の二人は笑顔でした。『私わたし達たち、付きあっているんだ』と、教えてくれたときと同じくらい幸せそうでした」

　更さら科しなはこのように証言している。しかし、穴の縁ふちに立っていた二人の表情を、背後の離れた位置にいる更さら科しなから見えたはずはない。更さら科しなは二人が幸せだったと思いたいがために、記憶を偽りの映像で上書きしてしまったのかもしれない。

　自殺について、緑みどり川かわクレアは複雑な面持ちで、とつとつと語る。

「悲しいことなんだけど……。二人は楽になれたのかなとか、映画の『キミカエ』みたいに、死ぬ寸前で日本に帰れるのかな……とか考えたわ。私が『死にたい』って言ったらテッキはどうするのかな。励ましてくれるのかな。優しくしてくれるのかな……なんて考えてた。遺体を片づけて辛つらかったテッキのことより、自分のことばかり……。最低だなー。私」

　誰もが疲れきっていた。

　飛び降りる瞬間を目撃した者は、誰も助けに動こうとしなかった。滑って落ちたのかもしれない、まだ生きているかもしれない、助けなければ……などとは考えもしない。

　気力を回復させることが最優先課題だったが、西にし田だ舞ま衣いにはとれる手が何もない。生存者の中には、歌手や芸能人のように他人の感情を高揚させる夢の持ち主はいなかった。
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　九時十分。

　大穴の近くにいたら再び投身自殺を試みる者が現れるかもしれない。

　校舎跡地から離れることに反対する者はいなかったが、ルナルシャの処遇で一ひと悶もん着ちやくがあった。クリオが「少女を一人残しておくのは危険だから連れていくべきだ」と主張した。

　しかし「異世界人を連れ歩けば、また先ほどと同じ連中が襲ってくるのではないか」という反論がでる。日本の感覚で「児童誘拐に該当するのではないか」と心配する者もいる。「連れていくよりも残しておいた方が異世界人と合流できるのでは」という考えもある。

「辛つらい状況だからこそ、私わたし達たちが私わたし達たちでいられるように、優しさは忘れないでいきましょう」

　最終的には西にし田だ舞ま衣いの判断に、生徒全員が従うことになる。このように、意見が割れたときは教師の判断に従っていくのだが、意見の対立を繰り返していくうちに、徐々に前述したようなグループ化が明確になっていった。

　軍人グループは教師に従順であった。佐さ和わ田だがフリーダムランドの栗くり田たや鳥とり巣すと同じクラスなので、比較的、良好な関係を保てていた。比較的というのは、女子慣れしていない米よね原はら達たちが、女子中心のフリーダムランドと積極的に交流できなかったという事情があるためだ。また、前夜にヴァルグア族の男達たちを殺している米よね原はらや桐きり井いが、フリーダムランドと行動を共にしたルナルシャに対して気まずさを抱いていたという事情もある。

　教師グループ、軍人グループ、フリーダムランドは良好な関係ではあったが、三グループで意思の統一ができていたわけではない。

　戦闘能力の大半を有していた春はる田た派が、旅の意思決定権を掌握しきれなかったのはフリーダムランドの小お奈な了りようの存在が大きかったからだろう。

　三年七組普通科スポーツコース小お奈な了りよう。

　将来の夢『釣り名人』

　休日に父親と釣りに出かける小お奈なは、深く考えずに『釣り名人』と卒業文集に書いた。そして、彼にとっての釣り名人とは、三十分のテレビ番組で十匹の釣ちよう果かをあげる存在であった。

　実際には数分に一匹のペースで釣れるものではない。テレビ番組では釣れているシーンのみ編集しているのだから、次から次へと魚が釣れるのは当たり前だ。高校生になった小お奈なは、当然そんなことは知っているし、もしかしたら番組スタッフやダイバーが釣り針に魚を引っ掛けているのかもしれないと疑ったこともある。

　しかし、卒業文集を適当に書いた中学時代の小お奈なは、そんなことは知らない。釣りのプロなら二分で一匹くらい釣れると思いこんでいた。

　結果として彼は、川だろうが池だろうが、そこが魚の生息域かすら不問で、水さえあれば二、三分に一匹のペースで魚を釣れるようになっていた。さらに、カサゴやアイナメなど日本の海で釣れる魚が針にかかるという奇妙な現象が起こる。

「青木さんに話していて気づいたんですけど、もしかしたら僕の夢は、栗くり田たさんの夢に近かったのかもしれないですね」

　小お奈なが半信半疑で語る夢の効果は、意外な内容であった。

「栗くり田たさんは、転移した最初に動物を出したんですよね。僕の能力って、魚釣りの名人になっていたというより、釣り針の先に魚を生みだす能力だったんじゃないかな」

　小お奈なは『釣り名人』と卒業文集に書いたが、自分が釣り名人になったとは思っていない。能力を得ていた本人ならではの感じ方だろう。

「川で魚が泳いでいそうな場所が分かるとか、釣り道具に詳しくなるとか、そういうの、なかったんですよ。卒業文集を書いたのが三年も前だからうろ覚えだけど、多分、釣りを職業にしようとは考えてもいなくて……。というか、そんなに深く考えて書いてなかったはずです」

　適当に書いた場合は、実現の仕方が当時の夢に添うものなのか、本人でも分からないようだ。

「釣り針の先が日本の海に繫つながっていた可能性もあるのかな。だったら、僕が釣りしているときに川に飛びこんでいたら、日本に帰れた可能性、あるかな？　ペットボトルに手紙でも入れて釣り針の近くに投げたら、日本と連絡がとれたのかな。異世界にいたときは思いつかなかったなあ……。今だとあれこれ考えられるんですけど、あのときは疲労で思考力自体が麻ま痺ひしていたというか、考える力が出せなかった気がします」

　釣り名人になっていたわけではないと感じている本人ならではの解釈だ。他人からは、魚釣りの名人になっていたとしか思えない能力だが、本人にその認識はまったくなかった。

　小お奈なの能力が魚を生みだしていたのか、釣り針が日本の海に繫つながっていたのかは不明だ。もしかしたら、何ど処こかの魚市場から魚が消えていたのかもしれない。確かなことは、食料の供給源が彼の所属するフリーダムランドにあったので、春はる田た派も表だって対立することはなかったということだ。生徒達たちの食料は大半が、小お奈なの魚と、動物達たちが狩ってくる小動物であった。

　魚に関しては佐さ和わ田だがちょっとした笑い話を披露する。

「オナ先輩が釣った魚は料理人になっていた俺が調理するんですよ。当然、俺は『料理人』だから、それがどんな魚なのか分かる。けど、魚って見た目がグロいのも結構いるんですよ。例えば、カサゴ。みんな異世界の魚だと思って食べていた。西にし田だ先生まで『毒はないんですか』って。いやいや、カサゴですよ？　毒があるの背びれだけですよ。ちゃんと処理すれば食べれます。20人いた女子も全員、さばくのを手伝ってくれませんでしたね」

　夢の力や創意工夫で異世界を生き延びてきた生徒達たちだが、どうやら女子力は総じて低かったようだ。

「山やま田ださんだけはガチ。料理人の俺が惚ほれ惚ぼれするくらいの包丁さばきだった。三枚おろしとか、一瞬でやっちゃう。異世界で旅した中で一番女子力が高かったのは山やま田ださん。マジで」

　山やま田だウタの話題になると米よね原はら達たちも笑みを浮かべながら会話に加わる。

「山やま田ださん、パワフルだったよなー。俺『鬼畜米英め、日本から出ていけ』って怒鳴られたことある」

「ああ、あったな。最初はガチでヤバい人かと思った」

「つか、あの人、よく俺の格好が米兵だって分かったよな」

「軍人イコール米兵だったんだろ？」

「すぐに笑いだしたから冗談なんだろうけど、マジなのかボケなのか分からなかった。ほんと、パワフルな婆ばあさんだったよ。つか、俺おれ達たちが生き残れたの、九十パーセントくらい山やま田ださんのおかげだよな」

「ああ。九十は言いすぎだが、同意する」

　破れた衣服を縫ったり、鍋で代用してアイロンがけをしたり、ほうれん草（川の近くで栽培していた）のゆで汁を使ったシミ抜きなど、おばあちゃんの知恵袋は異世界でも健在だった。

　生存者が日本に帰還したとき、異世界で一ヶ月以上も過ごし、さらに一週間の旅を経たのにも拘かかわらず、女子の身なりが整っていたのは山やま田だのおかげだろう。足腰が弱い山やま田だは、移動で足手まといになる場面はあったが、知恵と技術で貢献した。そして何よりも、戦時中に女学生だった彼女が卒業文集に書いた夢は、他の誰と比較してもスケールがけた違いに大きかった。

　当の本人に、異世界での貢献について尋ねると、機嫌をよくするどころか怒りだす。

「まったく、今どきの若いもんはいかんて。洗濯も裁縫もできんし、魚をおろすこともできん。ワシが教えてるのに、まったく覚えんし。今度、萌め生いちゃんに三枚おろしを教えるで。お前さんも来なさい」

　日本に戻ってきた後でも、山やま田だは何人かの生存者と交流があるようだ。私も料理教室に誘われたので、叱られないように、魚をさばく予習をしておかなければならないようだ。
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　九時三十分。

　生存者達たちは大穴を離れ、水みず汲くみ場ば付近へ徒歩で移動する。今後の方針を決める前に、いったん、川で水を飲むことにしたのだ。起伏に乏しいとはいえ不整地なので、短距離の移動に自転車は使わなかった。それに何よりも、一部の生徒は遺体を片づける際に手が血で汚れていたため、自動車や自転車の運転に抵抗が強い。

「ほんと、十分の距離なんですよ。けど、このときは三十分かかったように感じた。トイレや水みず汲くみ場ばには何度も何度も足を運んだはずなんだけど、いつもより遠かった。みんな俯うつむいていて足取りは重いし、お喋しやべりするやつもいない。西にし田だ先生が『誰かいませんか』って生存者を捜していたから、俺も声を出した。けど、いなかった」

　赤石あかしによれば、途中で立ち止まったり塞ぎこんでしまったりする者がいて、移動の列は間延びしていたそうだ。

　赤石あかしは川を目にしたとき、誰かが入じゆ水すい自殺することを恐れ、万が一に備えて下流に移動した。比ひ古こ美み若も音ね、芦あし原はら優ゆう花か、江え藤とう葵あおいの３名も赤石あかしと同じことを懸け念ねんし、下流にいた。比ひ古こと芦あし原はらは水泳部なので、他の者よりも救助に向いている。特に芦あし原はらの『オリンピックで金メダル』という夢は、水泳競技でのことなので、一行の中で最も泳ぎが達者だったはずだ。芦あし原はらの夢に活躍の場がなかったのは、ある意味、幸運だっただろう。

　川辺に座りこむ生徒達たちは、蓄積された疲労と先行きへの不安が一杯で、誰もが気力を喪失していた。

　目の前には鮭さけと名付けられた魚の群れが泳いでいる。川を勢いよく遡そ上じようする魚群は生命の躍動そのものではあったが、それを見たからといって気力が湧くわけではなかった。

　彼かれ等らには、何よりも希望が必要だった。

「絶望のどん底だったな。今だから言えるけど、俺にはさらに絶望が届けられたよ。何とかして浮上しないといけないって感じていたときに、さらに追い打ちを喰くらった」

　初耳だったらしく、クレアが「何？」と首を傾かしげる。

「魚食って休憩して、それから大穴の周りに戻ったよな。車が二台と、自転車が四十台くらい有っただろ。あれ、生徒会が用意していたのか、魔法使いが用意したのか、どっちなのかって話題になってたけど、間違いなく魔法使いの仕業だよ」

　十一時。

　大人だからという理由で西にし田だと赤石あかしが自動車を運転することになった。赤石あかしは運転席に乗りこむと、シートに一枚の手紙を見つける。ありふれたノートを手で破ったような手紙だ。





君きみ達たちが日本に帰る方法を教えてあげよう。

この世界に来る元凶となった夢を書いた者に、その夢を諦めてもらえばいい。

もしくはそいつを見つけだして殺せ。君きみ達たちの中に『今』を望む者がいる。

現状を望む夢が全て潰ついえたとき、君きみ達たちは日本に帰ることになる。






「その手紙はすぐに破り捨てたよ。内容は誰にも相談できない。自じ分ぶん達たちの中に異世界での生活を望んだ者がいるなんて言ったら、犯人捜しが始まっちまうだろ。ただでさえ、西にし田だ先生が辛つらい状況だったのに、ますます辛つらくなる」

　手紙には署名がなかった。いったい、差出人は誰なのか。単独で行動していた者はおらず、また、証言にも不自然な点はないので、生徒が手紙を出したとは考えにくい。

　第三者が何かしらの能力を使ったと考える方が自然だろう。可能性があるのは異世界の魔法使いだ。帆ほ谷だに裕ゆう真まの『人じん狼ろうゲーム』の効果が生みだしたアイテムという可能性もある。

　数名の生徒の死と、夢を諦めることによって、異世界の旅は終わることから、少なくとも手紙の内容は正しかったと言える。

　赤石あかしと同じように、他の何名かも帰還の手段を知る。

　移動開始の直前に、ゲーマー軍人は視界に半透明の文字が浮かびあがるのを見た。




　勝利条件：次のいずれかを満たす。


30名以上生存した状態で、タタ山へ到達する。

異世界での冒険を望んでいる夢の持ち主を排除する。

魔法使いカカを見つけだし、殺害する。



　敗北条件：次のいずれかを満たす。


西にし田だ舞ま衣いの死亡。

一ヶ月の経過。






　ゲーマー軍人は一つめの勝利条件のみ周囲に告げた。他の条件を伏せたのは、騒動の火種になりかねないと判断したためだ。

　西にし田だ舞ま衣いによれば、帆ほ谷だに裕ゆう真まも旅の終了条件を知っていたそうだ。帆ほ谷だに自身、困惑していたようだが、いつの間にか頭の中に情報があったそうだ。





一行の中に人じん狼ろうが紛れこんでいる。人じん狼ろうは夜になると一人の生徒を殺す。

生徒達たちは殺される前に、人じん狼ろうを見つけだして殺さなければならない。

人じん狼ろうの数は不明。少なくとも一人はいる。

人じん狼ろうが全て死ねば、生徒は日本に帰れる。

生徒の人数が、人じん狼ろうの人数以下になった場合は、帰還は不可能になる。

生徒の中に用心棒が一人いる。用心棒は人じん狼ろうの襲撃から誰か一人だけ護まもることができる。






　人じん狼ろうゲームを思わせるルールが、帆ほ谷だにの脳に記憶として差しこまれていた。事実だとすれば、自身の夢によって連続殺人が引き起こされることになるのだから、彼は周囲に『公務員』という偽りの夢を伝えるしかなかった。

　このように少なくとも、赤石あかし鉄てつ規のり、米よね原はら誠せい次じ、桐きり井い龍りゆう太た郎ろう、帆ほ谷だに裕ゆう真まの４名は、細部は異なるが旅の終了条件を知っていた。そして全員が、混乱を招くことを恐れ、命に関わる条件を公にはしなかった。

　後に帆ほ谷だにから相談を受けた西にし田だ舞ま衣いも、情報を持てあますことになる。少数のみが終了条件を知っていることは、果たして旅に良い影響と悪い影響のどちらを与えたのだろうか。

　米よね原はらと桐きり井いが「30名以上生存した状態で、タタ山へ到達する」という条件を公表したことは、生存者達たちの些さ細さいな認識のズレを埋めることになった。

「タタ山が在るの？」

　山やま中なか百ゆ合りは宮みや間ま明あ日す花かと目を見合わせた。エンターテインメント作品が好きな生徒にとっては意外な事実であった。彼かの女じよ達たちにしてみれば異世界は何種類もあるのが当然なのだから、自じ分ぶん達たちがハメルンの笛吹事件と同じ世界に転移していたという認識は弱かった。

　一方、比ひ古こ美み若も音ねや牧まき野の健けん悟ごのようにファンタジー作品に疎うとい者は、そもそも異世界が複数あるという発想自体がなかったので、転移直後から自じ分ぶん達たちはハメルンの笛吹事件と同じ世界にいると認識していた。

「つまり、ここから日本に帰った前例があるっていうことだな」

　何げない牧まき野のの呟つぶやきだったが、生徒達たちに僅かな希望を与えただろう。
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　十一時十分。

　ゲーマー軍人が公表した勝利条件と、校舎崩壊前に生徒会が立てていた計画に従い、彼かれ等らはタタ山を目指すことにした。現在地も目的地も曖昧なまま旅をするという、無謀としかいえない計画だが、彼かれ等らには他に頼れる存在がない。かつて弘ひろ橋はし高校の消失事件では、タタが生徒達たちを日本に帰してくれたと報道されているし、生存者の手記にもそう記されている。

　この時点で生存している43名のうち半数は、一ヶ月におよぶ異世界生活の中で、一度はハメルンの笛吹事件に関する書籍を読んだ経験があった。図書館には事件に関する著作が収蔵されており、生徒達たちの関心は高く、常に貸し出し中だったそうだ。

　しかし、彼かれ等らは世界のどこかにタタ山が存在することを確信しても、その山が何ど処こに在るのかを知らない。そこで、情報収集や地図の入手を当面の目標とした。

　話しあいが終わったのち、西にし田だ萌め生いは姉の舞ま衣いに相談している。

「お姉ちゃん、私、タタが何ど処こにいるか、分かるかも」

　一年八組英語科、西にし田だ萌め生い。

　将来の夢『トラベルコーディネイター』

　萌め生いは夢の効果により景勝地の情報を知識として得ており、さらに、日常会話程度の言語知識を有していた。光の川という自然現象や周辺環境から、異世界における自じ分ぶん達たちの位置を、大雑把にではあるが、サングアーレン皇国の北東部だと推測していた。さらに、フッジ教徒やヴァルグア族の襲撃を経て、自身の推測に信しん憑ぴよう性せいがあるとも思い始めている。萌め生いは漠然とした歴史知識も備えていたのだ。だが、本当に正しいという自信はない。
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　姉の舞ま衣いも、確証がない限り妹の言葉を頼りにするわけにはいかなかった。そのため、先に異世界の地図を入手してから、妹の知識と照らしあわせていこうと判断する。

　萌め生いの知識が正しかったとしても、サングアーレン皇国北東部という予測では範囲が広すぎて現在地の特定すら困難なので、やはり、地図の入手は必須だった。

　事件が解決した後ではいくつもの「もし」が生まれるが、最大の「もし」は、旅立つ直前の、この時点の判断だろう。萌め生いの能力を信じていれば、エルフ族に捕まることはなかったかもしれない。最終的な意思決定権を持っていた西にし田だが、身内の能力だから判断材料としての順位を下げてしまったのは、実に惜しまれる。身内を過小評価する奥ゆかしさや、責任を負わせないように配慮した結果とはいえ、残念でならない。

　もちろん、萌め生いの知識を信じてタタ山にたどり着いたからといって、タタが彼かの女じよ達たちを日本に帰してくれる保証はない。異世界の生活を望んだ者の死、もしくは夢を諦めることが旅の終了条件なのだから、萌め生いの知識を有効活用したとしても、結末は変わらなかったのかもしれない。

　ある生徒は次のように語る。

　異世界で何者かの庇ひ護ごを受けて安全な生活を手に入れていたら、自じ分ぶん達たちは帰還できなかったかもしれない。危険に身を置いていたからこそ、異世界を旅する原因になった者が死んでくれた。当然の報いと結末だ。もう少し早く死んでくれればよかった。
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　十一時。

　生徒達たちは地図を入手するため、南方の街を目指した。街の存在は生徒会の探索により判明している。ほとんどの生徒は街の存在を知らされていなかったが、春はる田たや山やま中なかは実際に学校周辺の探索に加わっていた。

　自動車と自転車が有ったから移動が楽だったかというと、そうでもなかったようだ。

　彼かれ等らが転移していた一帯は、丈が短いとはいえ草原。自動車はともかく、自転車を漕こぐのには労力を要する。異世界人に見つかるリスクを負ってでも整備された道路を通るべきだと判断し、車内に残されていた手書きの地図を参考に南下した。地図は生徒会が用意したものだ。

　山やま中なか百ゆ合りは次のように証言する。

「はい。高校周辺の地図作成は副会長さんが担当していました。道路……といっても、動物が通ってできた跡みたいなのが草原を抜けた先にあって……。そこをたどっていくと街道があったんです。でこぼこだらけで狭かったけど、明らかに人が造ったものでした。ただ、このことは生徒会から喋しやべっちゃ駄目って言われていました。えっと……道路は異世界に行って十日目くらいに発見していました」

　生徒会は食料問題を解決した後に道路を発見し、異世界人の存在を思わせる情報を得ていたが、これを伏せていた。生徒達たちに余計な不安や混乱、期待を与えないためだろう。

　十二時。

　生徒達たちが草原内の獣道を抜けると、目の前には緑一色の平原が何ど処こまでも続いていた。

「ノートパソコンの壁紙みたいな平原だったな。西にし田だ先生が俺の家庭教師をしてくれたときに見せてもらったことがあるんですよ。先生は俺の小テストの点数を表計算アプリで管理してくれて、弱いところを重点的に復習するように指導してくれたんです。おかげで俺、特進コースに受かったし」

　赤石あかしが異世界の景色ではなく西にし田だとの思い出を語り始めたので、クレアが肘打ち。

「ああ、えっと……。異世界も壁紙にしたいくらい綺き麗れいな景色だった。なだらかな起伏があるから地平線までは近いんだけど、ほんと、空の青と地面の緑、二色だけ」

「それと、風の透明な色ね。穏やかな風なんだけど私わたし達たち以外に音を立てるものが何もないから、休憩のとき静かにしていると、風が頰をくすぐってくるの。辛つらいことの連続だったから、開放感のある景色で、少しだけ気分が晴れたわ」

　昼食を取ると、緊張の糸が緩んできたのか、数名が眠っていた。そのまま午睡をとった。

　十四時。

　平原を三十分ほど移動すると街道に出た。異世界人との不意の遭遇がないように、鳥とり巣すが上空から地上を偵察し、栗くり田たの動物達たちが散開して一行の周辺を警戒した。

　彼かれ等らがいたのは辺境の地であったし、物流が発達していないのだから、人通り自体が極めて少ない。そのため、異世界人とは遭遇しなかった。

　街道に出てからは誰もが移動が楽になると思った。だが、凹凸が激しく思うように進むことはできない。また、体力の衰えている一部の女子は、三十分もしないうちに息が切れるため、連続して移動し続けることはできなかった。三十分進んでは、三十分休憩するようなペースだ。

　米よね原はらの鎮痛剤を使用すれば体力が回復するのだが、この時点では負傷を治すアイテムという認識が強く、旅の初日には疲労を癒やすという用途には思い至っていない。

　十六時。

　鳥とり巣すが街道の先に少数の建物を発見する。

　道の駅だ。駅というと現代人の感覚では鉄道駅を連想するかもしれないが、高速道路のサービスエリアの方が性質は近い。旅人が休憩したり、伝令用の早馬を準備したりする施設だ。

　かつて弘ひろ橋はし高校は全員が徒歩で人目を避けるために街道を外れたため、道の駅に遭遇すらしなかった。だが、折おり口ぐち高校は自動車と自転車が有ったため、街道を進むべきだという先入観に捕らわれてしまい、却かえって移動範囲が制限されていた。

　また、彼かれ等らが出現した地域の、支配体制による違いもあった。

　弘ひろ橋はし高校が出現した位置はガルファガス王国の交易路から外れており、街道はあまり整備されていなかった。代わりに飛行魔導士や使役魔獣による連絡網が整っている。さらに、主要な都市間には、魔術で連絡する手段があった。つまり、弘ひろ橋はし高校が旅した地域では、街道を用いての連絡網は既に廃れていた。旅人の休憩用に、井戸を備えた無人の小屋が点在している程度の僻へき地ちであった。

　一方で、折おり口ぐち高校が出現した地域も僻へき地ちではあったが、彼かれ等らが発見した街道は首都と地方都市を結ぶものであった。一定の間隔で、小規模な宿場町が存在している。旅人が休憩をするために小屋ができ、食しょく事じ処どころが生まれ宿屋が建ち、自然発生した町だ。

　こうした道の駅の存在により、生存者達たちは車両を有していたが街道を高速で移動することは叶かなわなかった。身を隠すものが何もない平原では、異世界人に見つからないようにするために、町が地平線から消えるまで大きく迂う回かいするしかない。人目を避けるために、モンスターとの遭遇が避けられない場面はあったが、幸い少数だったため、春はる田たが単独で対処可能であった。

　他にも懸け念ねん材料があることに、空の鳥とり巣すが気づく。

「自動車が……空から見ると、凄すごく目立つんです。太陽の光を反射して……。私が高層ビルくらいの高さで、遠くの方まで様子を見に行きますよね？　迷子になりたくないから、みんなの位置を確認しながら少しずつ遠くに移動するんですけど……。車の屋根が光っていて、何キロ先からでも見つけることができました」

　フッジ教の異端審問官に上空から急襲された彼かれ等らは、鳥とり巣すの懸け念ねんを無視するわけにはいかなかった。

　桐きり井いの提案により自動車は石で傷をつけて土で汚し、さらに木の枝や草を集めて縛り付けた。光の反射を抑えられたが、今度は逆に、鳥とり巣すが上空を離れたら合流できなくなる恐れが出てしまったため、偵察範囲は狭くなってしまう。煙幕や炎などを集合の目印にすればいいという案もあったが、異世界人にも見つかるというリスクを孕はらんでいたため、却下される。

「私は街道上を先行する役になりました。街道上なら迷子にならないので……。ただ、街道も上空からだと周りの地面とあまり区別がつかなかったので、迷子にならないか不安でした」

　多少の不便はあったが、異世界人との接触を避けるだけの偵察能力は十分にあった。だが、旅の初日は自動車や自転車の移動速度を活いかすことはできなかった。長距離を楽に移動できるという大きなメリットはあったのだが、多くの者が不便さの方を強く印象に残して夜を迎える。

　十八時。

　前日までのことを思えば早い時間ではあるが、十分な灯あかりがないので陽が沈むのにあわせて眠ることになった。休憩は多めにとっていたが、それでも日中の移動で疲労は蓄積している。

　前夜からの睡眠不足もあって、誰もが熟睡した。行事用のビニールシートが五枚だったことも、彼かれ等らが五つの小グループを形成した要因の一つだろう。

　深夜〇時。

　就寝前に金かね森もり正まさ信のぶが説明しておいたとおりの、ちょっとした事件が発生する。

　金かね森もりは寝る前に、何度も何度も、念押しした。

「絶対に、俺の枕元に近寄るな。潰れて死ぬぞ」
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　異世界転移から三十六回目の深夜〇時。

　もし、金かね森もり正まさ信のぶの警告に従わず彼の枕元にいたら、その者は圧死していたかもしれない。

　〇時ちょうど、金かね森もりの枕元に、日本円にして三百四十三億五千九百七十三万八千円の紙幣と、三百六十八円の硬貨が出現した。札束が高さ約一メートル、幅約二メートル、奥行き約二メートルに積み重なっている。

「マジか……」

　夜中に見張りをしていた米よね原はらは、金かね森もりから「驚くぞ」と言われて心構えができていたが、それでも声に出して驚いてしまう。

　好きなだけ持っていっていいと言われていたが、手に取る気にすらならない。全員で山分けしても持ちきれないだけの紙幣があるのだから、独占欲など湧わくはずもない。米よね原はらは札束の山に寝転がり両手足を投げだした。まるで、映画で外国人夫婦が寝るキングサイズベッドのような大きさだ。軍人の体格ですら、余裕がある。

　一年八組英語科、金かね森もり正まさ信のぶ。

　将来の夢『金もち』

　中学時代の彼は、曽そ呂ろ利り新しん左ざ衛え門もんの逸話のような成功体験を夢見た。豊とよ臣とみ秀ひで吉よしに仕えていた新しん左ざ衛え門もんは褒ほう美びを賜る際に、初日に米一粒を、二日目には二粒、翌日には四粒、さらに翌々日には八粒と、倍々になっていくように望んだ。初めのうちは大したことのない数だ。だが、十日後は五百十二粒、千二十四、二千四十八……二十日後には五十万、百万、二百万、四百万、八百万、千六百万と、急激に膨大な数へと膨らんでいく。

　新しん左ざ衛え門もんの逸話では、途中で気づいた秀ひで吉よしが別の褒ほう美びに替えてくれと頼むという落ちがつく。

　しかし、異世界では金かね森もりの夢を別の何かに替えてくれと頼む者はいない。

　校舎が崩壊した夜、金かね森もりは外で野宿をしていて難を逃れた。深夜〇時になるとお金が出現するのだ。三十五回目の夜なので、百七十億円。莫ばく大だいな量の紙幣を狭い教室内で出現させるわけにもいかず、彼は友人の伊だ達て麗れい音ねとともに地上で野宿していて、難を逃れたのだ。

　インタビューの場に伊だ達てとともに現れた金かね森もりは、私を値踏みするように全身を下から上までゆっくりと舐なめまわすような視線を向けてきた。他の男子から見られるときとは、異なる位置に視線を感じる。彼の眼めは私の胸ではなくネックレスに、脚や腰ではなくハンドバッグや腕時計等などの小物を観察しているようだ。

　金かね森もりは高校生にして、既に中小企業の社長のような風格だ。

　背後で伊だ達て麗れい音ねが一瞬だけ金かね森もりの様子を見、またやっているとでも言いたげに、小さくため息をつく。しかし私の視線に気づいた伊だ達ては表情を正し、ウインク。チャオとでも言いそうな垂れ目。細身の伊だ達ては身長差がなければ、完全に金かね森もりの背中に隠れてしまっていただろう。

　席に着いた伊だ達てはエスプレッソを、金かね森もりはコピ・ルアクを頼む。金かね森もりは果たして、コピ・ルアクがどのようなコーヒーなのか、知っているのだろうか。「おごりですよね」と何度も念を押されてからの注文だったので、値段だけ見て決めたのではないかと思えてくる。

　私がインタビューを録音するためにスマートフォンを取りだすと金かね森もりは「先月出たばかりの最新機種ですね」と目を光らせる。高校生だから最新機種に興味があるのだろうかと、二、三、言葉を交わすがノリは悪い。もしかしたら、最新機種に買い替えることができる財布事情でも値踏みしていたのだろうか。

「外で寝ていた理由？　ああ、もちろん、お金をクラスの連中に盗とられないようにだよ。最初は一円落ちてただけ。気づかなかった。三日目に四円落ちていたのには気づいた。誰かが小銭を落としたのだろうくらいにしか思いませんでしたね。次の日に八円、十六円と続いて、夢の効果だと気づいたかな。それこそ一千万くらいまでは、誰にも盗とられないように隠してた。俺の金だしな。日本に持ち帰れば金持ちになる。夢の内容は麗れい音ねにしか教えてない」

　異世界での生活が長引けば長引くほど、出現する金額は増えていく。生徒達たちは魔法使いカカが告げた『一ヶ月後に帰れる』という言葉を信じていた。

「四週間目で一千万。これは隠せる。けど、あと数日したら一億を超える。一ヶ月後に帰還できるって思いこんでいる連中に見せたら、トラブルになるのは想像に容易たやすい。だから、小学校からのダチの麗れい音ねにだけ相談して、二人で外に行くことにした」

　各教室や特殊棟には先客がいる。地下大空洞と化していた運動場は、地下水が湧き始めていたため出入りが制限されていた。人目に触れずに、深夜〇時を迎えられるのは地上しかない。

「お金が見つかって誰かに襲われる心配？　ないね。麗れい音ねが拳銃を持っていたからな。だから、協力してもらったんだし」

「映画を見て、憧れていたからね」

　エスプレッソのカップから口を離して微笑ほほえむ。一挙手一投足が様になる女。

　一年八組英語科、伊だ達て麗れい音ね。

　将来の夢『マフィア』

　変わっていたのは格好のみで、顔や身体からだに変化はなかったが、彼女は男子だと勘違いされていたようだ。名前の読みは「れいね」だが旅の自己紹介では「れおん」を名乗った。

「ああ、別に、私が性転換していたとか、暴力的な性格になっていたとか、そういうことはないよ。ファッションだね。映画を観みて格好いいと思ったから憧れた。パリッとしたスーツにサングラス。鍔つばが広めのソフト帽。憧れるだろ」

　異世界で伊だ達ては、映画で見たイタリアマフィアのような服装になっていた。そして、腋にベレッタ社製自動拳銃。指を鉄砲のように見立てて、私に向かってバン。そしてウインク。同年代の女子ならハートを撃ち抜かれてしまうかもしれない。

「みんなには『マフィア』とは言わないよ。『俳優』って言っておいたけど、特に疑われなかったな」

「性別もな。校舎が崩壊した後は知らない奴やつ等らばかりだし、男のフリしたら、もう誰も気づかない。お前、楽しんでただろ」

「ん。子猫ちゃん達たちが私に熱い視線を向けてくるのは気持ちよかったよ。山やま中なかさんや宮みや間まさんは私に惚ほれていたね」

「そのうち、刺されるぞ」

「子猫ちゃんとの愛憎の果てに死ねるなら本望さ」

　伊だ達ては冗談を口にしたようだが、金かね森もりの表情が陰るのを見ると、「すまない」と小さく謝る。

　当事者が死亡しているため真相は不明だが、校舎崩壊後の旅では、愛憎の果てと思われる死者がでている。事件を忘れようと、努めて明るく振る舞っている二人だが、不意に、目まの当あたりにしたことを思い出してしまうようだ。

「ああ、すみません。インタビューは続けてください。俺も麗れい音ねも、言葉にして記憶を整理していくと楽になっていくという実感はあるので。カウンセラーの人にも、誰かに話せって言われていますしね」

「一人じゃ、抱えきれないからね」

　旅を始めた最初の夜、約三百四十億円の札束が出現してからは何も起こらなかった。いや、確かに何かが起きた。だが、誰も気づかなかった。

　朝、二年特進コースの鳩はと羽ば翔しよう子こが錆さびのような臭いと、顔に粘着質な液体がかかっている不快感で目を覚ます。そして傍かたわらの首無し死体に気づき、半狂乱の叫び声で旅の二日目が始まる。
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　二〇一八年五月十九日（土曜日）旅の開始から二日目。

　七時。

　首のない遺体は消去法で二年一組の林はやし里り香かだと特定された。彼女からネイルの装飾を習っていた更さら科しな翠すいは、林はやしの爪に見覚えがあった。何度も触れたはずの指先は、血の気を失い白く変色していた。爪だけがただ、瑞みず々みずしい光沢を放っている。

　疲弊しきっていたのか油断があったのかは分からない。魔法剣士も軍人も、動物も、誰も夜中の異常に気づかなかった。

「里り香か！　里り香か！　里り香かを助けなきゃ。顔がないの。みんな、捜して。里り香かの顔を捜して！　そうだ。人工呼吸！　誰か、誰かお願い！」

　林はやしと親しかった鳩はと羽ば翔しよう子こが助けを求めるが、頭部がなく首の断面が見えているのだから、誰の目から見ても手遅れであった。

「怪け我がが治る薬があるんでしょ！　治してよ！　里り香かを治して！」

　鳩はと羽ばが米よね原はらに摑つかみかかる。気け圧おされた米よね原はらは、無駄だとは分かっていたが注射器を取りだす。本来なら兵士の負傷を一瞬で完全回復させる鎮痛剤だが、遺体に変化は起こらない。

　責任の擦なすり付つけに発展した。軍人だった米よね原はらや桐きり井いは、なぜ、夜間の凶行に気づけなかったのか。春はる田たや上うえ野のも、不審者の接近に気づくべきだったのではないか。春はる田たと米よね原はら達たちの言い争いは遺恨を生むことになるが、まだマシだった。

　二年八組の佐さ伯えき陽よう香かがスマートフォンを取りだす。通話を試みるような仕草だったという証言があるため、佐さ伯えきは動転のあまり通話不可能なことを失念し、救急車を呼ぼうとしたのだろう。それを見た鳩はと羽ばが怒り狂う。

　鳩はと羽ばは、佐さ伯えきが下世話な好奇心で遺体の写真を撮っていると勘違いした。鳩はと羽ばが冷静さを欠いていたのも無理はない。大穴に飛びこみ自殺をした大おお場ば鈴すずに続き、二日連続で親しいクラスメイトの死を目撃しているのだ。

　鳩はと羽ばが佐さ伯えきに飛びかかり、スマートフォンを奪おうとする。そして、鳩はと羽ばの親指が運悪く佐さ伯えきの左目に刺さってしまう。佐さ伯えきが痛みで跳ね、二人はもつれあう。そして、転倒した先に突きでていた石が、佐さ伯えきの後頭部に突き刺さる。

　佐さ伯えきは後頭部から大量の血を流し、白目をむいて痙けい攣れんする。口を開き、悲鳴も苦く悶もんの声も上げず、ただ「かっ……かっ……」と掠かすれた音を漏らす。

「私は悪くない！　こいつが悪い！　こいつが勝手に里り香かの写真を撮るから！」

「鳩はと羽ばさん、落ちついて！　米よね原はら君！　佐さ伯えきさんを治療して」

「先生、待って！　鎮痛剤は、一分待たないと使えないんです」

　林はやしに使用した直後のため、ゲーム仕様により一分、厳密には四十秒待つ必要があった。西にし田だが負傷箇所にハンカチを当てて止血を試みるが、おびただしい量の血が流れ続け、見る間に痙けい攣れんが小さくなっていく。

　自分がしでかしたことに気づいたのか、鳩はと羽ばはますます錯乱し、喚わめきちらした。怪け我がをさせるつもりはなかった。そもそも写真を撮ろうとしたこいつが悪い、偶然、石が突きでていただけ。ただの不幸な事故だ。私は悪くない。

「そうだ！　こいつが犯人だ！　こいつが里り香かを殺したんだ！」

　四十秒が経過し、米よね原はらの鎮痛剤が使用可能になった。

　だが、既に佐さ伯えきは事切れていた。

　このときのことを語る際、赤石あかし鉄てつ規のりは言葉を濁す。

「一部始終を見ていたけど、鳩はと羽ばさんに殺意はなかったと思う。佐さ伯えきさんに摑つかみかかる直前の取り乱し方は異常だったし、転倒した位置に鋭利に尖とがった石が有ったことも、ただの偶然。後から思えば、あまりにも呆あつ気けなさすぎて不自然だし、旅の混乱を望む何者かの夢の影響があったのかもと思えるけど……」

　騒然とした場を西にし田だが必死に収めようとする。赤石あかしは西にし田だの力になりたいという思いはあった。しかし、女子生徒の豹ひよう変へんを見せつけられて混乱していた。

「腫れ物を扱う……で良いいんだっけ。鳩はと羽ばさんのクラスメイトは『仕方ない、誰も悪くない』って表向きはフォローしていたけど、本心だったのかな……。薄情かもしれないけど、俺はもう、関わりたくないとさえ思っていた。佐さ伯えきさんの友達が鳩はと羽ばさんを責めだすし、そっちを抑える必要もあったし、もう、滅め茶ちや苦く茶ちやだった」

　早朝の事件を切っ掛けにし、鳩はと羽ばの属していた二年普通科特進コースと、佐さ伯えきが属していた二年普通科普通コースとの対立が明確になる。折おり口ぐち高校は元々特進コースと普通コースの間の溝は特に深かったので、この対立は自然な成り行きだったのかもしれない。

　旅の障害となるのは、次第に蔓まん延えんしていった疑心暗鬼だ。

　最初の首無し遺体は、誰もが、夢の効果による犯行だと理解していた。異能力者や軍人に気づかれることなく、人の頭部を切断して痕跡をなくす術すべなど、他にありはしないのだから。

　犯行可能な能力を有しているのは、春はる田たと上うえ野のの二人。真っ先に疑われるはずの二人が犯行におよんだのだろうか。

　ゲーマー軍人コンビは、ナイフや服に血がついていないのだから犯行は無理だろう。同様に、栗くり田たの猛獣達たちも口や毛皮に血を纏まとってはいない。

　赤石あかしは頭を抱えこみ、掠かすれた声を漏らす。

「誰かが夢で得た能力を悪用したのは明らかだった。残った41人の中に、殺人者が紛れこんでいる……。誰もそんなことは口にしない。でも、みんなそう思っていたはず」

　クレアは無言で頷うなずき同意する。赤石あかしは暫しばらく沈黙してから、口を開く。

「初日に西にし田だ先生が名簿を作って、みんなの夢を聞きだしていた。その中で、噓うその夢を申告したヤツがいる……。噓うそ吐つき探しが始まった……。俺や春はる田たみたいに、姿が変わっている連中は、噓うそを吐いていないことは明白だった。けど、効果を実証できないやつは、疑われていた」

「私も疑われたわね。『そんな夢を書くやつなんていないだろ』って言われた」

　クレアは赤石あかしにちらちらと視線を送り、反応を窺うかがいながら喋しやべる。

「私は文集に『テッキの恋人』って書いたから……。夢が叶かなっているのかなんて、他人からは分からないし。周りからは全然、恋人っぽく見えないって言われるし、実際、テッキは恋人になってくれてなかったし……」

「本心じゃなかったんだろ」と赤石あかしが口にした瞬間、クレアの表情が絶望の檻おりに閉じこめられたかのように暗くなる。だが、すぐに「まあ、中学生の頃に書いたことだしね。友達の延長線上みたいな関係を望んだだけだから」と明るく笑う。口元が若干引きつっているのが、正面に座る私には分かった。

「私の夢は、仲のいい友達になりたいくらいの想おもいだったのよ。だから、周りから見たら、恋人には見えなかったとしても仕方ないわ」

　クレアは赤石あかしが同席するインタビューで、異世界と同じ噓うそを繰り返す。

　だが、一生の思い出に残る卒業文集に書き、ラブレター代わりにしたのだ。軽い想おもいではなかった。しかし、クレアは赤石あかしの恋が成じよう就じゆすることを願い、自らの想おもいを押し隠すことにした。

　西にし田だにフラれて落ちこんでいた赤石あかしを慰めた頃からずっと、クレアの想おもいは変わらない。そして、ずっと苦しみ続けている。
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　十時。

　西にし田だが何とか場を収める。「仲間を疑うのは止めましょう」という言葉を素直に受け入れた者はいない。空腹により苛いら立だちやすくはなっていたが、怒り続けるほどの体力もなかったのだ。西にし田だの仲裁により、言い争っていた春はる田たと米よね原はらが互いに興味をなくしたようにそっぽを向くと、その周囲で言い争っていた者も同じようにした。

　僅かな遺品を回収し佐さ伯えきと林はやしの遺体を埋葬した。鳩はと羽ばが「里り香かも連れていく」とごねるが、西にし田だは聞き入れなかった。遺体が腐敗する恐れがあったし、自動車に乗せる余裕があるなら体調不良者や食料を乗せた方がよいのは明らかだった。自じ分ぶん達たちが生き延びるだけで手一杯だった彼かれ等らに、林はやしや佐さ伯えきの家族のために遺体を連れて帰ろうという発想は生まれない。

　遺体を埋葬したことは、旅の効率を考えれば仕方のないことだったが、士気を大きく損なうこととなる。

　──自分も死んだら、見知らぬ土地に埋められて置いていかれるのだろうか。

　これは、けして生んではいけなかった懸け念ねんだ。生きる気力を失いかけていた者ほど、早く思い至っていたことだろう。

　死ねば置いていかれる。死ななかったとしても、移動が困難なほどの怪け我がを負ったら、捨てられていくのではないだろうか。

　生存者の心の深い部分で、ゆっくりと不安が育っていった。

　春はる田たのスキルで鳩はと羽ばを眠らせてから車に乗せ、彼かれ等らは街を目指して移動を始める。早朝の諍いさかいを避けるために空に上がっていた鳥とり巣すが、数十キロ先に街が在ることを発見していた。

「朝から言い争いが酷ひどくて……。一人でいたかったんです。だから、周りの様子を見てくると言い訳して、空を飛んでいたんです。そして、街を見つけました。元々、生徒会の地図で、あの辺りに街が在るのは分かっていたし、すぐに見つけてしまって……。みんなが喧けん嘩かしているところに戻るのに少し抵抗があったので、帰りはゆっくり飛びました。平原が何ど処こまでも続いていて……。『草食動物はいないのかな』なんてことや『肉食動物とモンスターは異世界で区別されているのかな』とか、そういうことを考えていました。嫌なことから逃げるための夢だったんです。辛つらい旅だったけど、空を飛んでいるときだけは、嫌なことを忘れられました」

　十二時。

　生存者達たちは鳥とり巣すの先導で道の駅を迂う回かいして移動を続け、川沿いの街に近づく。異世界の人に見つからないように、一行は離れた位置で待機した。

　私が街の規模を尋ねると、鳥とり巣すはスマートフォンの地図アプリを見せてくれた。

「私のお祖ば母あちゃん家ちが有る町なんですけど、異世界の町もこれくらいです」

　地図アプリ上で鳥とり巣すが示した範囲には建物が五十軒。

「怖かったんですけど、鳥だし、大丈夫かなって……。少し近づいてみました。街には馬小屋も有ったし、多分、宿屋ばかりでした。大名行列が利用する宿場町みたいな感じだと思います。人はあまりいないようでした」

　おそらく、普段は閑散としていて、嵐などで渡河が困難なときは旅人で溢あふれるのだろう。

「橋には槍やりを持った男の人がいました。でも……橋は途中までしかありませんでした。対岸まで繫つながっていませんでした」

「魔法でピューンって飛ぶんだよ！」

　ケーキを食べ終えた栗くり田たが、頰にクリームを付けたまま会話に加わる。おそらく、栗くり田たの考察は外れだろう。異世界でも魔術を使える者は限られている。

　必要に応じて舟を移動させ、板を載せて橋にする舟橋だったのだろうか。往来が少ないから渡し船で事足りていたのか、架橋する技術や資金がなかったのかは不明だ。隣国と戦時中だったので、軍事上の理由があったのかもしれない。もしくは、単に嵐や増水等で橋が破壊されただけなのかもしれない。

　一行は車や自転車が有るため街を抜けることは不可能だと予想しており、橋が無いのだから通過は不可能だと確定した。街では、地図の入手のみを試みることになる。異世界の通貨がないのだから、購入は不可能だと思われた。だが、春はる田た派の久ひさ川かわが異世界の貨幣を所持していた。

「誰も詮索しなかったけど……。まあ、大穴周辺で、ヴァルグア族の遺体から回収していたんだろうなあ。女の人の遺品は一緒に埋葬したから、多分、先に攻めてきた男達たちの遺体から」

　赤石あかしの言葉にクレアが「そだねー」と同意する。

　地図の購入を異世界人であるルナルシャに依頼したのは、他に選択肢がなかったとはいえ、不幸な結果を招くことになってしまう。盗む方が良い結果に繫つながったかもしれないが、日本人の道徳観では、それは不可能だった。異世界で身の安全が保障されない状況下に陥っていたのにも拘かかわらず、彼かれ等らには遵法精神があった。ただ、もしかしたらそれは、他人の目があったからかもしれない。

　ルナルシャに貨幣を渡し、西にし田だ萌め生いが地面に地図の絵を描きながら、片言の異世界語で「地図をください」と説明する。日常会話の知識しかなかったため「地図を買ってきてください」と依頼する言葉は知らなかった。しかし、発音に難があったとはいえ何度も「地図をください」と口にしてお金を渡せば、意思の疎通は可能だった。

　十二時三十分。

　ルナルシャは貨幣の入った革袋を握り、街へと向かった。異世界人と会話が成立したのだから、萌め生いが夢の効果に自信を持って、地理の知識も正しいと信じることができたのなら……というのは後の祭りだ。

　ルナルシャにはクリオが同行した。制服は脱いでシャツを泥で汚したので、不自然ではあったかもしれないが、黙ってさえいれば異世界人だと思われることはなかっただろう。

　ここで、萌め生いもクリオも失念していたことがある。二人とも、あのとき、自分が気づいていればと後悔するが、異世界では何の疑いも持たなかった。計画の相談に参加した、全ての者が気づかなかった。

「私がルナルシャちゃんに、サングアーレン語で『地図をください』という言葉を教えてあげれば良かったんだよね……」

　サングアーレン皇国に住むカーヴィアル族と、ヴァルグア族は使用する言語が異なる。つまり、ルナルシャの言葉は街の人には通じない。西にし田だは両民族の言語を知っていたが、ルナルシャがカーヴィアル族の言葉を話せないということには、思い至らなかった。異世界に複数の言語があるとは思いもしなかった者も多い。

　さらに問題は、言語の違いだけではなかった。

「ヴァルグア族が迫害されているっていうのは俺が気づくべきだった。最初に襲撃されたときもそうだし、フッジ教っていうのがヴァルグアの女性を狙ったのもそうだし、気づけるヒントはあったのかもしれない……」

　ルナルシャが道具屋を見つけた。文字は読めなかったようだが、看板の絵などで判断したのだろう。店員が不快そうな顔つきになるのを、クリオは気づいた。だが、子供だけで買い物に来たことへの不信感くらいだろうと、気に留とめない。実際には、異人種への嫌けん悪おの眼まな差ざしだ。

　店員の表情には、おそらくルナルシャも気づいていただろう。だが、ルナルシャは気にした様子もなく「地図をください」と壁に掛けてある地図を指さし、革袋から貨幣を出した。店員は金額に満足したのか、愛あい想そ笑わらいを浮かべつつ、棚から一枚の地図を出した。

　クリオ達たちが地図を手に一行と合流すると、誰もが喜び、何の疑問も抱かなかった。絶望続きの彼かれ等らにとっては明るいニュースだったのだから、誰も疑いの目は向けない。

　こうして、彼かれ等らは旅の失敗の原因となる、新しくて綺き麗れいな一枚の地図を手に入れた。
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　二〇一八年五月十九日（土曜日）旅の開始から二日目。

　十三時。

　普段からウェブサイトやアプリで無料の地図を閲覧していた生徒達たちにとって、地図は正確で、無償か安価なものであった。宿泊施設や飲食店の位置、災害時の避難経路、観光案内などの情報が付加された地図も存在する。様々な情報が付加された地図はともかく、正確な地形図くらいなら、ルナルシャにお使いを依頼すれば、問題なく手に入ると認識していた。

　だが、実際は異なる。

　印刷技術も測量技術も発展していない世界で地図は非常に高価な物だ。ヴァルグア族が狩りの手荷物として持ち運んでいた程度の貨幣では、真っ当な地図など購入できるはずがない。異世界で主食となる麦を現代日本の米価に換算すると、地図は自動車程度の価値がある。

　果たして道具屋の店主は、ルナルシャに真摯に対応しただろうか。カーヴィアル民族の店主からしてみれば、ヴァルグア族は差別や迫害の対象だ。

「汚い紙に手書きなんだけど、異世界の文明じゃ、そんなものなんだろうって。あれが、異世界基準では真新しくて綺き麗れいな物だって気づいたとしても、多分、同じミスをしたと思う」

　赤石あかしが悔やむように、彼かれ等らは失敗してからでないと気づけないミスを犯していた。

　正確な地図なら、使いこまれてボロボロになっているはずだ。ところどころが破れ、虫に食われ、文字は掠かすれていたはずだ。実際に旅で使われた物なら、日焼けの跡や雨露の染しみだってあっただろう。

　生徒達たちは適当に描かれた粗悪品を手に入れてしまい、それを信じた。西にし田だ萌め生いだけは違和感を抱いたが、自分の知識の方が正しいと主張できるような性格ではない。

　人目を避けるために街道を外れたり、川の浅瀬を探すために迂う回かいしたりしたので、必ずしも地図だけが原因ではないのだが、彼かれ等らは目的地を誤る。だが、異世界にいる間は一切、地図を疑うことはなかった。生存者達たちはタタ山を目指したつもりが、西方に三百キロメートルほど離れたカカ山に向かってしまう。

　地図の入手はマイナスの側面が強いが、プラスの面も僅かにはあった。ルナルシャが旅に貢献したと思われたため、これをきっかけにして一行から受け入れられ始めたのだ。身寄りのないルナルシャも、積極的に一行の役に立とうとしていた。

　一行の中で、精神的に最も健康だったのはルナルシャだろう。彼女は元々狩猟で旅をしていたのだから移動生活に慣れている。生徒達たちと異なり、不慣れな環境で生活を強いられてきたわけではない。

　初めはクリオがルナルシャを自転車の後部荷台に乗せようとした。だが、ルナルシャは自分の脚で走りだした。自転車と並走して遅れることがなかったのだから、身体能力が優れているのかもしれないし、何かしらの魔法を使っていたのかもしれない。

　ルナルシャは旅が二日目の昼を迎える頃には、栗くり田たやフリーダムランドの動物とも仲良くなって、無邪気に遊んでいた。

「子供の笑顔って癒やされるよな」

　赤石あかしが頰を緩めて同意を求めるとクレアは「えっ、ロリコン……」と、引いた素振り。からかっているだけなのは赤石あかしも分かっているらしく「ルナルシャ可愛かわいかったし、ロリコンでもいいよ。育てたい」普通に続ける。

「ムードメーカーだったよ。もしかしたら、旅に一番貢献したのはルナルシャかもな。小さい子が動物と戯たわむれているのを見るだけで、元気を分けてもらえた。毎日死者が出て、俺おれ達たちの中に犯人がいるとしか思えなくて疑心暗鬼になっていたしな……。あの子、そんな俺おれ達たちの様子を気遣って、元気にはしゃいでいたのかな」

「そだねー。ルナちゃんが私わたし達たちにも元気を分けてくれたのは事実だし、感謝するけど……。問題もあったのよね。……あの子、パンツ穿はいていないのよ」

「ああ、確かに。布地が薄いのか、スカートが透けることがあったけど、どう見てもパンツは見えなかったし」

　山やま田だウタがありあわせの材料で下着を縫って穿はかせたが、ルナルシャはすぐに脱いでしまったそうだ。ルナルシャは一枚布の貫頭衣を着ているだけなのに、走り回ったり動物と遊んで転がったりしていたため、色々と際きわどかったそうだ。
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　十四時。

　地図を入手した彼かれ等らは目的地が南方にあることを知り、早速出発しようとした。

　だが、春はる田た派の女子生徒が移動を拒絶する。

「自転車を漕こぎすぎて疲れた、足が痛い」

「目の前に街があるのだから休んでいきたい」

「言葉が通じなくても身振り手振りで事情を説明すれば何とかなる」

「漫画なら、私わたし達たちの服や化粧品を売れば大金を得られる展開がよくある。そのお金でホテルに泊まれるはずだ」

　なだめる西にし田だに耳を貸さず、女子達たちはぐずった。

　空きペットボトルですら、異世界人は見たことないはずだから取り引き材料になるのでは。小お奈なが釣った魚を売るのはどうか。春はる田たや軍人達たちが、近隣のモンスター退治でもしてもお金を稼いだらどうだ。

　車や自転車を売れば異世界で一生遊んで暮らせるのではないか。

「本気だったわけじゃないと思う」

　クレアの言葉には同情や擁護の色が濃い。最終的に日本に帰還できなかった者もいるのだから、生きている自分に後ろめたさもあるのかもしれない。

「確かに彼かの女じよ達たちが言っていたことを試みる価値はあったのかもしれない。けど、変な空気だったから、もう話を聞くどころじゃなかった。地図が手に入って『希望が見えかけてきたのに、我わが儘ままを言うな』って……。そんな空気だったナー」

「春はる田たは女子に消極的賛成っつうか、反対しないっつうか……。戦力を持ったやつが意見を保留にしているから、癪しやくだけど、先生も春はる田た派の女子……というより春はる田たの顔色を窺うかがわないといけなかっただろうし。ほんと、面倒くさかった」

　全体の意思がタタ山を目指して移動すると決まった直後に、相反する意見を喚わめくのだから、大勢の者が辟へき易えきとしてしまった。一考するに値する意見はあったかもしれないが、彼かの女じよ達たちの態度は、移動したくないからごねただけだという印象を撒まき散ちらしていた。

　赤石あかしが西にし田だを背に隠すようにして、ぐずる女子達たちの前に出る。同級生だったためか外見が大人だったためか、春はる田たは旅する中であまり赤石あかしには反発しなかった。

　赤石あかしが口にする内容は誰もが心に思ってはいても、口にはしなかったことだ。

「お前等だけ、ここに残れよ。誰だって辛つらいのを我慢しているんだ。残りたいやつは残ればいい。俺は諦めない。絶対に日本に帰る。俺おれ達たちをこんな世界に連れてきたカカをぶん殴る。助かるためにあがき続けるやつだけが、先に進む。弱いやつは残れ」

　一旦言葉を切ると、殊更相手を馬鹿にするようにゆっくり「お前まえ達たちが異世界で生活しようとしても、飯も買えずに野垂れ死にするのが目に見えているけどな」と嘲笑を交えた。呆あつ気けにとられた女子が内容を理解して激げき昂こうするのよりも先に動いたのは西にし田だ舞ま衣いだった。

　赤石あかしの頰を打った音が響く。

「先生は、弱い人を見捨てることが正しいとは思いません」

　西にし田だが女子からの信頼を得られるように、赤石あかしは悪役を演じたのだ。幼なじみであるクレアは、赤石あかしの狙いを理解していた。

「テッキが何を考えているのかは分かったよ。先生のために憎まれ役を買ってでたって。でも、それに気づかずにテッキを叩たたいた西にし田だ先生が許せなかった。嫌われてでも全体の意見を纏まとめて従わせるのは先生の役目でしょ？　文句を言おうと思った。けど、芹せり夏かが『西にし田だ先生は赤石あかし鉄てつ規のりの考えに気づいている。彼のためにも、君は口を挟まない方が良いい』って」

　クレアは赤石あかしのために我慢し、鬱屈とした想おもいを抱えこむ。赤石あかしの告白を断っておきながら、都合のいいときだけ利用する西にし田だが許せなかった。赤石あかしの親切に甘える西にし田だに対して、怒りすら込みあげる。旅の最終日まで、クレアは一切、西にし田だとは会話しなかったそうだ。

　西にし田だと赤石あかしが衝突する様子を見て、心の何ど処こかで喜んでいる自分が醜くて嫌けん悪おした。しかし、言い争っているようで、実際は互いの考えを理解しあっているようにも思えて、嫉妬した。異世界という環境で仲なか違たがいを繰り返して、結果的に二人が距離を縮めてしまったらどうしようという不安もある。

「私、凄すごく嫌なヤツだった。頭の中では、テッキを応援しようと思っているんだけど。実際には何もしなかったときの方が多かったわ」

　確かに話を聞いているとクレアは「テッキの恋を応援していた」と言うが、具体的にどのような行動をとったのかは語らない。諦めきれない想おもいがあったから、行動に繫つながらなかったのだろう。

　そんな彼女の揺れ動く感情を間近で見ていたのは、吉よし沢ざわ芹せり夏かという、実在するか確認できない少女だ。クレアは吉よし沢ざわを「もやもやしている感情を吐きだしたいなって思っていると、いつの間にか隣にいて『聞いてあげるよ』って……。色々と愚痴れたからストレス発散になった。聞き上手」と評している。




　　　　＊




　十五時。

　米よね原はらの鎮痛剤で体力を回復できることに気づいたため、以降の移動における印象は、初日とは打って変わる。切っ掛けは、ごねた春はる田た派の女子が自転車を叩たたいて突き指したのを治療したことだ。旅の足を引っ張ろうとしていた者が切っ掛けで、移動効率が格段に上昇したのだから、皮肉である。

　全員に使用するには三十分前後かかるため休憩が必要だったことには変わりないが、疲労の蓄積を気にせず連続して一時間以上移動することが可能になったことは大きい。

　最終日に至るまで、温暖な気候の地域を旅し日中は好天に恵まれたため、快適に移動できたと印象に残している者が多い。同時に、橋を渡れなかったため、流れの緩い浅瀬を探して大幅に迂う回かいして不便だったという印象も強く残している。

　この二つの印象について、両者に密接な繫つながりがあったと気づいていた者はいない。

　遥はるか北ほつ方ぽうに雪山が連なっており、季節の変化で一帯が暖かくなったため、大量の雪解け水が川に流れこんでいたのだ。生徒達たちは暖かいから旅がしやすかったと感じていたが、移動面に関しては実は逆であった。暖かくなったからこそ、水量のある大河を渡れなくなっていたのだ。

　水量の変化に着目したのは、校舎の崩壊後に一次帰還を果たした二年三組の生徒達たちだ。相あい田だ優ゆうを中心にした彼かれ等らは、生徒会へのある疑惑を払ふつ拭しよくするために、精力的に事件を調査している。

　事件後、生徒会には生徒をふるいにかけて、旅をする気力や体力のある者を選別していたという疑惑がかけられている。だが、相あい田だはこれを否定する。

　相あい田だが生徒会書記の室むろ伏ふしから入手した資料や証言によれば、生徒会は校舎付近の川に流れる水量を記録していた。一ヶ月におよぶ記録により、水量が減少傾向にあったことが分かる。相あい田だは次のように力説する。

「瑠る奈なちゃんは誰かを見捨てるような子じゃありません。『生徒会長』という夢だって、病気の秋しゆうが通いやすい学校を作りたいという想おもいが根底にあったからですし。瑠る奈なちゃんが旅の開始を遅らせた理由は選別じゃありません。完全に逆です。誰も見捨てずに、全員で川を渡るためです。僕ぼく達たちが転移した直後が一番水量が多かった時期です。深い所に行ったら男子でも流されてしまいます。歩いて渡るのは不可能でした」

　藤とう堂どうは自身に関すること以外、完全に口を閉ざしているため、真意を確かめる術すべはない。もしかしたら、何かしらの語れない事情があるのかもしれない。

　転移から一ヶ月が経過し水量は減少し続けていたが、それでも平時よりは多かった。異世界に取り残されていた者達たちは誰も気づかなかったが、これには渡河困難になることを遥はるかに上回るメリットがあった。

　彼かれ等らのいたサングアーレン皇国とガルファガス王国との国境線になっている大河が増水のため、大軍による移動が不可能となっていたのだ。航空機や架橋技術が発達した現代とは異なり、近代以前では季節によって戦争が不可能になることは珍しくない。

　だが、生存者達たちが浅い場所まで移動すれば河を渡れたということは、水源を同じくする国境大河も水量が減っており、軍隊の移動が可能になる時期も間近に迫っていたことを意味する。
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　生徒達たちが国境大河を渡ることはなかったが、それでもやはり、旅程には何度か別の川を越える場面があった。さて、渡河の際に自動車をどうしたのだろうか。

　流れが緩く浅い渡河点なら、男子生徒は自転車を持ち上げて運ぶこともできただろう。往復して女子の自転車を運べば、頼れる姿を見せて好感度を上げることもあっただろう。

　だが、自動車はどうしたのだろうか。

「あー。はい。自転車は青あお木きさんの予想どおり、男子が持ち運びました。車はどうしたと思います？」

　意外性のある答えでもあるのか、赤石あかしはクイズを出す子供のように目を輝かせる。厚い胸板や広い肩幅を誇示するように姿勢を正すのだから、答えを言っているようなものだが……。

　クレアがやや不機嫌に「車も持ち運んだでしょ」とあっさりと答えをばらすから、赤石あかしは苦笑い。路肩に嵌はまった車や交通事故車を男性が数名で持ち運ぶことが定期的にニュースになるのだから、彼かれ等らにも同じことはできただろう。

「最初は、川を凍らせようとしたんですよ。春はる田たと上うえ野のが魔法を使えるでしょ？　でも、失敗。他の魔法も使ったんだけど、変なことになった。あのときは必死だったからトライアンドエラーを繰り返すのは真剣だったけど、今なら少し笑えるかな」

　上うえ野のが土の壁を創りだす防御用魔術を使用し、川に橋を架けようと試みた。だが、土の橋は一瞬で崩れてしまう。何度か試したが全て失敗に終わる。

　クレアが不機嫌なのは、作業の余波で川の水を浴び、女子生徒が濡ぬれてしまったからだ。クレア自身はシャツが透けてしまうことくらいは平気だったが、赤石あかしが西にし田だの透けたボディラインを見たであろうことに対しては平然としていられない。クレアは同年代と比較すれば胸が大きい方だったが、西にし田だには劣る。

　上うえ野のが狙いを変えて川岸に魔術を使用すると、思い描いたような土の橋を架けることに成功した。陸地に橋は作れるが、川を渡る橋は作れなかったのだ。不可解な現象ではあるが、ゲーム好きな生徒達たちは直すぐに理由に思いいたったそうだ。

　米よね原はらと桐きり井い、二人のゲーマーは当たり前のように言う。

「青あお木きさん、ゲームしないんですか？　常識的に考えて、ロープレで川に橋を作って渡るなんて、邪道。許されないじゃん。だからチーレム先輩や上うえ野のは橋を作れなくて当然」

「できたとしても、バグって見えない壁に埋まるな」

　これに対し佐さ和わ田だが「じゃあ、お前ら、なんで戦場の外に行けたんだよ。ＦＰＳだってマップの外に行くと『敵前逃亡は許されない』って警告が出て、十秒くらいで死ぬだろ」ともっともらしい疑問をぶつける。

　すると米よね原はらは「その発想はなかった……。確かに、俺おれ達たち、よく学校から出られたな」と目を開いて桐きり井いに振り向く。

「マップが切り替わったんだろ。学校ステージは終了。地上ステージの開始。車両の出現も、ゲーム仕様で説明がつく」

　桐きり井いによれば、彼が遊んでいたゲームでは戦術目標をクリアするごとに移動可能エリアが変わり、兵員輸送用の車両が出現するそうだ。同じことを異世界でも説明したから、大半の者は大穴周辺で車両を入手できたことを不審には思わなかったそうだ。

　続いて、田た中なかが長々と何事かを講釈し「俺の推測、凄すごいでしょ（最後だけ聞き取れた）」と得意げな表情をするが、ほとんど聞き取れなかった。

　インタビュー後の夜に、録音データの音量を最大にして聞いてみたところ、田た中なかはおそらく正せい鵠こくを射ているのであろう鋭い指摘をしていた。

「チーレムセンパイや上うえ野のの夢は、ゲームの世界に自分が入りこみたいと願っていたから、ゲーム世界の制約による縛りが強く出た。だから、ゲームキャラにできないことは、できない。川に橋を架けるのはＲＰＧのキャラとしてＮＧだから、できない。誠せい次じと龍りゆうちゃんは昔から『俺等が実際に兵士になったら、リアルの戦場でも無双するでしょ』ってイキってたから、リアルにも効果が出た。二人の夢は、ゲームの能力をリアルに持ちこむことだった」

　ゲーム世界に入って活躍したいと思っていた者と、ゲーム世界の能力を手に入れて現実世界で使ってみたいと思っていた者の違いだ。

　田た中なかの説が正しいとすると、新たな疑問が生まれる。彼かれ等らは男子生徒10人がかりで車を持ち上げて川を越えたそうだ。その中には春はる田たや上うえ野のもいる。ゲームシステムの影響を受けて土魔法での架橋が不可能なら、徒歩による川の横断も不可能ではないのだろうか。

　田た中なかにメールで考えを聞いたところ、なぜか玉子かけごはんの画像（田た中なかの顔がメインで写る自撮り）が送られてきた。

　協力作業で夢の効果が玉子かけごはんのように混ざっていたから、通過できたというような考えを示しているのだろうか。暫しばらくしてから会ったとき「川を渡るゲームイベント扱いされたのでは」と言っていたが、なぜそれをメールで送ってくれなかったのだろうか。

「……青あお木きさんみたいな美人に何度も会いたいから」

　本心か社交辞令か分からないが、聞き取れなかったことにした。
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　十七時。

　早朝に２名の死者を出す不穏な空気で始まったが、新たな犠牲者を出すことなく二日目を終えようとしていた。

　実際には河の増水による影響で大幅な迂う回かいを強いられていたのだが、当人達たちは気づいていないので、旅は順調という認識であった。また、前述したように精度の低い地図を入手していたため、目印にする街道を誤り、目的地とは異なる場所へと向かっていたが、やはり当人達たちは何の問題も発生していないと認識していた。

　上うえ野のが土魔法で整地して、マジックポイントが尽きれば米よね原はらの鎮痛剤を使うという組みあわせを発見したことにより、平地での移動は非常に楽なものであった。

　最大の功労者ともいえるゲーマー軍人米よね原はらは旅への貢献を誇らない。むしろ、当時を思いだすと焦あせったように早口になる。応じる桐きり井いは冷静さを崩さない。

「Ⅱだったらヤバかったな。俺おれ達たちがⅢの兵士だったから、何とかなった」

「ゲームだとキャンパーが生まれる糞くそ仕様だがな。アレはリアルだとチートだ」

　鎮痛剤は、四十秒が経過すると再使用が可能になる。つまり、どれだけ使用しても無くならないのだ。ただ、『Military Confrontation』シリーズの二作目では、使用回数に制限があったらしい。三作目では、鎮痛剤と弾薬補給箱を組みあわせて使用することにより、半永久的に戦い続けることができたそうだ。彼かれ等らはそのことを「攻めずに、安全地帯に籠もるヤツが増えるため、ゲーム展開が遅くなるから糞くそ」と認識していた。

「自分が使うと、めっちゃチートだったな。『ＦＰＳの兵士になった俺が異世界でチートする』ってラノベ、どうよ？」

　米よね原はらの言葉に田た中なかが「略して、えっちー」と呟つぶやくが、全員スルー。

　移動以外の問題は目に見えており、西にし田だは対策に苦心した。

　体調を崩す者が続出し、症状の重い者もいた。精神は疲弊していたし、栄養の偏りもあったのだろう。老婆の山やま田だに自転車の後部に乗ってもらい、代わりに重病者を車に乗せるほどであった。鎮痛剤は体力の回復には効果があったが、病や心を癒やすことはできない。

　水にもあたった。旅の途中で給水した川は、流域に何かしらの鉱物や菌が有ったのかもしれないし、異世界特有の有害成分が含まれていたのかもしれない。原因の特定はできないが、旅をする者達たちは川の水を飲み、腹を下した。田た中なかが火を出して煮しや沸ふつ消毒していたが、体調を崩す者はなくならない。

　帰還後、生存者は病院で検査を受けているが、未知のウイルスや病原菌は発見されていない。校舎の中にヴァルグア族の遺体すらなかったのだから、おそらく、異世界の物は日本には転移しなかったのだろう。仮に何かしらの病気に感染していたとしても、原因となるウィルスや菌は日本には転移していなかったと思われる。
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　二〇一八年五月二十日（日曜日）旅の開始から三日目。

　前夜のような事件を防ぐために、ゲーマー軍人や春はる田たと上うえ野の達たちが交代で不寝番にあたっていた。春はる田た派を疑っている二年特進コースも交代で起きていた。

　だが、惨劇は阻止できなかった。

　六時。

　春はる田た派が寝ていたビニールシート上で、女生徒の遺体が発見される。首だけでなく、両腕と両足もなくなっていた。前日に、街を離れたくないとごねたうちの一人、新にい山やま夏か保ほだ。見張りにあたっていた者の誰も、犯行に気づかなかった。

　首も手足も周辺から発見されない。当事者達たちは混乱に陥った。さまざまな言葉が乱雑に混ざりあう中、なぜか吉よし沢ざわ芹せり夏かの言葉だけは浮きあがるようにはっきりと聞き取れた。

「ミステリー小説なら入れ替わりを疑うところだね」

　一瞬、静まりかえる中、吉よし沢ざわは「ああ、私のことは気にしないで」と囁ささやく。

　疑心暗鬼の火種を蒔まいただけだろう。

　前夜の時点で生存者は41名（ルナルシャを加えれば42名）。各自が全員の名前と顔を覚えるには多い人数だが、五つに分かれていた小グループ内では全員の顔と名前が一致する。このような状況では、入れ替わりなど不可能だろう。

「他人の姿になれるような夢……。瞬間移動なら遠くから遺体を運ぶこともできるか……。土に汚れた様子はないから林はやし里り香かや佐さ伯えき陽よう香かの遺体を掘り起こして持ってきた可能性は低いのかな。そもそも昨日の遺体は消去法で林はやし里り香かということになったが、本当に、そうだろうか。更さら科しな翠すいが『爪の模様に見覚えがある』と言っていたが、ネイルチップなら偽装できるな。ああ、何でもない。これは独り言だよ。ただ、可能性の一つとして、遺体を用意すれば、林はやし里り香かと佐さ伯えき陽よう香か、そして、新にい山やま夏か保ほは姿をくらますことができるということだ」

　混乱を煽あおるような発言に反応したのは春はる田ただ。女子生徒に対しては好漢のように振る舞っていた彼は、穏やかに釘くぎを刺す。

「吉よし沢ざわさん。失礼だけど、君の発言は、仲なか違たがいを誘おうとしているように思える。誤解を与えないように気をつけた方が良いのではないかな」

「ああ。すまない。気をつけるよ。私の言葉は忘れてくれ」

　吉よし沢ざわは発言を撤回するが、生徒達たちの人間関係に不和をもたらすには十分だったし、直後の行動でさらに混乱を膨らませる。

　ビニール手袋を装着し、遺体の肩周辺に触れる。ビニール手袋等などの道具は保健室に備品として用意してあった物かもしれないが、一ヶ月間も使わずに所持し続けていたのだろうか。

　吉よし沢ざわは作業を続けたまま、周囲からの「何をしているのか」という質問に応える。

「この遺体が誰なのかを特定する術すべはない。けれど、日本に帰れば、制服の肩口についていた毛髪からＤＮＡを採取することができる。そうすれば、新にい山やま夏か保ほの家族と比較することができるからね」

　吉よし沢ざわはファスナーのついたビニール袋に髪の毛を入れると、さらに首の断面からティッシュで血液を採取し、別の袋に入れる。油性ペンを取りだし日付等を記入する。

　誰もが吉よし沢ざわの行動を注視していた。そして吉よし沢ざわはさらに特異な行動をとる。

「あれれー。男の臭いがするよ」

　アニメに登場する探偵キャラクターの口まねをしつつ、吉よし沢ざわは遺体の下腹部に鼻先を近づけていき、スカートの中に手を入れる。

「止めなさい」

　ざわめきの中、教師の西にし田だが飛びつくようにして制止すると、吉よし沢ざわは冷たい声で「遺体から見つかるＤＮＡは一種類とは限らない。そしてそれは、女子生徒が殺されたのなら真っ先に疑うことでしょう」反論する。

「ああ、安心してくれ。林はやし里り香かと思われる遺体なら、昨日、調べた。彼女は処女のまま死んでいる」

「止めてくれ。みんなの気持ちを考えてくれ」

　春はる田たが西にし田だの隣に立つと、春はる田た派の女子も「酷ひどい」「止めて」と加勢する。春はる田た派の男子も無言ではあったが春はる田たの背後に移動して、同意を示した。

「これは不思議だ。最も酷ひどい目に遭ったのは新にい山やま夏か保ほだというのに。私は彼女の尊厳を護まもるために当然のことをしているのだが。君きみ達たちは、それを非難するのか。春はる田た美み智ち雄お。遺体を調べられたら困る理由でもあるのか？」

　激げき昂こうしかける春はる田たと、飄ひよう々ひようとした吉よし沢ざわの間に西にし田だが割って入り両者を遮る。その西にし田だのまなじりに涙が浮かんでいたのを、赤石あかしが記憶している。赤石あかしは、心情では西にし田だの味方をしたかったが、吉よし沢ざわの主張に正当性があると感じていた。

「吉よし沢ざわさん。貴方あなたの主張も理解できます。けど、貴方あなたのしていることは、みんなの前ですることではないの」

「ああ。すみません。そういったことに疎うとくなってしまうのも、私の『名探偵』という夢の効果かもしれません。では、こうしましょう。私と西にし田だ先生はこの場に残る。他の者は暫しばらく離れた位置に移動してもらいましょう。ただし、犯行におよんだ者が近くに隠れ潜んでいるかもしれない。我々以外の未知の生徒Ａがね。……上うえ野の弘ひろ之ゆき、君は万が一に備えて私と西にし田だ先生の傍そばにいてくれ」

　生徒達たちは吉よし沢ざわの提案に従うことになる。このときに採取された検体は吉よし沢ざわが所持していたが、彼女は日本に帰還していないため、ＤＮＡは鑑定されていない。

　魔法使いネネによれば、連続する不審死の原因は帆ほ谷だに裕ゆう真まの夢『人じん狼ろうゲーム』によって強化されたフッジ教の呪術だ。校舎崩壊の翌日に遭遇したときにフッジ教の兵士が散布した黒い粉は、死者の脳と心臓を焼いた魔術道具であった。

　あの場に居合わせたネネは、呪いの効果を見抜いている。集団の一人の影に潜んだ死神が、深夜に誰か１名を殺害する。痕跡を残さずに毎日、一人だけ殺し続ける。集団催眠により、攻撃を認識させない。そして、疑心暗鬼を植え付け、内部から崩壊させるのだ。さらに、集団に不運の状態異常を付加するため、偶発的な事故も発生させる。

　魔術攻撃に対して抵抗力があったと思われる春はる田たや上うえ野のまでが呪術の影響下にあったのは、帆ほ谷だにの夢が呪いを強化していたからだろう。

　吉よし沢ざわについて尋ねると生存者達たちは全員が、彼女の行動を強く印象に残している。特異な言動が多く、また、高校の名簿で在籍が確認できない彼女について、生存者達たちは次のように証言する。

　夢によって『名探偵』になっているのなら、彼女の奇をてらった行動は逆に自然な行動だ。

　帆ほ谷だに裕ゆう真まの『人じん狼ろうゲーム』の効果により、預言者としての役割を与えられて、一行の中にいる人じん狼ろうを見つけようとしていたのではないか。

　旅では全員が精神的にまいっていた。言動に支障をきたしていたとしても当然ではないか。おかしかったのは彼女だけではない。新にい山やまが犠牲になったと発覚したとき、友人の汐しお見みや川かわ上かみも取り乱していた。

　生徒が連続して不審死を遂げていくのは『名探偵』の効果も影響していたのではないか。一般的に、推理作品の世界では、探偵の周囲で殺人事件が頻発する。

　様々な証言がある。だが、不思議と、誰もが彼女の言動については言及しても、その人となりについてはあまり語らない。

　吉よし沢ざわの人柄について好意的に語るのは、緑みどり川かわクレアくらいだろう。

「よく二人でお喋しやべりしたわ。休憩時間に座っていると、気づいたら隣にいるの。肩が触れるくらい近くにいて、じっと見つめてくるの。でも、それが嫌じゃなくて……。ほとんど雑談よ。中学時代の思い出とか、高校卒業後の進路とか。芹せり夏かは聞いてばかりで、あまり自分のことは語らなかったわね」

　楽しかった思い出が多いらしく、クレアは次第に饒じよう舌ぜつになっていき、笑みを零こぼす。

「スキンシップ多かったかな。川で水浴びをしていると抱きついてくるし。夜もくっついて寝たわ。というか、芹せり夏かの前世は絶対に男ね。私だけじゃなく、女子のみんなに抱きついていたし。私はスキンシップ歓迎だから抱きあって寝るのもキスも平気だし楽しかった。けど、諒りようや美み若も音ねは恥ずかしがっていたかな。スキンシップ過剰かなって思えることもあったけど、私はそのおかげで、はしゃぐことができて励まされた……かな。芹せり夏かはある意味、元気だったのかも。落ちこんだり、取り乱したりしているところは見たことないわね。胸とかお尻とか触ってくるし、本当は男子が、夢で女子になっていたんじゃないの？　私わたし達たちよりも先に帰還した中にいたんでしょ？　性別が変わっていた子」

　クレアが楽しそうに語るのを黙って聞き終えた赤石あかしは、憮ぶ然ぜんとした表情で口をゆっくり開く。

「クレアはすっかり忘れちまっているようだから、理由は言えないけど……。こんど、青あお木きさんにだけ吉よし沢ざわについて教えます」とのこと。旅の最終日に、クレアは頭部に強い衝撃を受けたため、その前後の記憶を失っているそうだ。とはいえ、当のクレアは「私の記憶がとんだんじゃなくて、テッキが変な夢を見ただけじゃないの？」と記憶の喪失を否定している。

　三日目の惨劇について、吉よし沢ざわの他に、もう一つ謎が残る。新にい山やまの死を知った際に、上うえ野のの反応が小さかったことだ。彼は新にい山やまに惚ほれており、異世界に転移する直前に告白している。それにしては、新にい山やまの死を目まの当あたりにしても、取り乱した様子が一切、なかったのだ。一ヶ月におよんだ地下生活で、上うえ野のは新にい山やまに対する想おもいを失ってしまったのだろうか。

　二人の間に何かしらのトラブルがあり、上うえ野のが新にい山やまを殺傷したのだろうか。彼は前に出る性格ではなかったため目立たなかったが、元ネタになったゲーム内での描写を見る限り、春はる田た以上の戦闘能力や多彩な魔術を有していたはずだ。姿や気配を消す魔術や、他者を眠らせたり催眠状態に陥おとしいれたりする魔術も使えた可能性がある。

　生徒達たちがフッジ教の呪術の影響下にあったことは確かだ。だが、上うえ野のなら能力的に、呪術と同程度のことは実現可能だった。フッジ教に呪われていることを知らない生徒達たちは、上うえ野のを疑うことはなかったのだろうか。
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　連続して死者が出たことを生徒達たちはどのように感じていたのだろうか。

　赤石あかしは言いづらそうに視線を天井に逃がす。

「完全に麻ま痺ひしていた。沢山死んだけど、犠牲者は全員、俺とは学年が違うし、すれ違ったことはあるかもしれないけど、面識はなかった……。悲しかったというより、怖かった。次は仲の良いいやつだったらどうしようっていう不安の方が強かった。ただ……。二日目にはほとんどグループが分かれていたんだけど、亡なくなったのが春はる田たのグループと特進コースのグループだったから……。グループ内でのトラブルなら俺おれ達たちは比較的安全かな……って。今思うとかなりゲスなこと考えてた」

　赤石あかし達たちは遺体発見現場から離れ、山やま田だや高たか橋はしが休んでいる自動車付近に集まった。

「俺は気晴らしに、軍手を丸めて大だい輝きとキャッチボールしてた。捕り損ねて遠くに飛んでいくと、ゴンが走って取りに行って、戻ってくるのかなと思ったら、ボール咥くわえたまま転がって背中ゴリゴリ地面に擦って一人で遊びだした」

　赤石あかしや遠えん藤どうがゴンを呼んでも反応しない。しかし、西にし田だ萌め生いが「ゴンちゃん、おいで」と声をかけると一目散に駆け寄っていく。

　男子はゴンの愛あい想そが悪かったと苦笑するが、女子はゴンの話題になるとにへっと表情を柔らかくする。男子からの評価は馬鹿犬、女子からの評価は癒やし。

　特に萌め生いは地下生活の頃からゴンの面倒をみていたので、殊更可愛かわいがっている。

「ゴンちゃん、すっごく可愛かわいいんだよー。姿が見えなくても『ゴンちゃんごはん』って呼ぶと走ってきて脚に抱き着いてくるの。ピョンピョン、ピョンピョンして『早くごはん、ごはん』って。フリーダムランドの動物達たちも真ま似ねしちゃって、ごはんの時間になるとみんな後ろ足で立って、前足を招き猫みたいにしてピョンピョンしてた。ゴンちゃんはねー、私が座って休憩していると、トコトコってやってきて、手の下に頭を入れてくるの。『撫なでて、撫なでてー』って、頭で手をグイッグイッて押し上げてくるの。他の動物もみんな真ま似ねしだすんだよ」

　萌め生いの笑顔を見て鼻の下を伸ばしていた遠えん藤どうは「大だい輝き君、どうしたの？」と聞かれて、表情を引き締める。

「や、なんつうか、動物は可愛かわいかったのは事実っすけど」

「私の方が可愛かわいかった？」小悪魔な笑みを浮かべる萌め生い。

　遠えん藤どうは真っ赤な顔で「動物は女子にだけ懐なついていたのが、少し不満っす」と視線を逸そらす。

「え。もしかして、嫉妬？　大だい輝き君、可愛かわいい～」

「違う。違うから」

　過酷な状況下で、動物の存在は安らぎになっていただろう。もしかしたら、動物と戯たわむれる女子を見て、男子生徒の心にも癒やしがあったかもしれない。

　動物にとっては生活環境の変化は大したストレスではなかったはずだ。ゴンやフリーダムランドの動物達たちには、人間達たちの事情など一切、関係なかったのだろう。

　ゴンについて語るとき、米よね原はらと桐きり井いも苦笑いを浮かべる。

「あの馬鹿犬な。いっぺん、鎮痛剤の注射器を盗とられたことある。もし失なくしたり壊れたりしたら旅の終了だろ……。鎮痛剤を打つとみんな元気になるのを見ていたんだろうなあ。食べ物と勘違いして盗とっていきやがった。犬にも効果があるのか分からんけど、打ってやった。そうしたら『キャイン』って言った。『キャイン』って」

「お前、それで女子から動物虐待をしていると疑われていたな」

「酷ひどい話だよ。あの馬鹿犬『キャイン』って鳴くくせして、体力が回復するのか腹が膨れるのかしらないけど、何度も何度も注射をせがむようになって、その都度『キャイン』だぞ。西にし田だ妹とか腐女子コンビとか、めっちゃ睨にらんでくる。俺がモテないのは馬鹿犬のせい」

「だが、最後はあの馬鹿犬の食い意地に救われた」

「ゴンがいなかったら最後詰んでたとか、認めたくねえー」

　吉よし沢ざわによる遺体の調査がおこなわれていたとき、軍人グループは朝食の準備をしていた。

　佐さ和わ田だが「そういえば」と当時のエピソードを思いだす。

「あの日は魚じゃなくて蟹かにだったな。田た中なかの火でゆでた。五月だったからか、旬のズワイガニとか毛ガニとか捕れた。オナ兄にぃ、すげーよ」

　桐きり井いが「おい」と睨にらむと佐さ和わ田だは口を開いて一瞬フリーズ、私を一いち瞥べつしてから言い直す。

「オナ先輩の釣り能力が凄すごかったんですよ。マジで新鮮な魚介類が手に入った」

　オナ兄にぃもオナ先輩も、小お奈な了りようのことだ。ともに旅をしていたのだから、不名誉なあだ名の原因になる場面でも目撃してしまったのだろうか。

　４人の会話から、軍人グループが連続する変死事件に危機感を抱いていなかったことが分かってくる。

　彼かれ等らは自じ分ぶん達たちが安全だと感じていたことに対し、大小さまざまな根拠をあげる。

　軍人グループは交代で不寝番を置いていたし、米よね原はらと桐きり井いが暗視ゴーグルを装備している。さらに二人は、校舎崩壊後は試してはいないが、ゲームの兵士のように、死んでも復活できるので他の者よりも危機感が薄い。復活地点が何ど処こになるのかが分からないという不安はあったそうだが、死への恐怖はない。二人が余裕の態度をとれば、友人の佐さ和わ田だと田た中なかも随分と気楽に過ごせただろう。

　二人のゲーマー軍人は、生存者の中に敵がいないことを確信していた。彼かれ等らは外部の何者かが攻撃してきていると推測していた。

「カクヨム（小説投稿サイト）で、勇者パーティーから追放されたやつが復ふく讐しゆうするっていうラノベが人気でしょ？　穴の底にそういう夢を書いた生き残りがいて、そいつが俺おれ達たちに置いていかれたと思いこんで、逆恨みで攻撃してきているんじゃないかって、あのときは思っていた」

「ああ。俺おれ達たちは外部からの攻撃を想定していた。他に『暗殺者』とか『忍者』とかの夢を書いた、頭のおかしいやつからの逆恨みな」

　彼かれ等らが、内部に敵は居おらず、外部犯だと推測したのには理由がある。

　二人で相談して他の者には公表しなかったが、彼かれ等らは敵味方を判別する術すべを持っていた。他人に銃口を向けるとゲーマー軍人の視界には、味方なら頭の上に青色で名前が浮かびあがり、敵なら赤色で名前が浮かびあがるようになっていたのだ。ＦＰＳというジャンルのゲームで頻繁にみられる仕様だ。

　ゾンビやヴァルグア族との戦闘でこのゲーム仕様に気づいていた彼かれ等らは、旅に同行していた全員を密ひそかに試し、頭部に青い文字が浮かびあがることを確認している。疑っていたことや銃口を向けていたことを隠したかったため、彼かれ等らは、これを４人だけの秘密にした。

　また、二人によれば、本人が名乗っている名前とは異なるものが頭上に表示された者はいないそうだ。彼かれ等らは第三者が紛れこんだことによる入れ替わりはないと判断した。

　おそらく、春はる田たや上うえ野のも似たようなゲーム仕様の効果により、敵味方を識別できていたのだろう。これが、米よね原はら達たちと春はる田た達たちが何度も険悪な関係になりつつも、最終的には銃口と剣先を下ろした理由だ。

　残念なことに、彼かれ等らの間に友情が芽生えることはなかった。けれど、そりが合わず互いに嫌いあっていたとしても、味方陣営に属していることは当事者達たちが最も理解していた。

　たとえ気に入らないやつとでも、味方と協力しなければ敵には勝てないということを、彼かれ等らはゲームを通じて学んでいる。だが、ゲーマー軍人も魔法剣士も重要なことを見落としていた。

　ＦＰＳもＲＰＧも、意図的に味方を殺すことは可能なのだ。
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　弟の影響でそれなりにゲームを遊ぶ私だが、味方を攻撃するという発想はなかった。気づかせてくれたのは、緑みどり川かわクレアだ。

「んー。ＲＰＧでも味方を攻撃するわよ。ヒーラーがいないときに睡眠状態の味方を殴って起こすし。混乱中の味方は殺した方が手っ取り早いときもあるわね」

「性格でるでしょ。俺は味方を攻撃しないぞ。絶対に」

「うっさい。テッキは黙ってて。……リアルタイムバトル系のシステムで、蘇そ生せい魔法に時間がかかるなら、殺してからアイテムで生き返らせる方が早いってのは、よくあるわね」

「いや、まじで、こいつゲームとはいえ、クレアって名前の後衛で、テッキって名前の壁（前線で戦う戦士のこと）をぶっ殺すのよ。アイテムで蘇そ生せいしたら、そりゃ早いけどさ、こんなん、モンスターもドン引きだろ？」

「性格が出るっていうんだったら、格ゲーでハメてくるテッキの方が酷ひどいでしょ」

「ハメてないって。コンボだって。クレアが下手なだけ。痛い！　痛い！　暴力反対！　青あお木きさん、聞いてくださいよ、こいつ、ゲームしているときも負けそうになると叩たたいたり俺の前に座ったりして妨害するんですよ！」

　テーブルの下で何かしらの攻撃があったようだが、クレアは素知らぬ顔で話を戻す。

「ＦＰＳもプレイヤーキルして兵科や出現地点を変えたりするわ」

「こいつ『弾切れたから死ぬ。リスポンするから、テッキ殺して』って、そういうことするんですよ。そこは『お前のことは絶対に見捨てない！　生きて帰るぞ！』って場面なのに」

「うっさいわね。死ぬのも戦術でしょ」

　クレアが身じろぎし、テーブルの上で皿がカタッと硬質な音を鳴らすほどの攻撃が水面下でおこなわれた。赤石あかしは額に脂汗を浮かべて口を閉ざす。

「とにかく。攻略テクニックとして、味方を攻撃できるゲームの方が多いのよ。オンラインプレイで他人に妨害をする厄介なプレイヤーもいるし」

　クレアの言うように、味方への攻撃はプレイヤーへの妨害行動になるのと同時に、攻略のためのテクニックでもある。そのため、味方プレイヤーへの攻撃が可能なゲームは多い。

　米よね原はら達たちが夢を書いたときに熱中していた『Military Confrontation [image: ]』も、春はる田たの『Dungeon of Sword and Magic』も、上うえ野のの『キラークエストⅩ』も、全て味方への攻撃が可能だった。味方への攻撃は、プレイヤーの中でも賛否両論はあるが、攻略手段だと割りきる者も多い。

「……なら、日本に帰るために、異世界に来る元凶となった夢の持ち主を殺そうとしたやつがいる……。そういう可能性もあるのか？　俺みたいに帰還条件を知っていたやつが、ゲームクリアのために味方を殺していたのか？」

　赤石あかしは歯ぎしりしながら、握った拳に視線を落とした。共に旅した仲間への疑念と絆きずなの狭はざ間まで苦しみながら推測を口にしたのだろう。

　異世界にいたゲーム系の能力者は、味方への攻撃が可能だった。実際、転移直後に春はる田たがクラスメイトを攻撃する動画が残っている。さらに、牧まき野の健けん悟ごはホラーハウス騒動で、春はる田たが避難中の生徒をゾンビごと攻撃する瞬間を目撃している。殺意があるなら殺すことも可能だっただろう。春はる田たが倒したゾンビは元をただせば生徒なので、仲間を殺害したとも解釈できる。

　プレイヤーキルをしない米よね原はらや桐きり井いからしてみれば、意図的に味方を攻撃するという発想など出てこない。だから、連続変死の犯人が誰だったのかは不明だが、少なくとも二人は春はる田たと上うえ野のを疑うことはなかった。

　春はる田た美み智ち雄おは能力を用いて仲間に危害を加えたことがあったし、後輩の男子生徒に高圧的に接してきたから、男子からの評価は悪い。だが、いくつかの凶行が証言されていく中でも、彼を庇かばう証言はある。

　山やま中なか百ゆ合りは「ＲＰＧで睡眠や混乱状態から回復させるために味方を攻撃することありますよね。春はる田た先輩も、何かそういう事情があったんじゃないですか」と指摘する。

　彼女が春はる田たを庇かばう理由には、後ろめたさがあるのだろう。

　春はる田たが状態異常の味方による被害を抑えるために、仕方なく仲間を攻撃していたのなら、その状態異常を回復させることに最も適していたのは、山やま中なかだったのだ。

　山やま中なかはパステル☆キャットという魔法少女に変身し、必殺技パステル☆ヒーリングを使えば、あらゆる状態異常を元に戻すことができる。

　山やま中なかは生存者全員にパステル☆ヒーリングを使用すればさまざまな問題を解決させられただろう。紛れこんでいたかもしれない第三者を排除し、何かしらの魔術やスキルの影響下にあった者を回復させられただろう。

　だが、山やま中なかは、いや、全体を指揮していた西にし田だ舞ま衣いは仲間を試すことはしなかった。させなかった。子供達たちが善良であることを信じて疑わなかった。

　西にし田だが、善良ではないと疑っていたのは、むしろ、自分自身であった。西にし田だは一ヶ月の地下生活と旅の中で赤石あかしから手助けされる度に、自分に芽生えだした感情を醜いと感じ、誰にも相談できずに苦しむことになる。

　かつて西にし田だは、赤石あかしの告白を断った。

　しかし、異世界で赤石あかしは大人の姿になって現れ、何度も西にし田だを救う。辛つらい状況でいつも手を差し伸べてくれた。

　武装した春はる田たと軍人の米よね原はらが対立するような、割って入るのに躊ちゆう躇ちよする状況では、赤石あかしが代わりに仲裁に乗りだしてくれた。西にし田だ一人だけでは恐怖で足が竦すくんでいたかもしれない。気け圧おされて倒れそうになるとき、いつの間にか赤石あかしが傍かたわらに立っていた。

　時に倒れないように支えてくれ、時に前に立ち庇かばってくれる。けど、けして強く主張はせずに西にし田だの立場を慮おもんぱかってくれる。

　西にし田だは教師とはいえ、まだ二十代前半。強い異性に護まもられたいという感情がないかといえば、噓うそになってしまう。異世界で西にし田だが見たのは頼りになる大人の背中であった。

　西にし田だは、赤石あかしに惹ひかれていたことを自覚し、教師であるが故に、その感情を否定した。




　　　　＊




　二十一時。

　星明かりのみ。闇夜に慣れれば三メートル先くらいは見える。

　ストレスによる疲弊が限界に達しつつあり、死への恐怖に怯おびえて神経をすり減らし、彼かれ等らの人間関係は奇妙に歪ゆがんでいった。

　不寝番をしていた米よね原はらが、春はる田たが一人の女子を連れてこっそりと野営地を離れていくのに気づく。

「サーマルセンサーで警戒していたから。たまにバラエティ番組とかでも出ますよね、人がオレンジとか赤色とかで映るやつ。ああいうふうに見えていたから、女子が誰かは分からなかった。チーレム先輩は剣の鞘さやとか防具の温度が低いから、輪郭で特定できた。初めは、連続殺人の犯人はチーレム先輩だったのかと思った。桐きり井いを起こして、ハンドガンを装備して、こっそり様子を窺うかがったら、二人は野営地から離れた茂みの中で、よろしくやっていた。チーレム先輩、興奮しすぎ。体温の高いところがくっきり映るから、笑えた」

　昼間の移動中に春はる田たは女子生徒を慰めていた。その延長線だろう。

「チーレム先輩は下心があったんだと思うし、女子は俺おれ達たちの中で一番強かったチーレム先輩に取り入れば安全だろうし、そういう打算の関係じゃねえの？　当時は思いもしなかったけど、今なら、皿うどん（帆ほ谷だにのこと。髪質が由来の渾あだ名な）の『人じん狼ろうゲーム』の効果でチーレム先輩が『用心棒』になって、あの女子を護まもっていたって可能性もあるように思えるなあ。……チーレムグループは、まあ、良くも悪くもアイツを中心にして纏まとまっていたんだと思う」

　米よね原はらは他にも夜の出来事を見ている。

「ルナルシャが悪夢を見て泣いてたね。あの子、家族か姉妹か知らないけど、目の前で仲間を殺されているでしょ？　それにさ、先生や女子連中はルナルシャを保護しているつもりかもしれないけど、誘拐だろ？　連れていかない方がよかったんじゃないかな。昼間は元気だけど夜は泣いてた。比ひ古こ先輩や鳥とり巣す達たちが慰めてたね。フリーダムランドの人ひと達たちは、自分より弱い幼い子を護まもるみたいな責任感？　義務感？　みたいなので結束していた感じ？　んで、ルナルシャはようやく寝付いたかと思うと、札束の山が出現するタイミングで目を覚ますな。俺等よりも鼻が利きくらしく、どうもインクの臭いが駄目だったらしい」

　多くの生徒は、ルナルシャが常に元気でムードメーカーだったと証言しているが、それは一面に過ぎなかったようだ。

「二年の特進コースの連中は、何かよく分からんけど仲良かった。俺等みたいにダチ同士でつるんでいるっていうよりも、結束の強いクラスメイトって感じかな？　一人一人はそんなに仲良くなかったと思う。けど、特進コースっていう枠組みの中できっちり納まっていたっていうか。あいつ等、戦力的には無力でしょ。でもさ、怯おびえた様子がないというか、チーレム先輩にもきっちり対立意見を言うときあったな。『何なんだろうな。あの自信』って不思議に思ってた。つか、あいつ等、戦力を隠してんじゃねーよ……」

　二年特進コースは地下生活の最中に互いの夢の効果を細かく確認しあっている。だから彼かれ等らは、春はる田たが暴力に訴えてきたとしても対抗できると踏んでいた。彼かれ等らは最後まで、その切り札となる夢を温存し続けた。戦闘能力を有する夢の持ち主はいないように見えるが、破壊力に関して言えば、軍人や魔法剣士を遥はるかに凌しのいでいた。

　米よね原はらの観察から、グループごとの纏まとまっていた理由が見えてくる。意外なことに、最も結束が弱かったと指摘するのは教師グループだ。

「こいつら自身は多分『自じ分ぶん達たちは纏まとまっていた』ってインタビューで言っているでしょ？　正解？　でも、なんつうか、バラバラだった。学年も科もバラバラだし、中心人物がいないし、寄せ集めって感じだった。西にし田だ先生は全員とそれなりに会話するけど、赤石あかし先輩が話すのはパツキン先輩か遠えん藤どうだし。西にし田だ妹が話すのは先生くらいでしょ？　徹夜（山やま中なかのこと）は宮みや間ま以外と喋しやべっているところ、ほとんど見ねえし。つか、俺と龍りゆう太た郎ろうのどっちが攻めでどっちが受けとか、そういう会話すんなよ……。聞こえているし、意味分かるんだよ……」

　米よね原はらは夜中に眠れなかったからこそ、見えるものがあったようだ。
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　二〇一八年五月二十一日（月曜日）。旅の開始から四日目。

　六時。

　新たな死体が誰か、消去法で特定する必要はなかった。両腕両足の関節を曲げて作った、小さな囲いの中に頭部が置いてあった。胴体は見つからない。二年一組普通科特進コース黒くろ田だ俊とし喜き。『VVikipediaに載る』という夢は、犠牲者一覧に載り、実現している。

　クラスメイトの木き野の宗そう佑すけが「お前らだろ！」怒りを隠さずに春はる田た派の二年に詰め寄る。特進コースの生徒が連続して標的になっているのだから、同学年の普通コースによる犯行と推測したのだ。

　しかし、普通コースの新にい山やまと佐さ伯えきも亡なくなっているのだから、濡ぬれ衣ぎぬだと抗論する。

　春はる田た派と二年特進コースは互いに相手を犯人だと断定し、対立は決定的になる。西にし田だが仲裁を試みるが、聞く耳を持たない。西にし田だは不寝番を務めたというのに、犯行に気づかなかったのだから説得力はない。

　赤石あかしが西にし田だをフォローするが、やはり誰も聞く耳を持たない。赤石あかしは遠えん藤どうと交代で夜中に起きていたが凶行に気づけなかったのだから、やはり、その言葉に信頼性はなかったのだ。

　同様に、米よね原はらや桐きり井いも夜間に見回りをしているが、死体には気づけなかったのだから、何かしらのスキルや、夢の効果による殺人であると推測するしかない。

　春はる田たや上うえ野ののスキルなら他の全員を眠らせてから犯行におよぶことができるし、痕跡を隠すこともできる。だから、春はる田た派が結託して犯行におよんでいるのではないかと、二年特進コースは春はる田た派を追及する。

　春はる田たや上うえ野のは40名近い人間と10頭を超える動物の全てに気づかれないようにするスキルや魔術は存在しないと主張するが、証明する手段はない。

　迂う闊かつな発言をすれば飛び火しかねないので、他グループの生徒は沈黙した。

　吉よし沢ざわ芹せり夏かだけは周囲の喧けん騒そうを気にした様子もなく、変わり果てた黒くろ田だの姿を観察し続けた。そして、顎に手を当て、しばらく考えこんでから口を開く。

「『検視官』でもいれば黒くろ田だ俊とし喜きが死んだ時刻を特定できるんだが、ね……。死後硬直はしていないようだし血も乾いていない。素人しろうと目めでは、今まさに死んだようにしか見えない。……飛び降りた駿河するが戒かいを除外すれば、男子生徒では初の犠牲者か。彼の前は、二年の女子生徒が犠牲になっていた。犯人像は、そうだね……。成績優秀な生徒に対して劣等感を抱いている者……。たとえば、二年普通コースの冴さえない男子はどうだろう」

『名探偵』の効果なのか、吉よし沢ざわの声は、衝突している最中の生徒達たちにまで届いた。

「二年十一組、帆ほ谷だに裕ゆう真ま。私が推理する犯人像に最も合致するのは君だ。君の夢は『公務員』だそうだが、噓うそを言っているのではないか」

　帆ほ谷だに裕ゆう真まが『人じん狼ろうゲーム』という夢を偽り『公務員』と告げていたのは事実だ。だが、帆ほ谷だには「偽っていない」と、吉よし沢ざわの言葉を否定する。

「俺じゃない！　俺にそんなことをする力はない！　お前だろ！　お前がやったんだ。それで俺に罪をなすりつけようとしているんだろ！」

「私には動機がない。帆ほ谷だに裕ゆう真ま。聞くところによると君は、中等部時代に林はやし里り香かや黒くろ田だ俊とし喜きと同じクラスだったようだね」

　卒業文集を見る限り、事実だ。

「君は、彼かれ等らに苛いじめられていた。まあ、当の黒くろ田だ俊とし喜きに苛いじめているつもりはなかったようだがね。中学時代のクラスメイト達たちは君を無視していたわけじゃない。ただ単に君という陰キャに、これっぽっちも興味がなかっただけだ。それを君は勝手に苛いじめられていると思いこんだ。そして、復ふく讐しゆうを誓った……というのが、私の推理だね」

　吉よし沢ざわは『名探偵』として旅の道中で生徒達たちから聞きこみをしていた。

　無実を主張し、帆ほ谷だにが叫びながら吉よし沢ざわに摑つかみかかる。

　吉よし沢ざわは体勢を崩し、ビニールシートに置いてあった紺こん野の亜あ利り理りのバッグに頭を打つ。全員の脳裏に、佐さ伯えき陽よう香かが転倒して死亡した瞬間が過よぎった。

　バッグなら大事には至らないだろうと誰もが安あん堵どの息を漏らしかけた瞬間、目を見開く。

　吉よし沢ざわの喉からナイフが突きでていた。

　紺こん野のは『パティシエ』の夢により、ナイフを所持していたのだ。それが、偶然、吉よし沢ざわの転倒した先に置いてあり、喉に突き刺さる方向を向いていた。

「なるほど……。偶然の死すら、誰かの夢による結果か」

　吉よし沢ざわは喉からナイフを抜き取り、平然と立ち上がる。

「事前に米よね原はら誠せい次じから注射器を借りていなかったら助からなかった。偶然を装よそおって探偵を殺すつもりかな。激げき昂こうしたのは下策だよ。周囲はますます君を疑う」

　大半の者が吉よし沢ざわの言葉を信じた。それほどまでに、帆ほ谷だには取り乱していた。

「『名探偵』の推理だ。聞きたまえ。……帆ほ谷だに裕ゆう真ま、連続殺人の犯人は君だ。君の夢『公務員』は偽りだ。おそらく『デスゲーム』や『人じん狼ろうゲーム』といったところだろう。君の夢が実現した結果、毎日、強制的に１、２名が死ぬようになっている」

「違う！　違う！　俺じゃない！　俺の夢は『公務員』だ！　春はる田た先輩、信じてください。俺じゃない！」

　帆ほ谷だには泣きじゃくりながら春はる田たの足に縋すがりつく。

「誰だって、疑われたら取り乱します」とフォローしたのは西にし田だ舞ま衣い。西にし田だも、吉よし沢ざわの言葉を信じかけていた。けれど、彼女は後に述懐する。生徒を疑わない心優しい教師を演じることにより、精神の均衡を保っていたと。そして、自分に思いを寄せる赤石あかし鉄てつ規のりも、賛同してくれると期待しており、実際、そのとおりになる。

　西にし田だは、赤石あかしは今でも自分に好意を寄せていると感じ、胸が温かくなる。だが、夜になると激しい自じ己こ嫌けん悪おに襲われた。

　西にし田だは聖職者として振る舞い、同時に、異性の気を惹ひく女として振る舞っていた。過酷な状況を生き残るために、生徒の感情を利用していた。

　帰還後、合わせる顔がないと言い、西にし田だは一度も生徒の前に姿を見せていない。
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　八時。

　疑心暗鬼が悪化した状況を見かねて、桐きり井いが内部に敵がいないことを告げた。

　ゲーム兵士の仕様として、銃口を向けると、相手の頭上にＩＤが表示され、その色で敵味方を識別できると説明する。しかし、多くの者が帆ほ谷だに裕ゆう真まを疑っており、桐きり井いの言葉は直すぐには受け入れられなかった。

　二年特進コースの和わ仁に幸こう太たが「仮に君きみ達たちの言葉が真実だとしても、二人が帆ほ谷だにの共犯で、噓うそを吐いているのなら意味がない」と指摘する。

　誰の夢なら人を殺せるか、犯人探しが続く。語気も荒く言い争うが、暴力沙汰に発展しなかったのは、春はる田た美み智ち雄おが女子の視線を意識したためか「みんな、落ちついて話そう」と会話の熱を下げようとしたからだ。

　また、大声を上げて冷静さを欠いたと思われるような者のところには、空気を察したのか動物が寄っていき、撫なでろと言わんばかりに頭や胴体を、手の下に潜りこませてきたそうだ。ただし、ゴンのみは生徒達たちの大声に怯おびえて、離れた位置で休んでいた山やま田だの背後に隠れていた。

「私を撃ってください」

　争いを止めるために、西にし田だが桐きり井いに訴える。桐きり井いの説明が正しいのなら『Military Confrontation [image: ]』は味方を誤射してもダメージを与えることはできない。だから自分を撃って傷つかなければ桐きり井いは味方であり、内部に敵はいないことを証明できるという論理だ。

「駄目だ。危ない。だったら俺が」

　赤石あかしが代わりに名乗りでるが「危ない理由は何ですか？　桐きり井い君を疑っているのですか」西にし田だは譲らない。

　すると春はる田たが「桐きり井い君。僕を撃ってくれ。僕なら、一発の弾丸で死ぬことはない。傷がつかなければ、互いに信頼関係を築けるんじゃないかな」と女子にアピールする。

　桐きり井いは春はる田たの申し出を点数稼ぎだと感じたし、何かしらの手段で自らを傷つけて、罠わなにはめようとしているのではないかと疑った。

　朝の騒動を収めたのは、たまに鋭いことを言う男。

　田た中なかは、米よね原はらの鎮痛剤で体力が回復する時点で味方だと訴えた。敵なら体力は回復しないのだ。さらに、田た中なかによれば、銃撃よりも簡単に確認する方法がある。

　春はる田たが『Dungeon of Sword and Magic』のダメージ共有スキル『一いち蓮れん托たく生しよう』を使用すればいいのだ。このスキルは、自身のダメージを味方グループに分散して致命傷を避けるためのものだ。国内ベストセラーのＤｏＳａＭは、各グループに一名はプレイヤーがいたため、『一いち蓮れん托たく生しよう』なら不正はできないだろうと納得する。

　田た中なかの案は採用され、春はる田たがスキルを使用してから指に針を刺し、全員が痛みを感じ指から出血することを確認した。

　こうして、完全に不信感が拭い去られたわけではないが、一応は、全員が味方陣営に所属していることが確認された。一行に恨みを持つ何者かが、夢を悪用して外部から攻撃してきているのだと、仮想敵を設定することになる。
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　十時。

　無言の移動。

　教師グループは緩衝剤になろうと努めていたが、グループ間の交流はほとんどなかった。

　軍人グループは他グループへの関心が低く、干渉しようとしない。

　フリーダムランドは食料自給手段もあり、いざとなったら自じ分ぶん達たちだけ別行動をとろうという相談があったくらいには、他グループからの独立心と自グループ内での団結心を強めていた。

　春はる田た派と二年特進コースは互いを仮想敵として対立することにより、内部では結束しているかのように見えた。

　だが、春はる田た派内でも帆ほ谷だに裕ゆう真まに対する不信はあったし、上うえ野のの春はる田たに対する態度が硬化しつつあることを感じている者もいた。上うえ野のは春はる田たから名前を呼ばれているのに、聞こえていないのか、返事をしないことが何度かあったそうだ。旅によるストレスが溜たまって不機嫌になっていたか、本当に聞こえなかっただけだろうと誰もが深くは気にしない。

　川かわ上かみみのりは「あれは爆発する前のサインだったんですね。気づけませんでした。疲れているだけだと思っていました」と証言している。

　二年特進コースは既に半数近い４名が犠牲になっていたし、春はる田た派に対する疑心暗鬼もあり、次は自分が殺されるかもしれないという恐怖もあった。移動列の最後尾に位置し、常に春はる田た派を警戒していた。

　少数ではぐれたら生きて帰れない。地図を持っている西にし田だと離れるわけにはいかない。そういった事情があるから、辛かろうじて生徒達たちは行動を共にしていた。スマートフォンで地図を撮影した者もいるが、バッテリー残量は心もとない。

　十六時。

　日没を目前にして生徒達たちの目は、タタ山だと思いこんでいる景色を映す。彼かれ等らは僅か四日で三百キロメートルを移動していた。

　体力のある男子にとっては、呆あつ気けなさを感じる距離である。

　男子は時速三十キロメートルで自転車を漕こぐので、魔法剣士や軍人のみだったら、二日で移動可能だ。時速十五キロメートルの女子生徒にあわせて休憩を入れたため、四日かかった。

　生存者達たちが翌日の移動を加えて、計五日間でカカ山の麓に到達したことに関して、一部の犠牲者遺族が「生徒会は旅に出ず、一ヶ月も地下に生徒達たちを拘束していた。早々に旅に出ていれば、犠牲はなかった」と批判している。あまりにも見当違いと言わざるをえない。

　前述したように国境大河の支流は増水のため、転移後一ヶ月間は渡河不能であった。異世界の地下に転移していた自転車の総数は二百。一千名が移動するのなら、徒歩にペースをあわせなければならない。旅の時期を早めていたとしたら、自転車を担かついで河を渡ることも困難だっただろう。

　また、一千人の食料を確保する必要があるし、モンスター等などの脅威にも対応が要る。45人の旅と一千人の旅は同列で語れるものではない。

　生徒達たちの旅は三日後に終わるのだが、それは、本来のゴールではなかったのだろうか。彼かれ等らの旅が、ゲーム系の夢の影響を受けていたと仮定するのなら、シナリオが分岐してカカ山に向かいバッドエンドを迎えたのではないだろうか。

　恐怖心と猜さい疑ぎ心しんにさいなまれ続けてきた彼かれ等らにとって、森の先に薄らと浮かびあがる雄ゆう峰ほうは希望の光景になりえただろうか。

　実際に彼かれ等らが目にしたのは、タタ山ではなくカカ山だ。粗悪な地図を入手していたため、目的地からは三百キロメートル以上も離れている。

　カカ山は五百年前に噴火し、周囲一帯をマグマで焼き払った。その後、冷えて固まった溶岩の上に苔こけが付着し、草が生え水を蓄えられるようになり、森が生まれた。人間の尺度で測れば、五百年もかけて出来上がった古い森だ。

　だが、そこに住まう寿命数百年のエルフからしてみれば、若い森であった。森より長寿のエルフもいただろう。なぜ、エルフは噴火の怖おそれがあるカカ山の麓ふもとに移住したのだろうか。

　それは、異世界における人類とエルフとの対立の結果であった。

　異世界の騎士は剣を携え、甲かつ冑ちゆうを纏まとっている。街には木製の家屋が並び、ガラス窓がはめられている。木造の家を建築するために森を切り開いたことは想像に容易たやすい。

　金属製の武具やガラスは、どのように作るのだろうか。シンプルに言えば、どちらも原料を大量の火で熱して加工している。火は、火種や魔法があれば点火できるだろう。では、何を燃やすのだろうか。大量の木だ。

　武具やガラスの工場は森の付近に作られる。木々を伐採し炉にくべるのだから、森から離れる理由はない。

　人類は農地や住居を構える土地を得るために、森を切り開いた。そして、道具を加工するための燃料として、さらに森から木々を得る。

　都市は森のあるところで栄え、そして、森を破壊する。人類が文明を栄えさせ版はん図とを広げることは、エルフの住すみ処かを奪うことと同義であった。そして、それは人類とエルフの戦争の歴史でもある。

　両者は共存できない。

　折おり口ぐち高校が転移した異世界は「変わり者のエルフが冒険者になって人間を手助けしてくれる」世界ではなかった。人間に恋人を殺されたエルフ族の少年が、人類を滅ぼそうとする『キラークエストⅩ』の世界観であった。『キラークエストⅩ』は序盤の森でエルフが、ラストダンジョンではハイエルフが敵として登場する。

　折おり口ぐち高校の旅でも、エルフは敵として、唐突にエンカウントした。







[image: 四章：裏切り]







　二〇一八年五月二十一日（月曜日）。

　十八時。

　生徒達たちは、味方が攻撃してくる可能性も考慮していた。だが、集団行動をするには、外部の攻撃の可能性が高いと思いこまざるをえなかった。そのため、関係が改善されたわけではないが、前日よりは就寝する際にグループ間の距離は近かった。彼かれ等らは信頼しあっているポーズをとった。

「結局、絶対に犯人じゃないと思えるのは……。いや、違うな。犯人だったとしても俺が味方するのは、クレアと西にし田だ先生だけだった。だから、疑いだしたら全員が怪しい。教師グループだけ別行動をとったとしても、その中に敵がいたら？　みたいなことを考えだすと、結局、敵はいないと思いこんで全員が一緒に行動するしかなかった」

「そだねー。『殺人犯がいる場所で寝ていられるか！』なんて言って離れていく人はいなかったね。一人になる方が危険だっただろうし。私は、私わたし達たちの中に殺人犯がいたとしても、やっぱり一人でいるより、テッキと一緒にいる方が安心できたかな。『犯人だったとしても、何か事情があったに違いないから、私は味方する』と言いきれるのはテッキしかいなかったかな」

　全てのグループで、誰か一人は起きていて、交代で見張りをしていた。紐ひもで互いの手首を繫つないだり、手を繫つないだり抱きあって寝る者もいる。
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　二〇一八年五月二十二日（火曜日）。

　〇時。

　金かね森もりの夢により４ｔトラックほどの大きさに積まれた札束の山が出現する。

　汐しお見み奈な菜なと見張りを交代した川かわ上かみみのりは、札束の山によじ登った。現実世界では一生お目にかかれないような大金なのだから、たとえ異世界にいたとしても、好奇心はある。

　川かわ上かみは札束の上から就寝中の生徒を見下ろす。ストレスが溜たまっていたのか、大金を尻の下に敷いて優越感があったのか、夢の影響があったのかは本人でも分かっていないが、川かわ上かみはおもむろに札束を摑つかみ、就寝中の生徒に向かって投げつけた。

「あははっ……。あー、その話、します？　私が夜空の下で、粋いきに暴れまわっていたって話、します？　ほんとに？　してもいいんですけどね、川かわ上かみトーク。フリーダムな感じで、ゆるゆると。いや、ほんと、どうかしていたんですよ、ほんと、ほんと。私の夢『レンガ職人』なんですよねー。イソップ童話の『３人のレンガ職人』って知っています？　自分が何を造っているのかも知らずに嫌々レンガを積むだけの職人と、壁を造っていることを意識して家族を養うためにレンガを積む職人。そして、歴史に残る建造物を建てるという目的意識をもって頑張る職人。……私は、最後の職人になりたかったんです」

『３人のレンガ職人』はビジネス界かい隈わいでよく引用される寓ぐう話わだ。ただ漫然と働くのではなく、自身の役割と目的を明確にし、仕事に生きがいを感じて社会貢献しなさいという教えだ。

「札束って、一回り小さいレンガなんだなって気づいたら、もしかして私の夢って、これで何かできるんじゃないかなって…。ほんと、あのときはどうかしていました。他に、方法はあったと思うんですけどね。……でも、確かに、〇時過ぎの時点で、全員、生きていました」

　川かわ上かみは札束を手にし、眠っている神じん清きよ美みに投げつけた。神じんは目を覚まさなかったが、顔をしかめて寝返りをうつ。川かわ上かみはまた札束を手にし、紺こん野の亜あ利り理りに投げつけた。紺こん野のは「うーん」と呻うめき声ごえを上げる。

　右で札束を摑つかんで投げたら、左手で札束を摑つかんで投げ、交互に次々と就寝中の生徒にぶつけていく。同じく不寝番をしていた桐きり井いは川かわ上かみの行為を目撃しており「高い位置から振りかぶって左右交互に投げている様子が、ゲームのドンキーコングみたいだったな……」と言葉を失う。

　桐きり井いは川かわ上かみの気が狂ふれてしまったのかと思い、止めようとしたが、よくよく見てみれば生存確認をしていることに気づく。

「途中で、生徒の反応を窺うかがっていることは分かった。だから放置した。だが……。なぜか俺もぶつけられた。目が合った……。星明かりを背にして高いところから見下ろしてくる幻想的な光景だった……。シチュエーションさえ違えば惚ほれていたかもしれん。だが、また投げられた。札束が俺のギリースーツにスポッと刺さったのがウケたのか、急にひっくり返って足をバタバタさせながら笑いだして怖かった……」

　川かわ上かみの札束投げにより、少なくとも〇時には全員が生存していたことが明らかになる。生存確認が終わると、川かわ上かみはとり憑つかれたように札束を並べ替えていく。川かわ上かみは一時間に一度くらいの頻度で睡眠中の生徒に札束を投げつけ、反応を窺うかがったそうだ。

「あははっ……。生存確認したことになってます？　アレ、創作が行き詰まったとき、よっ、はっ、ほっ、と気分転換に投げていただけなんですけどね」

　睡眠が浅くて目が覚めてしまった生徒は迷惑に感じていたが、川かわ上かみの行為が功を奏したのか、翌朝、新たな死者はでなかった。

　六時。

　生徒達たちは互いの無事を確認し、西にし田だが点呼をとり、全員が生きていると分かった。

　安あん堵どして気が緩むと、ある者は自分の周りに落ちた札束に気づいてうんざりし、また、ある者はなぜか枕元にある札束を訝いぶかしみ、そして、いつの間にかできていた六メートル（約二十五分の一スケール）のケルン大聖堂を見て、製作者の意図が分からずに困惑した。大聖堂の下には満ち足りた笑顔で寝息を立てる川かわ上かみ。

　最後までバッテリーが残っていた伊い出で知ち瀬せがケルン大聖堂の写真を撮っている。歴史に残るかは不明だが、事件後に伊い出でがＳＮＳで呟つぶやき、二十万の『いいね』を集めている。伊い出でのスマートフォンが最後まで電池切れしなかったのは『スマホほしい』という夢の効果かもしれない。他にも異世界の地図や森の写真を彼女は日本に持ち帰っている。

　なお、『３人のレンガ職人』というイソップ童話は実在しない。インターネット検索すると、様々なビジネス関係サイトで引用されているのだから、一見すると実在の童話のように思える。だが、これはある中学校の校長先生が生徒指導の一環として語った内容を、後に卒業生がイソップ童話だと勘違いして広めてしまったものではないかといわれている。話に含まれた教訓が、ビジネス界かい隈わいでウケてしまったため広まってしまったのだろう。

　八時。

　ケルン大聖堂を崩すのに気が引けたため、生徒達たちは周りに投げられていた札束を集め、それに火をつけて、魚を焼いて朝食にする。お湯を沸かし、穴をあけたペットボトルに入れて簡易シャワーを浴びる。生徒全員が一生遊んで暮らせるような大金でも、異世界では食事やシャワーのために使える可燃物という扱いだ。

　追跡者を警戒したため、最終的にケルン大聖堂は焼却処分することになった。田た中なかが燃やし、上うえ野のの風魔法で灰を飛ばした。

「紙幣は燃やしても犯罪じゃないんですよ。紙だから。でも、一円とか十円とかの硬貨は、使っている金属が貨幣の価値よりも高いから破壊すると犯罪なんです。溶かして金属として使おうとするヤツが出るといかんし」

　異世界で札束の山を焼いたのは犯罪ではないと、金かね森もり正まさ信のぶは言う。

「まあ、犯罪かどうかってのは、異世界でのことだから、実際は気分の問題なんですけどね。硬貨は穴を掘って埋めようってことになって……」

「正まさだけはこっそり札束を服のポケットに隠し持っていたけどね」

「今はその話はどうでもいいだろ。ここで重要なのは、投げられた札束の一つが、九十九万九千と六百五十円になっていたってこと。札束を数えたわけじゃないけど、間違いなく、一万円札が一枚減っていたはず」

「まったく、とんでもない守銭奴だ。よくそんな発想が出てくるよ」

「この日、死者が出なかったんじゃない。多分、春はる田た先輩が死んでいた。けど、俺の夢が、殺人を防いでいたんだ。帆ほ谷だに先輩が『人じん狼ろうゲーム』の人じん狼ろう。前日に吉よし沢ざわ先輩に疑惑をかけられたとき、帆ほ谷だに先輩は庇かばってもらえなかった。だから逆恨みをして春はる田た先輩を殺そうとしたんだ。色んな推測があるみたいだけど、俺は、吉よし沢ざわ先輩の推理どおり、連続殺人の犯人は帆ほ谷だに先輩だったと思う」

　異世界で金かね森もりは伊だ達てにだけ、奇妙な金額の減少を伝えた。そしてある仮説を立て、少なくとも、金かね森もりの夢が春はる田たの命を救っていたことを、翌日に実証する。

　それにより大勢が変わるわけではない。けれど、金かね森もりの気づきがなければ、彼かれ等らは全滅していたかもしれない。
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　十三時。

　生徒達たちはカカ山の麓ふもとに広がる森の手前まで到達し、無人の街を発見した。数十年、もしくは数百年前に放棄されたらしく、生活臭はしない。戦争に巻きこまれたらしく、どの建物も屋根や壁が崩れており、乾いた風が吹き抜けていく。

　登山経験のある二年二組普通科特進コース理系の大おお宮みや新あらたが、準備もなしに登山することは不可能だと主張した。そして、鳥とり巣すが上空から森や山を偵察し、見つけたルートで移動可能かを少数で検証することになり、それには慎重を期して数日をかけることにした。

　野宿よりはマシだろうということで、廃はい墟きよの街で比較的原形を留とどめている建物を探し、生徒達たちはグループごとに休息をとる。登頂ルートを見つけるまでの間、拠点にするつもりだった。鳥とり巣すがエルフの集落に気づけなかったのは、森全体に認識を阻害する魔術がかかっていたのかもしれない。

　日中、打ち捨てられていた家具や食器を選別し、それなりの住環境を築く。地下校舎の生活よりも、道具は充実しているほどだ。日本に帰る手段が見つからなければ、廃はい墟きよの街に住むのも悪くはないという意見が出る。

　十六時。

　鳥とり巣すの偵察では登山に適したルートは見つからなかった。廃はい墟きよの捜索中に、定期的に山の様子を気にしていた大おお宮みやが、常に北風があったことと山に薄らと雲がかかっていたことを観察している。冷えた空気中の水分が、霧や雲になっているのだ。視界は悪いし、降雨も予想される。大おお宮みやの意見を受け、西にし田だは数日かけて迂う回かいしてでも南方から登る方が安全だと判断した。翌日は南方に移動することが決定した。

　十八時。

　翌日の移動に備えて就寝する。風雨を凌しのげることを喜んでいる場合ではなかった。

　彼かれ等らは、エルフによって滅ぼされた街を仮の宿にしていたのだ。サングアーレン皇国の領内ではあったが、わざわざエルフの支配圏に近づく人類はいない。

　異世界人にとって森は異界である。我々地球人が彼らの世界に対して抱いている得体の知れなさと似た印象だろうか。航空写真はおろか、ろくな地図もないのだから森の広さも分からない。深い森の奥へと続く闇がいったい、どこへ通じているのか、誰も知らないのだ。

　かつて森は、自じ分ぶん達たちとは異なる者の住すみ処かに繫つながっていると信じられていた。

　しかし人類は農地や燃料を求め、森を切り開いていった。異世界ではまさに、禁忌の地に人類が踏み入れだした時代であった。そしてそれは、そこに住まう者にとっては許容せざることである。

　残りが心こころ許もとなくなってきた備蓄食料を取っていた頃、既にエルフは生徒達たちの接近に気づいていただろう。生徒達たちは知り得ないことだが、五月二十日時点で国境の大河は、大軍が渡河可能なまでに水量が減っていた。そして、サングアーレン皇国は進軍を再開していた。

　サングアーレン皇国の軍隊は三ヶ所の渡河点から国境大河を越え、ガルファガス王国へと攻め入ろうとしていた。エルフはこのうち、北ほつ方ぽう侵略軍の背面を討つべく、部隊を編成していた。エルフがガルファガス王国と何かしらの密約があり与くみしていたのかは不明だ。

　中央の渡河点では既に戦端が開かれており、その様子は久く瀬ぜ一はじめ著『実録！　狼おおかみ男おとこに転生した俺の異世界チーレム日記』に記されている。チーレム日記の記載は、戦争が起きていたことや時期など、生存者達たちの証言と符合する部分が多い。一方で、チーレム日記は事件の解決から半年が過ぎた現在も続編が刊行されている。

　久く瀬ぜが日本に帰還して執筆しているのなら、その物語は途中からフィクションになっているのだから、一部の記述は信しん憑ぴよう性せいが低い。
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　十九時。

　教師グループで不寝番をしていた西にし田だ舞ま衣いが、外から不審な音が聞こえてくることに気づいた。西にし田だは妹の萌め生いを起こし、音のする方へ向かう。暗くてハッキリしなかったが、路上に人が倒れているようだった。警戒しながら近づくと、口をテープで覆われ、両手足を縛られた帆ほ谷だに裕ゆう真まであった。

「お姉ちゃんが帆ほ谷だに先輩を助けようとしたとき、私、止めたんだよね。大だい輝き君か赤石あかし先輩を連れてくるって。だって、私も帆ほ谷だに先輩を疑っていたし、縛られているフリをして近づいた人を殺しているのかもって思っちゃったし……」

　萌め生いの懸け念ねんを気にも留とめず、西にし田だは帆ほ谷だにを解放した。話を聞いてみれば、前日も同様に口と両手足を拘束されていたそうだ。帆ほ谷だにを拘束しておいたら犠牲者が出なかったので、再び拘束されたのだ。

「お姉ちゃんは帆ほ谷だに先輩に同情していたし、拘束した人に対して怒っていたかな。でも私は、やっぱ、帆ほ谷だに先輩を拘束したから今朝は人が死ななかったんだし、この人が犯人だって思った。でも、襲われたら怖いから、言えなかった……」

　西にし田だは帆ほ谷だにから身体からだの自由を奪った者の責任を追及しようとした。しかし、当の帆ほ谷だにが誰に拘束されたのかを認識していない。気づいたら両手足が不自由な状態で、路上に放置されていたのだ。西にし田だは近くに有った建物に入り、帆ほ谷だにから詳しく話を聞いた。

「私は帆ほ谷だに先輩のことをあまり信じていなかったら、近くに有った棒を拾って、絶対に背中を見せないように、警戒してました。結局、危ないことはなかったから、疑ったのは悪かったかな……」

　帆ほ谷だには旅の初日に夢を『公務員』と告げたが実際は『人じん狼ろうゲーム』だったことを明かす。そして『自分は殺していないし、殺す能力がないから無実だ』と訴えた。人じん狼ろうゲームのルールを知らない西にし田だは帆ほ谷だにから詳細を聞いたうえで、対処方法が分からずに途方に暮れた。

「帆ほ谷だに先輩は、自分は狼おおかみじゃないから誰も殺していないって言っていた。狼おおかみ役やくの人がいるって言ってた……。けど、結局、誰が狼おおかみだったんです？」

「んー。自覚がないだけで、やっぱ、帆ほ谷だに先輩だったんじゃないっすか？　翌日も不審死はなかったし。それか、前日に不審死した黒くろ田だ先輩。あの人が狼おおかみだったけど、春はる田た先輩か上うえ野の先輩が何かしたとか」

「でもでも、黒くろ田だ先輩が亡なくなった四日目は、人じん狼ろうゲームのこと、帆ほ谷だに先輩しか知らなかったんだよ？　誰も、狼おおかみをやっつけちゃおうとはしないでしょ？」

　結局、狼おおかみが誰だったのかは不明だ。誰にも気づかれることなく犯行におよぶのは『人じん狼ろうゲーム』の効果や、フッジ教の呪いによる影響で説明がつくかもしれない。だが、人体の一部を消滅させることが可能な人物となると限られてくる。

　ゲーム系魔法剣士の春はる田た美み智ち雄おと上うえ野の弘ひろ之ゆき。

　体力は回復していたが、諸事情により変身できなかったとされている、ピュアタンポポの高たか橋はし裕ゆ美み。

　そして、夢の効果を隠し続けていた木き野の宗そう佑すけ。

　果たして、四人の中に狼おおかみがいたのだろうか。木き野のしか帰還しておらず、当人は「もちろん俺じゃない」と否定する。

「確かに、俺の能力なら腕や胴体を消しとばすことは可能だった。けど、仮に操られていて、無意識のうちにやったとしても、俺がやっていたら断面に痕跡が残っていたはず」

　確かに木き野のの能力では、痕跡が残るだろう。

　いったい、誰が狼おおかみだったのか。真相を知ろうとする生存者は少ない。

「こんなこと、思うだけでもいけないって分かっているけど……。異世界で起きた不幸なことは全部、帰ってこれなかったやつのせいであってほしいってのが、正直な気持ちです」

「そだねー。私はテッキを疑わない。でも他の人のことも同じくらい信じることができるかっていうと、ノーだし。でも、一応、皆の顔も名前も覚えちゃったしさ……。疑いたくないのよね。芹せり夏かなら『それで気が晴れるなら、全て私のせいにしたまえ』みたいに言うかな……。あの子、結局、学校に在籍した記録がないんでしょ？　だったら、恨まれ役になってもらおっかな。胸とかお尻とかいっぱい触られたし」

　恨まれ役になってほしいと言いつつも、クレアの表情や言葉には陰湿なところはなく、朗らかだ。
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　二〇一八年五月二十三日（水曜日）。

　六時。

　グループ毎ごとに異なる建物で就寝していたため、点呼に若干の時間を要するが、全員が無事だと確認できた。西にし田だが前日のことを春はる田た派に追及しようとしたが、先に動いたのは春はる田ただ。春はる田たは帆ほ谷だにの姿を認めると駆け寄り「急にいなくなって心配したぞ」と肩を抱く。

　山やま中なかや宮みや間まなど一部の者は、春はる田たの笑顔を、本心から零こぼれた安あん堵どの表情だと感じている。一方で春はる田たに否定的な男子は、明らかに前日に帆ほ谷だにを拘束したのは春はる田ただと感じた。米よね原はらや桐きり井いは「追及されるのを防ぐために、好人物を演じているだけの信用ならないヤツ」と断ずる。

　帆ほ谷だには誰に拘束されたのか記憶がないと言うが、何者かに意識を奪われていたのか記憶を消されたのか、それとも報復を恐れて口を閉ざしたのかは分からない。

　睡眠魔術が可能な春はる田たか上うえ野のによる凶行の可能性が高いが、二人とも身に覚えがないと言明している。結局、生徒の言葉を信じる優しい教師を演じていた西にし田だは、誰が帆ほ谷だにを縛ったのか追及することができなくなってしまう。

　旅の六日目にして、最も精神的に破綻をきたしていたのは西にし田だかもしれない。既に自分の価値観で判断することができずに、むやみやたらに他人の言葉に縋すがるようになっていた。彼女は旅の間、唯一の教師としてずっと責任感に襲われ続けていた。

　そして何よりも、なぜ教師は自分だけが生きているのかという疑問に直面していた。異世界に転移した直後、新任教師が３名残っただけ。これには何か意味があるのか。初めは『英語教師』という夢が、生徒思いの優しい先生を演じさせるために、自分だけを生かしたのだろうかと思った。

　一ヶ月の地下生活を経て、校舎が崩壊した後、生き残った教師は自分だけ。生徒達たちの強烈な夢の効果を目まの当あたりにしながら旅を続けるうち、次第に西にし田だは、自分の夢に無力感を抱く。そして、自分は他人の夢によって生かされているのではないかと、思うようになっていく。

　赤石あかし鉄てつ規のりの夢は『大人になりたい』だ。かつて自分が「年下は恋愛対象外」と交際を断った、年下の教え子。自分は、大人になった赤石あかしの、交際相手になるという役割を与えられているのではないか。多くの教師が姿を消してしまったのに、自分だけが残ったのは、赤石あかしの夢によって生かされているからではないか。

　もし、赤石あかしに嫌われてしまったら、役割を失った自分の命は尽きてしまうのではないか。連続する不審死は、旅の中で役割を失っていった結果ではないだろうか。

　西にし田だは答えの出ない難問に苦悩し続けた。大人の女として、大人の男に身を預けるために自分は生かされているのではないか……。

　八時。

　朝食を取り終えて、カカ山の南方に向かって移動を開始した道中で、不幸な誤解が生まれる。西にし田だの運転する車両には、吉よし沢ざわ芹せり夏かが同乗していた。

「西にし田だ先生。貴方あなたは、日本に帰れる条件を知っていますか。全員の夢が叶かなうか、諦めるか……。それが元の世界に戻る条件。全員の夢が終焉を迎えたとき、全ての夢が無効化される」

　山やま田だも同乗していたが、単なる物忘れか、吉よし沢ざわの発言を記憶していない。

「吉よし沢ざわさん、それは貴方あなたの推理？」

「いいや。『名探偵』の調査結果だよ。我々が日本に帰れないということは、未まだ夢が叶かなっていない者や、幼い日の夢を諦めきれない者がいるということだ。西にし田だ先生。大人として、教師として……。貴方あなたが生徒達たちに夢を諦めるように説得すればいい。そうすれば全員、日本に帰ることができる」

「夢を諦めるように説得するなんて、そんな残酷なことはできない……」

「ならば、この世界を望んでいる夢の持ち主が死ぬまで旅は終わらないな。異世界での物語を望んでいるのは、疑いようもなく春はる田た美み智ち雄おと上うえ野の弘ひろ之ゆきだ。異世界の水準でも高い力量を誇るであろう二人の死は、容易には訪れないぞ」

　西にし田だは吉よし沢ざわの発言に不穏なものを感じたが、努めて穏やかに返す。

「そうね。でも、ファンタジーの騎士になってしまうような二人に、夢を諦めさせることも、容易じゃないと思うけどね。……子供は、そう簡単に夢を諦めてくれないから。タタにお願いして日本に帰してもらいましょう」
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　会話はここで終わった。しかし西にし田だは吉よし沢ざわとの会話で、思い至ってしまう。

　年齢差を理由に交際を断ったことが原因で、赤石あかし鉄てつ規のりが『大人になりたい』という夢を願ったのなら、それを諦めさせないと日本には帰れない。しかし、勘違いかもしれない。「私のことを好きでそんな夢を書いたのなら、諦めろ」なんて、自意識過剰のようで言えるわけがない。

　それに、夢を成じよう就じゆさせる必要があった場合。私は赤石あかしの思いに応えることができるのだろうか。

　九時。

　休憩時間に西にし田だは仮眠をとり、現実と混同しかける夢を見た。

　連日の疲労で寝過ごしてしまった西にし田だを、赤石あかしが起こしにくる。寝ぼけた西にし田だは優しく言葉をかけてくる赤石あかしに身をゆだね、生徒達たちのことを忘れて、車内で愛しあった。

「良いい夢を見られましたか」

　寝起きの虚うつろな意識に、吉よし沢ざわの言葉が滑りこんでくる。

「私は夢を見ない質たちでね。夢が叶かなった世界で見る夢がいったい、どのようなものなのか、教えてはくれないか。心の奥底に眠る偽りのない思いを、ぜひ、私に覗のぞかせてくれ」
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　十時。

　折おり口ぐち高校の生徒がカカ山の南方を目指して、麓ふもとに広がる森林に近づいたとき、エルフの襲撃に遭ったのは必然であった。エルフはサングアーレン皇国北ほつ方ぽう侵略軍の背面を急襲する直前のことなので、生徒達たちが偵察部隊のように見えたのだろう。

　移動列の、前方と後方に前触れもなく半透明の巨人が現れる。人の形をした水のようであった。全長五メートルを優に超え、ファンタジー作品に登場する精霊や召喚獣を思わせる威容。巨人が腕を振るうと水の塊が一行の下へと飛んだ。

「ダムの放流みたいな勢いで水がぐわっと迫ってきた。小学校の頃に一緒に黒くろ部べダムに行ったじゃん。あれの放流って感じだよな」

「そうね。ダムの放流という例えは良いいわね。エルフ巨人の攻撃は空気を含んでいるのか、白い塊が目の前に広がっていくように見えたわ」

「俺、車運転しているじゃん？　目の前が真っ白になって、反射的に腕で目の前を覆った。上うえ野のが先頭にいて助かった。後方には春はる田たがいた。後から色々と言われている二人だけど、少なくとも俺は、二人に何度も命を救われたと思っているし、感謝している」

「二人がいなかったらみんな死んでいたのは事実よね。二人とも目を見て話さないから、あまり好きじゃないけどね」

「いや、それはお前が人と会話するときに近いし、正面から目を見るからだよ。年頃の男子なんだから恥ずかしがって当然だろ」

「そう？　テッキは平気でしょ」

「俺は付きあいが長いからだろ」

　上うえ野のは米よね原はらの鎮痛剤で体力を回復しつつ、地面を土魔術で整地する役割を担になっていたので、一行の先頭にいた。

　上うえ野のが魔術で土の壁を創りだし、波頭のごとき水を防ぐ。飛沫しぶきとなった水滴が霧のよう広がり、先頭集団の視界を奪う。

　赤石あかしはエルフの印象を次のように説明する。

「すぐに側面から10人か20人か飛びだしてきた。ぱっと見の印象は、ダンスチームかな。社交ダンスじゃなくて、デパートとか屋外イベントとかで小学生くらいの子がよく踊っている、あれ。エルフはみんな小柄で、中学生か小学校の高学年くらい。みんな小さかった。同じデザインの身軽な格好をしていて、実際、跳びはねるように動きは軽やかだった。ハイフライヤーって感じだった。不ま味ずいと思ってバットを取って、車から外に出た」

　バットというのは、道中で拾った木の棒のことだ。毎晩死者がでていたため、護身用の武器にするために携帯していた。

「エルフは素手なんだけど手の周りに、渦巻きができていて、それでバットが弾はじかれた。俺はともかく、野球の選手になっていた大だい輝きのフルスイングまで弾いていたから、かなり強力な魔術だと思う。ただ、まあ、相手は小柄だし、俺や大だい輝きなら押しとどめることはできた。勘違いじゃなかったら、俺や大だい輝きの身体からだの大きさとかパワーにたじろいでいたと思う」

　平均して百四十センチメートル程度のエルフからしてみれば、百八十前後の赤石あかしや遠えん藤どう、ゲーマー軍人達たちの体格は脅威だったのかもしれない。

　後方にいた牧まき野の健けん悟ごによれば、春はる田たは一人で10人前後のエルフを相手どり、戦いを優勢に進めていたそうだ。牧まき野のが気づいた時点で、既に何名かのエルフが地面に倒れている。春はる田たは半透明の分身を２体出現させて手数を増やしていた。

「あれだけのことができるなら、ホラーハウスのときにゾンビになった生徒を攻撃せずに、行動不能にして取り押さえることはできただろ。アイツが本気で闘っていたのなら、死んだ連中を護まもることだってできたはずだ」

　牧まき野のはこのように指摘するが、地下での生活や旅を経て春はる田たのステータスが上昇していた可能性はある。ホラーハウス騒動のときは、ゾンビを無力化できなかったのかもしれない。

　春はる田たがいなければ後列が瓦が解かいし、非戦闘能力者を中心に被害が出ていたことだろう。春はる田たが後方の敵を完全に押さえこんでいたからこそ、他の戦闘能力者が側面からの襲撃に対処することができた。

　エルフに対抗できる戦力を有していたのは、次の者達たちだ。

　ゲーム仕様の軍人になっていた米よね原はら誠せい次じ、桐きり井い龍りゆう太た郎ろう。火炎放射器を扱う田た中なか満みつる。ヴァルグア族から火の吹き矢を譲り受けていたクリオ・エリース。彼かれ等らが遠距離攻撃でエルフの接近を阻止しつつ、近づいてきた者にはパステル☆キャットに変身した山やま中なか百ゆ合りと、木の棒で武装した赤石あかしと遠えん藤どうが立ち向かった。栗くり田た美み奈なが指揮する10頭の猛獣は、同じようにエルフが使役していた同数以上の獣型モンスターに対たい峙じしていた。

　エルフは攪かく乱らん要員として、風の防御膜を纏まとった身軽な者数名と獣モンスターを生存者達たちの前面に突出させてくる。本隊は木々を盾にして森の中から魔術の矢で遠距離攻撃をしかけてきた。

　生存者達たちはふわっふわんが作った光のドームやゴンのバリア、自動車や自転車を盾にして身を隠しつつ、能力者が反撃を試みた。

　だが、敗北は時間の問題であった。

　森の中に姿を隠しつつ攻撃してくるエルフは１００名はいたと思われる。ふわっふわんの光のドームがなければ、矢の一斉射で多くの犠牲を出していただろう。

　戦いの鍵を握るのは、春はる田たを凌りよう駕がする能力を秘めていたとされる上うえ野の弘ひろ之ゆきだ。

　しかし、上うえ野のの裏切りにより、戦闘の結末が不意に訪れる。

　春はる田たがエルフから距離をとり「纏まとめて引き裂いてやる」必殺の構えをとる。細剣が炎を纏まとい巨大化する。次の瞬間、春はる田たは自らの腹部から突きでる刃を見ただろう。

「は？」

　劣勢とはいえ背後では米よね原はら達たちが抵抗を続けている。春はる田たにしてみれば、背面からの攻撃は完全に想定外であった。振り返り「おい、てめえ、どういうことだ」目を見開き、血を吐く。

「時は来た」

　上うえ野のが剣を引き抜き、血ち糊のりを振り落とした瞬間を合図にしたかのように、生徒達たちの足下から一斉に植物の蔓つるが生え、全員を拘束した。野生の勘で地中からの攻撃を察知して難を逃れた動物達たちに「みんな逃げて！」と栗くり田たが指示した。

　一年十一組メディア・クリエイター科、上うえ野の弘ひろ之ゆき。

　将来の夢『キラクエの世界に行ってみたい』

　上うえ野のが姿を変えていたのはキラークエストⅩに登場するザフィリアスという、エルフと人間の間に生まれた青年だ。

　キラークエストは、人類の少年がさまざまな種族の仲間と共に魔王討伐の旅をするというストーリーだ。ザフィリアスはゲーム序盤から仲間になる主人公の親友だ。だが、彼は旅の途中で、恋人のエルフを人間に殺されてしまうことを切っ掛けにし、鬱屈とした思いを抱えてしまう。そして、プレイヤーと共に魔王を倒した後、真のラスボスとして敵対することになる。

　国内売り上げ百万本を超える人気タイトルのラスボスに姿を変えていたのだが、誰も上うえ野のが敵対する可能性を予見できなかったのだろうか。米よね原はらや桐きり井いはタイトルを知っているし、ザフィリアスのイメージイラストはインターネットで何度も見かけている。だが、彼かれ等らはＪＲＰＧは遊ばないから、ザフィリアスが裏切るというストーリーまでは知らない。

　現世代のゲーム機でリリースされたキラークエストを全シリーズプレイしている緑みどり川かわクレアは、上うえ野のを疑わなかった理由を次のように説明する。

「だって、同じ学校の生徒だし。みんな協力して日本に帰るのが当たり前だと思っていたから、他の目的があるなんて想像がつかなかったわよ。それに、田た中なか君も、汚物は焼却だって叫ぶ悪者キャラになっていたでしょ？　でも、彼は私わたし達たちの仲間だった。洗濯物を乾かしてもらったときにお礼すると、顔を真っ赤にして可愛かわいかった。下着も乾かしてって頼んだときの反応を見たら、悪い子だなんて想像すらできないわよ。見た目が怖いだけで、中身は年下の男子だった。軍人も、目が合ったときとかに笑顔で手を振ってあげると、顔真っ赤にして可愛かわいかったし」

「誤解を与えるから、あまりそういうことはするなよ。お前のお礼って『サンキュッ』だろ」

　赤石あかしがやや恥ずかしそうに投げキスのジェスチャーをするのを、クレアは鼻で笑う。

「私の派手な外見を利用しない生き方なんて、損でしょ」

「自分で言うか」

「うっさい。テッキは黙ってて」

　母親がフランス人という個性を活いかすなら、サンキューではなく、メルシーではないかと指摘したら「細かいことはいいの」とにべもない。

「……とにかく、アニメや漫画のキャラに変身していた人も、別に悪い人になってしまうわけじゃないんでしょ？　だったら、上うえ野の君のことだって、そう思ったって仕方ないじゃない」

　漫画の悪者キャラ、モヒカンのならず者になっていた田た中なかも同じような根拠を述べる。

「俺は確かに村人を襲って食料を奪うような悪党キャラになっていたけど、性格まで悪党になっていたわけじゃない。俺は人前で喋しやべれないような引っこみ思案を直したくて、あの夢を書いた。異世界に行っても、根っこのところでは、俺は俺だった。だから俺は、上うえ野のが人類を滅ぼそうとしているキャラになっていたからって、性格や目的までそうなっているとは思いもしなかった。いや、今でも思っていない。何か事情があったに違いない。実際、上うえ野のはチーレム先輩を刺した後、トドメを刺さなかった。殺そうと思えば殺せたはず。俺おれ達たち全員を殺すことだってできたはずだ。けど、しなかった。俺おれ達たちは、ゲームみたいに捕まった。その後、逃げだす。それこそ、ゲームみたいに。上うえ野のは俺おれ達たちをどうこうしようとしていたわけではなく、ザフィリアスというダークヒーローを演じたかったんじゃないだろうか」

　珍しく田た中なかが声を大きくし真面目な口調で語ると、即座に米よね原はらが「なげーし、真面目かよ」とツッコミを入れる。「だが、田た中なかの指摘は、おそらく正しい」と桐きり井いがフォロー。佐さ和わ田だも「まあな。百回に一回はまともなこと言うんだよ、こいつ」と同意する。

　同じ一年生ということもあってか、彼かれ等らは敵対した上うえ野のの行動に好意的な解釈をしており、けして非難しない。逆に、旅の最中に高圧的な態度で接してきていた春はる田たの方に非があったのではないかと感じている。

　上うえ野のはザフィリアスの戦闘能力や外見を手にしたかったわけではない。悲運のダーティーヒーローとしての生き様を追体験したかったのだろうというのが、米よね原はら達たちの推測だ。

「何ど処こまでが上うえ野のの夢だったんだろうな。裏切ることか？　不幸を背負って死ぬことか？」

　佐さ和わ田だのふとした疑問に明確な答えを返す者はいない。上うえ野のはエルフ側に寝返り、生徒達たちを牢ろう屋やに閉じこめた。そして、最後は命を落とすことになる。その結末までが彼の夢の効果だったのだろうか。

　彼の物語は悲運で幕を下ろすことになる。異世界では、そのような素振りを見せなかったが、旅の三日目に亡なくなった新にい山やま夏か保ほは、上うえ野のの片思い相手であり実姉でもあった。

　もしかしたら、異世界に転移する前から、上うえ野のの悲劇は始まっていたのかもしれない。
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　上うえ野の弘ひろ之ゆきと新にい山やま夏か保ほは実の姉弟であったが、二人が幼い頃に両親が離婚し別姓になっていた。上うえ野のは高校で新にい山やまと出会い一ひと目め惚ぼれした。自分と似た雰囲気を感じていたのだろうか。上うえ野のは自分に姉がいることなど知りもしなかった。

　新にい山やまは高校二年の春、テニス部の勧誘をしているときに上うえ野のを見かけた。何となく眉や目元が母に似ているなと思って眺めていると、その少年は、真まっ直すぐ近寄ってきて「あのっ、いきなりこんなこと言って変なやつと思うかもしれないけど、一ひと目め惚ぼれです。先輩のことが好きになりました」と両肩を摑つかんで迫りくる。

「え、あ、はい？」

「テニス部、入ります。付きあってください」

「ちょっ、ちょっと待って。保留。保留だから。先まず、名前、教えて。あと、うち女子部」

　自分に弟がいたことを薄らと覚えていた新にい山やまは母親に聞き、上うえ野の弘ひろ之ゆきという実弟がいることを知る。

　二人のことを、新にい山やまの親友、川かわ上かみみのりは次のように語る。

「相談を受けたのは、異世界に転移する前。『弟に告白された。どうしよう』って。初めは何を言っているのか分からなかったんですよね。『からかっているのかな。笑えない冗談だぜ』みたいに、適当に聞いていたんですけどねー。聞いてくうちにだんだん本当のことだと分かって……。そんな昭和のロボットアニメみたいなこと……っと訂正、少女漫画みたいなこと、リアルであるんですねー」

　部活帰りのハンバーガーショップでテーブルに突っ伏して新にい山やまは愚痴る。

「生き別れの弟がいるのはドラマチックだとは思うけど、何で遠くに引っ越さないかなあ。再会するの早すぎ。もっと、こう、大学のサークルで出会って意気投合してエッチしちゃって、ホテルで偶然見ちゃった財布の中に、幼い頃の私が写った写真を見つけちゃう……そんな出会いが良かった。どうせなら背徳的な恋が良かった」

「いや、つうか、夏か保ほ。オッケーしたら？　まさにそれでしょ。一線越えなければセーフじゃないの？」

「どうしよう。弟君を悲しませるのも可哀かわい相そうだしなあ。実の弟だし、断るのは確定してるよ」

「なら悩む必要ないでしょーよ。変に期待させる前に、さっさと本当のこと教えて断りな。後から『今さらそれはないじゃないですか姉さん』なんて言われたら悲惨よ」

「いや、でも、それがさ。私の弟じゃん？　私と同じ血をひいているだけあって、美形なのよね。けっこう好みのタイプなのよ」

　二年五組普通科普通コース理系、新にい山やま夏か保ほ。

　将来の夢『一いつ家か団だん欒らん』

　新にい山やまが将来の夢を、どのような気持ちで書いたのかは分からない。離婚した父や、生き別れの弟といつか一緒に暮らせる日を夢見ていたのだろうか。それとも素敵なパートナーを見つけ、幸せな家庭を築きたかったのだろうか。

　彼女の夢は異世界でどのように実現していたのだろうか。地下生活で上うえ野のに真相を告げ、姉弟として穏やかな時間を過ごしていたのだろうか。知る術すべはない。

　もし、新にい山やまが生存していたら、もし、新にい山やまの夢が良いい効力をおよぼしていたのなら、上うえ野の弘ひろ之ゆきの凶行は起こりえなかったのだろうか。

　それとも凶行は避けられない運命だったのだろうか。上うえ野のの離反は、新にい山やまを失ったことが原因なのか、彼が望んだ物語の一部だったのか、誰にも分からない。
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　火渦の森シユレヴイヤクは冷めたマグマの上に誕生した五百歳の森だ。固有の昆虫千二百種類、鳥類四十種類、ほ乳類百五十種類、モンスター百二十種類。エルフが人類を寄せつけなかった深い森には、多様な動植物が生息している。

　十時十分。

　上うえ野の以外の生徒達たちは拘束され、森の奥へと連行されていった。

　理由はさまざまだが、意外なことに危機感を抱いている者は少なかった。エルフはサングアーレン皇国を攻撃するために軍備を整えていたのだから、物々しい雰囲気が森を包んでいたのではないのだろうか。

「連行されているとき森の中を歩くんだけど、確かに弓や槍やりを持った集団とすれ違うこともあったりして物騒な感じはした……。けど、辺り一面が緑で綺き麗れいだった」

　赤石あかし鉄てつ規のりは深い森の景色に見とれていて、あまり恐怖を感じていなかった。

「クレアの胴体くらいの太さの、あ、いえ、細さの木がまばらに生えていて。足下は苔こけだらけで、倒れていた木も苔こけがびっしりで緑色だった。どこもかしこも緑。緑しかなくて、光の加減でグラデーションしていて綺き麗れいだった」

　森の奥まで連行された後に、武器は取り上げられて、男女別々の檻おりに入れられた。距離が離れているため、互いに視界に収めることはできない。

　檻おりは木製だったが、壊すことはできなかった。ゲーマー軍人は一応程度に檻おりを摑つかんで破壊を試みるが、すぐに諦める。

「ゲーム脳っつうのかな。定番のイベントが発生した程度だと思っていたし、まあ、脱出できて当然だと思ってた。だから檻おりが壊せなくても、そのうち何とかなるかな、と」

「まあな。ＦＰＳでもＲＰＧでも捕まったまま終わるストーリーはない」

　ゲーム仕様の効果だろう。米よね原はらと桐きり井いにだけ、手錠や檻おりの一部が光って見えたそうだ。机上の道具やドアノブ等、ゲームでは操作できるオブジェクトが光り輝き、プレイヤーに分かりやすくなるのだ。米よね原はらと桐きり井いは手錠の破壊を試みるが失敗した。

「まあ、だいたい最初は脱出できるかと思わせて失敗するよな。脱出失敗イベントな。主人公達たちの所属する部隊の仲間が助けに来るのが定番のストーリーなんだがなー」

「もしくは食事を運んできたやつを締め上げて、そいつが都合良く鍵の束を落とすかだ」

「俺と龍りゆう太た郎ろうは相談して、最悪の場合は俺おれ達たちが自殺しようって決めてた。ゲーム的に考えて同じ場所で復活することは先まずありえないし、リスポンすれば武器も元に戻る。ライフルと手しゆ榴りゆう弾だんさえ有れば何とかなる。まあ、要するに、俺おれ達たちは死ねば脱出できるし弾も手に入る。だから、捕まったことには、それほど危機感がなかった」

「学校の外で死んで、生き返ることができるのかという不安はあった。学校にいるときはオンライン対戦モードだ。死んでも復活できる。だが、旅はシングルプレイのストーリーモードだ。コンティニューできるのか、分からなかった。だから自殺は最後の手段だった」

　生徒達たちは夢の力で脱出できないかと相談をした。ここで二年特進コースの木き野の宗そう佑すけが、自分の夢なら檻おりを破壊できる可能性が高いと周囲に告げた。校舎から脱出する際は、威力が高すぎるが故に、階段室のドアを破壊して内側の生徒を助けることはできなかった。だが、檻おりの内側からなら、全力で能力を使える。

　囚とらわれの身となっていたのだから、切り札を隠し続けるわけにもいかない。それに何より、春はる田たへの対抗手段として隠す必要がなくなっていたのだ。春はる田たは上うえ野のの魔術により、状態異常に陥って戦闘力を失っている。

　檻おりの破壊は最終手段だ。武器は取り上げられているし、女子の居所が分からないし、エルフに見つかる恐れもある。機を窺うかがうしかなかった。

「木き野の先輩が檻おりを破壊できるなら、あとはイベントの発生を待つだけだった。俺と龍りゆう太た郎ろうがいるなら、脱出イベントくらい発生するだろって、な？」

「ああ。上うえ野のの夢がキラクエのイベントを発生させていたのなら、俺と誠せい次じの夢もミリコンのイベントを発生させるはずだ」

　田た中なかが小さい声だが興奮した様子で「オークが攻めてきて女エルフを捕まえてイベントが発生しているすきに逃げるしかない。くっ殺せ」と言うが、上う手まく聞き取れなかった。

「青あお木きさん、こいつら余裕ぶって言ってますけど、実際に捕まっていたときはけっこうブルっていたんですよ。あと田た中なかは下品なことを言っているので、無視してください」

　彼かれ等らは脱出イベントが発生することを期待した。そして、その期待どおりになったのかは不明だがイベントは発生する。彼かれ等らの脱出パターンは仲間による救援だ。

　シリーズもののゲームらしく、旧作のストーリーモードに登場したキャラクターが再登場することになる。
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「俺は自分が心底、嫌になった。いや、違うな……。自分の感情が自分でもよく分からなくなった」

　牧まき野の健けん悟ごは天井を睨にらみ付つけた後、急に不安そうな表情で視線を左右に揺らしながら話す。

「春はる田たが上うえ野のに刺されたことについては、ざまあみろって思っているのか、少しくらい心配しているのか、まったく分からない……。けど、檻おりに入れられたときのアイツがブタ人間？　モンスター？　ゲームのことは詳しくないからよく分からないけど、子供くらいの大きさの醜い生き物になっていたのには笑ったよ」

　おそらく戦闘能力を奪うためだろう。春はる田たは上うえ野のの術により、コボルトに姿を変えられていた。キラークエストには知能の低い亜人モンスターに変化するという状態異常がある。

「俺おれ達たちが脱出方法を相談しているとき、春はる田たは凄すげえ醜い面して、檻おりに摑つかみかかって『ココカラ、ダセ』ってずっと叫んでた。知能が低くなっていたのか、よっぽど上うえ野のに対して恨みを抱いていたのか知らないけど、他の言葉は知らないみたいに、ひたすら、『ダセ、ダセ』って檻おりを壊そうとしていた。ああ、『コロス』とかも喋しやべってたかな」

　コボルト化の状態異常を回復するには、聖職者による全状態異常回復魔法を使うか、死んでから蘇そ生せいするしかない。檻おりの中の男子達たちには実行する術すべはない。女子の檻おりに捕らわれているであろう、山やま中なか百ゆ合りのパステル☆ヒーリングなら回復可能だったはずだ。

「春はる田たさえ治れば脱出できると思ったんだけど、偶然か上うえ野のの指示か知らないけど、女子の檻おりとは離れていたからな。処刑される寸前に一度くらい顔を合わせるチャンスはあるだろうし、そんときに暴れて何とかチャンスを作って春はる田たを治してもらうかとか相談してた。癪しやくだよ。春はる田たに頼らなきゃいけなかったってのは。けど……」

　牧まき野のは瞳に妖しい光を浮かべてくっくっと小さく笑う。

「久ひさ川かわと帆ほ谷だにだっけ？　旅の間ずっと春はる田たにべったりだった二人。アイツ等さ、春はる田たが元に戻る可能性を考えていなかったのか、牢ろう屋やに入って錯乱していたのか知らないけど、ブタ春はる田たを殴ったり蹴ったりしたんだよ」

　手のひら返しをして醜態を晒さらす二人の罵倒は、上うえ野のの裏切りの理由を推測する材料になる。

「お前が新にい山やまさんに手を出したから上うえ野のがキレたんだ！」

「お前のせいだ！　『何が、上うえ野のは俺の言いなり』だ。ふざけんな！」

　春はる田たは、上うえ野のが惚ほれていることを知ったうえで、新にい山やまを夜中に誘いだして性交渉をしたというのだ。そして春はる田たは、派閥の男子生徒に「俺はアイツを抱いた。次はアイツかな。お前まえ達たちの相手もするように俺が命令してやろうか」などと嘯うそぶいていたそうだ。

　これが事実だとするのなら、上うえ野のが春はる田たを背後から刺す動機は十分だろう。

「春はる田たはオタクのくせに、ちょっと強くなったから調子にのって、好き勝手やっていたんだろうな。パニック映画で真っ先に死ぬグループかっての。取り巻き含めて、旅の間ずっと騒いでいて鬱陶しかった。久ひさ川かわと帆ほ谷だにもさんざん腰巾着をしておきながら、春はる田たが無力になったら態度を変えてよ。見苦しいにもほどがある」

　牧まき野のはクリオと目配せをし、久ひさ川かわと帆ほ谷だにを背後から羽交い絞めにして、暴行を止めた。

「春はる田たを助けたかったわけじゃない。久ひさ川かわと帆ほ谷だにがあまりにも目め障ざわりでうるさくてムカついただけ。赤石あかしと遠えん藤どうも協力してくれたな。つか、この二人はキレかかってただろうな」

　帆ほ谷だには春はる田たを殴る際に「西にし田だ先生とヤラせてくれるって約束どうなったんだよ」「狼おおかみは俺じゃない。お前だろ」と叫んでいたそうだ。

「あいつ馬鹿だよな。あの時点で帆ほ谷だにの夢が『人じん狼ろうゲーム』だってのは吉よし沢ざわの推理に過ぎないだろ。けど、あいつの言い方だと、自分で噓うそを吐いていたって認めたようなもんだ。帆ほ谷だにが『人じん狼ろうゲーム』で俺おれ達たちに迷惑をかけたことを悔いて、西にし田だ先生に相談していた？　ないない。アイツはそういうやつじゃない。どうせ、相談のために先生と二人きりになりたいとか、そういう下心があったんだろ。春はる田たに取り入って、西にし田だ先生を魔法で操って強ごう姦かんしようとしていたようだし。春はる田たもその取り巻きもクズ野郎ばかりだよ」

　当の西にし田だは「帆ほ谷だに君は、そんな子ではありません。私が彼に性的な視線を向けられたことは一切ありません」と庇かばう。一方で女子の殆ほとんどは、帆ほ谷だになら言いかねないと納得する。帆ほ谷だには吉よし沢ざわに「夢を偽っているのではないか」と指摘されて以来、情緒不安定になっていた。檻おりでの様子を知らない女子も大半が牧まき野のの証言を信じる。

「軍人達たちは完全に興味がないって感じだった。映画なら、牢ろう屋やの見張りが様子を見に来て、なぜかドアを開けて『静かにしろ』って中に入ってくるから、脱出に繫つながる展開だけど、そんなことはなかったな。春はる田たは顔から血を流して泣いてた。ブタ面で、涙と鼻水でぐしゃぐしゃになって、あまりにも醜い姿だった。見ていたら、なんて言うのかな。すっきりしたよ」

　誰もが、倒れた春はる田たに関わろうとしない中、ハンカチで血を拭き取り介抱したのはクリオ・エリースだ。

　春はる田たと特に接点がなかったクリオは、何の恨みも抱いていなかった。殴られる姿を見て、かつての自分を重ね合わせる。

「どういう理由があっても暴力はよくない。殴られた痛みや傷はいつか治る……。けど、友達だと思っていたやつから殴られた記憶は、いつまで経たっても消えない」

　異世界に転移した翌日、クリオは夢の効果で校舎内にモンスターを出現させてしまう。死者を出した騒動の責任を問われ、意識を失うまでクラスメイトに殴られた。

「俺を殴った稲いな田だ君は、校舎の崩壊に巻きこまれて死んだ。俺は殴られたことを恨んでいない。今でも不意に、頰が痛くなることがあるんだ。医者はストレスによる神経性障害疼とう痛つうだって言うけど、稲いな田だ君の怨念みたいなのが残って、今でも俺を恨んでいるんじゃないかって思えるんだ。暴力的な意思をぶつけて人を殴るというのは、そういうことなんだよ」

　生還者の多くが、癒えない傷を抱えたまま帰還している。しかし「大丈夫」隣に座る比ひ古こ美み若も音ねがクリオの頰に指先で触れる。

「クリオは、私の男性恐怖症を治す切っ掛けをくれた……。だから、次は私。いつか私が、痛みを取り払ってあげる」

　優しい眼まな差ざしに気をよくしたのかクリオが調子にのる。

「指先じゃなく、唇で触れてくれたら一瞬で治る」

　突き出された頰を無言でつねることが返答だった。古い痛みが心地よい痛みで上書きされる日は遠くないだろう。
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「こいつ、男の檻おりに入れられてた。良かったな。エルフ公認だ」

「美しすぎるのは罪、かな」

　金かね森もり正まさ信のぶの軽口を伊だ達て麗れい音ねはすまし顔でさらりと流す。髪に手て櫛ぐしを入れる仕草さえ優雅だ。

「エルフは美形ばかりだからね。彼かれ等らの審美眼が私を男子とみなしたのなら、それはそれで嬉うれしいよ」

「どういう理屈だよ。お前、いっそ、宝たから塚づかの男役とか目指せよ。見た目いけるし、喋しやべり方かたも芝居がかっているし。顔も良いいし、モデルとかもいけるんじゃないか？」

「そうだね。適性はあるかもしれないよ。しかし、私には将来なりたいものがあるんだよ」

「イタリアンマフィアなんて無理無理。国籍が違う時点で絶対無理。中学の頃の夢なんていつまでも引きずるなよな」

「私が叶かなえたいのは中学時代の夢じゃないよ。今の夢さ」

　私が「今は将来、何になりたいのか」と聞いたタイミングと、金かね森もりがコーヒーを口に含んだのは同時だった。金かね森もりは発言の合間に喉を潤そうとしただけなのだから、彼に罪はない。彼の正面に座っていた私の不運だ。

「正まさのお嫁さんさ」

　金かね森もりが盛大に噴き、コーヒーの飛沫しぶきが私を包みこむ。

「はあ?!　お前？　ええっ？　何？　何て言った」

「正まさのお嫁さん」

「えっ?!　何だって?!」

「正まさのお嫁さんになりたい」

「最初から聞こえてるよ！　察しろよ！　聞こえなかった振りしているんだって！」

「耳元まで真っ赤なんだ。正まさがとぼけていることくらい分かってるよ」

「何でだよ！　金は持ち帰れていないって、お前も知っているだろ。半分やるっていうのは、一千万以上持ち帰れたときの話で──」

「それさ」

　伊だ達てが金かね森もりの唇に人差し指を当てて言葉を遮る。伊だ達てにとっては発言権を得るためだけの行為だったようだが、異性の指に触れられた金かね森もりは頰をますます赤くして目を大きく開いた。

「正まさは、いつもそうだ。月見大福もパプコも半分くれる」

「いや、そんな、数十円のこと。ガキの頃からの付きあいだし、半分あげるのは当然だろ」

「そう。君にとって当然すぎるように、私も君から半分貰もらうのが当たり前なんだよ。君の物はこれからも全て、半分くれないか？　居場所も時間も君と私で一つだ」

　見開かれた金かね森もりの視線が私に助けを求めてくる。しかし当人達たちの問題だ。私には介入できない。

　幼なじみなのだし、異世界に転移する前から伊だ達ては金かね森もりのことを憎からず思っていた。とはいえ、最も親しい異性の友達であって、恋人になりたいとか結婚したいとか思えるほど強い好意ではなかった。金かね森もりの大金を見ても、どうせ異世界では意味がないのだから、心惹ひかれることはなかった。二個入りのお菓子やアイスを半分くれる、仲のいい幼なじみ。別の人と結婚しても、同窓会で顔を合わせたら普通に隣に座って話が盛り上がる友人。そう思っていた。

　しかし、後の逃走劇で友情は深まり、恋心に近いものへと変化する。

「一緒にいるのが当たり前だからね。今は、金かね森もり麗れい音ね……君と一つになった名前を想像しては、ベッドで悶もだえる夜を過ごしている。私は君に惚ほれている。正まさ、私わたし達たちは生きて帰ってこられたんだ。本当のハッピーエンドを迎えよう」

「え、あ、いや……。あの、青あお木きさん、コーヒーおかわりいいですか？」

　金かね森もりは動揺しているらしく、一番安いコーヒーを注文してしまった。
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　牢ろうに幽閉されたときのことを、鳥とり巣す諒りようは人ごとのように語る。過ぎ去ったことだから当時の感情が薄れているわけではない。当時のことを深く思いだしたくないからだろう。

「不安はありました。でも、変ですよね。牢ろう屋やに入れられたのに、巨木の下だから雨風がしのげると思ったら、そんなに悪くないかも、なんて思ってしまったんです。もしかしたら、タカに変身できる私だけは、いざとなったら牢ろう屋やの隙間から外に出られる……なんて無意識に思っていたのかもしれません」

　二十一時。

　月と星の明かりは枝葉に遮られ、檻おりの周囲は完全に闇に包まれていた。

　囚とらわれの女性陣は、ふわっふわんと、タカに変身した鳥とり巣すが檻おりから脱出し、男性陣を捜索して救出する作戦を立てていた。

　奪われた装備品を捜し、鎮痛剤を手に入れれば春はる田たの治療が可能だし、ナイフや銃があれば檻おりを破壊できるかもしれない。女性陣は春はる田たがコボルト化していることを知らず、上うえ野のに刺されて負傷状態に陥っていると認識している。

　男子の脱出と同じタイミングで、女性の檻おりでは山やま中なかがパステル☆ヒーリングで、檻おりに掛けられた魔術を解除するという計画だ。檻おりの魔術を解除できるかは不明だったため、男子の救出作戦と同時進行することになる。

「でも、駄目でした。エルフには私がタカに変身しているということが分かったのか、それとも知らない鳥がいたから怪しんだのかは分かりません。前日に森の上を飛んで地形を調べていたときに、既に見つかっていたのかな……。暗くなってからそっと出たのに、すぐに捕まって、牢ろう屋やに入れられました」

　鳥とり巣すはさらりと言っているが、実際には凄惨な目に遭っている。

　一瞬で意識を失ったため定さだかではないが、捕縛の際に電撃か火炎の魔法を浴びたせいで全身に火傷やけどを負い、治療されることなく牢ろう屋やに戻される。

　ふわっふわんも同じように、負傷した状態で牢ろうへと帰されている。

　僅かな星明かりしかない森の中でも分かるほどに鳥とり巣すの全身は真っ赤に腫れあがっていた。無残な姿を見て、いてもたってもいられなくなったクレアが、暗闇に向かって冷たい水を要求した。しかし、反応はない。西にし田だ萌め生いも知っている限りの言葉で水を求める。おそらく、ルナルシャが発していた言葉も、ヴァルグア族の使う言葉で水や治療を要求していたと思われる。

　だが、反応はない。言葉が通じなかったのかもしれないし、檻おりの周囲にエルフはいなかったのかもしれない。火傷やけどの痕を冷やすための道具は提供してもらえない。栗くり田たが心配のあまり鳥とり巣すに抱きつこうとするが、吉よし沢ざわ芹せり夏かの平静な声が制止する。

「触れるな。症状が悪化する」

　吉よし沢ざわの声に反応し、芦あし原はらと江え藤とうが栗くり田たを抱き留め、鳥とり巣すから引き離した。

「冷やしたら却かえって症状が酷ひどくなる。常温の水が望ましいけれど、森の水は冷たい。残念だけど、何もできることはない。食事のときに水が貰もらえることを期待しよう。それを人肌で温めてから、症状の酷ひどいところにあてよう。服を掛けるのも止めた方がいい。火傷やけどした肌が服に癒着してしまう。鳥とり巣す諒りようを治療するためには、米よね原はら誠せい次じの鎮痛剤を入手するしかない」

　正論ではあったが、あまりにも平然とした態度を崩さなかったため反発を生んだ。非難の声に対して吉よし沢ざわの発する「動揺して冷静さを失えばいいと言うのかい？　理解できないな」という淡々とした言葉は、聞き手によっては挑発と受け止められる内容であった。

　だが山やま田だウタが「その子の言っていることが正しい」とフォローするのだから、聞き入れるしかない。

「裸のまま床に転がらせるのが可哀かわい相そうだと言うのなら、下着でもつけてやればいい。鎮痛剤を入手して治療が成功したとき、下着が肌に癒着していたら、いったいどうなるんだろうねえ。肌は綺き麗れいに戻る？　癒着したまま火傷やけどだけ治る？」

　吉よし沢ざわの言葉は、考えなければならないことではあったが、誰もが囚とらわれの状況に動転し、半ば思考を放棄していた。全身火傷やけどで裸のまま放置されている鳥とり巣すに、何もできないことを誰もがもどかしさを感じていた。死の危機を間近に感じられた女子は、男子と異なり危機感を募らせていた。

　山やま中なかが意を決した様子で立ち上がり、手を叩たたく。何もなかった手のひらに変身コンパクトが出現する。

「私の能力で檻おりを破ろうとしたんです。でも、ダメでした……。木を操って檻おりの形にしていた魔術は、多分、解除できました。でも、木そのものは消えませんでした」

　パステル☆ヒーリングはカカの魔力すら打ち消した強力な能力だが、物理的な力はない。木の檻おりを破壊することは不可能だ。

　そして、代わりに立ち上がるのは、物理的に強い魔法少女に変身できる者。

「私が檻おりを破る」

　高たか橋はし裕ゆ美みが虚こ空くうから魔法ステッキを取りだそうと手を挙げたとき、傷だらけのふわっふわんが身体からだを起こし「駄目ふわっ」と制止する。

「壊れたステッキで変身したら、取り返しのつかないことになるふわっ！　魔法エネルギーが暴走したら檻おりの中のみんなが危険ふわっ！」

　檻おりの中の少女達たちは何もできずに、鳥とり巣すを案じて見守るしかない。

「私は火傷やけどの痛みと熱で記憶が曖昧なので、どういう会話があったかは知りません。喉が渇いて水が欲しくて、喉を搔かきむしろうとしたとき、誰かが優しい声で『肌が裂けるから、辛つらくても我慢して』って声を掛けてくれました。それから、美み奈なちゃんが、私の右手をずっと握ってくれていました」

「うん。火傷やけどしていない方の手をぎゅーってしたよ。でも、最初の言葉は知らないよ」

「はい。誰も知らないって言うんです。でも、あのとき、右手は美み奈なちゃんが……左手を誰かが握っていてくれた気がするんです。その人が『明日には助かるから』って……」

　幻聴だったのかもしれない。女子達たちは鳥とり巣すと栗くり田たを中心にして背中を向け、輪になって座った。男子が助けに来てくれるかもしれないと期待しつつ眠りにつき、朝を迎えた。

　翌朝に現れる助けは、三年越しの縁であった。

　ネネは言う。出会いは「私が仕組んだことだ」と。

「これが、ふわっふわんではなく雲海の支配者ネネからの……最初で最後の支援です。折おり口ぐち高校が異世界に転移した日、私は未来を予知し、エルフに捕らわれた生徒達たちが全員死ぬ結末を知りました。彼かれ等らが生かされていたのは、精霊信仰の都合上、森の近くで殺せなかっただけです。数日後には外に連れていかれて処刑されます」

　折おり口ぐち高校が転移してから一ヶ月間、カカの視線は生徒達たちに向けられるため、ネネは生徒達たちに直接力を貸すことはできない。だが、何度未来予知をしても折おり口ぐち高校の生徒達たちの夢だけでは、全滅は必至だった。

「私は異世界にいる者の夢を叶かなえました。三年前、弘ひろ橋はし高校が転移したときに生まれた縁や想おもいが、折おり口ぐち高校の生徒達たちを助けるのです」
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　二〇一八年五月二十四日（木曜日）。

　六時。

　静せい謐ひつな空気が満たす朝。

　森の冷たい空気が熱を冷ましてくれたのか、夜通し呻うめき声ごえを漏らしていた鳥とり巣す諒りようが静かになっていた。しかし明るくなったので症状の重さが目に見えて分かった。

「ああ、これは不ま味ずいね。症状が和らいだわけではない。体力が尽きようとしている。もって数時間だ」

　熱のこもらない声で吉よし沢ざわ芹せり夏かが呟つぶやくのを合図に、西にし田だ舞ま衣いと緑みどり川かわクレアが檻おりに摑つかみかかりこじ開けようとする。言葉は通じないと分かってはいたが、外に向かって治療を要求した。力なく座りこんでいた他の者達たちも二人の影響を受け、次第に檻おりを摑つかみ声を上げだす。

　その騒がしさを食事の要求と勘違いしたのか、元々予定されていたものなのか、一匹のコボルトがやってくる。視力が悪いらしく、ふらふらとよろめき、途中、盛りあがった木の根に躓つまずきかける。

　コボルトが檻おりの外に置いた木製の桶おけには、おからのようなものが入っていた。エルフが主食にしている果物の残りカスだろうか。

　女子生徒は、春はる田たがコボルトにされる場面を目撃していないため、目の前のコボルトが人間が変化させられた姿だとは、想像もしない。エルフが使役する不気味な小人という認識だ。

　しかし、外部とコンタクトできる唯一の手段でもある。生徒達たちはあずかり知らぬことだが、エルフは早朝、昼、夕方の三回、霊樹の根元に湧いた泉で沐もく浴よくをする。精霊信仰における儀式としての側面が強く、森で暮らすエルフが日々の沐もく浴よくを欠かすことはない。折おり口ぐち高校の生徒以外にも囚とらわれの者がいたため、最低限の見張りは配置していたかもしれないが、大半のエルフは牢ろう屋や区域から離れた位置にいた。

　早朝、行動しているのは、エルフが使役するコボルトくらいだ。

　コボルトの印象をクレアは次のように語る。

「言葉は通じなかった。それに、視力も聴力もよくないみたいね。最初、睨にらまれていて怖いと思ったんだけど、多分、目が悪くてこっちが見えていなかったんだと思う。食事？　食べないわよ。一応、檻おりを破るためにフォークやナイフが無いかなって調べてみたけど、桶おけの中にマッシュポテトかおからみたいなのが入っているだけ。食器は無かったわ」

　コボルトは暫しばらく檻おりの中をじっと見つめた後に、去っていく。

　空腹ではあったが食事に手をつける者はいない。鳥とり巣すを助けるためには、見つかる危険を冒してでも檻おりから脱出し、米よね原はらの鎮痛剤を手に入れるしかなかった。

　コボルトの姿が木陰に入り見えなくなると、生徒達たちは桶おけを分解し、木の板で檻おりをこじ開けようとする。

　おからのような物は捨てようとしたが、山やま田だウタが「食べ物を粗末にしたらあかん」と注意。自らが持ち歩いていた風ふ呂ろ敷しきにおからを取った。

「山やま田ださんがおにぎりを作って、ルナルシャちゃんに食べさせてたわね。あのときは、こんなときによく食べてられるなって思ったけど、まあ、お年寄りと子供だし、空気読めないのかなくらいにしか思わなかったかな。でも、よくよく考えると、いつまで捕まっているか分からないんだし、本当は食べて少しでも体力を回復させておいたほうがよかったのかな」

　おからを取りだしてからクレア達たちは桶おけの板で、檻おりの破壊を試みた。だが、女子の腕力では檻おりを破ることはできない。檻おりの樹皮に小さな傷をつけるだけだ。

　しばらくすると再びコボルトが現れた。新たな桶おけを手にしている。何か気け取どられてしまったのだろうか。それとも、20人分の食事だから、二つ目の桶おけを持ってきたのだろうか。

　檻おりの破壊を中断し、コボルトがゆっくりとやってくるのを固唾を吞のんで見つめる。

「壊れた桶おけを見られて、騒がれたらどうしようって、コボルトの前に立って視界を遮ったわ。でも、桶おけが無くなっていることはばれるだろうし、ちょっと怖かったかな」

　コボルトは桶おけが無くなっていることに気づかなかったのか、黙認した。新たに持ってきた桶おけには水が入っている。飲料水かと思ったが、縁にぼろきれが掛けてある。

　鳥とり巣すの治療に使えということだろうか。困惑しつつもクレアが「ありがとう」と漏らす。条件反射的につい、口から零こぼれてしまっただけだ。

　すると立ち去ろうとしていたコボルトが突如振り返り、檻おりに摑つかみかかる。「うわっ」と仰のけ反ぞるクレアに、顔を向ける。檻おりの隙間から顔を突っこんでくる勢いだ。

　厚い瞼まぶたの下にほとんど隠れた小さな瞳が、じっとクレアを見つめてつくる。

　そして、たどたどしく口を動かす。

「アリ、ガ、トウ……？」

「え？」

　コボルトにはそれなりの知能がありそうなので、オウム返しにしたのだろうか。耳を疑ったクレアが隣を見ると、西にし田だにも聞こえたらしく、同じようにしていたため視線が重なる。

「あー。西にし田だ先生の目を見たの、初めてかも……。異世界ではずっと意識して無視してたから。意地を張っていたっていうか……。なんか気まずかった。そんなこと気にしているときじゃないのにね。目の周りは隈くまだらけだし疲れきった顔してた。だからといって好きにはならないんだけど、生徒達たちのために頑張っていたんだろうなってことは分かった……」

　クレアと西にし田だはすぐに視線を逸そらし、コボルトの動向を注視する。他の生徒達たちも集まってくるので、たじろいだらしきコボルトが僅かに身を引き、言葉を繰り返す。

　そして、続く言葉に全員が耳を疑った。

「アリガトウ、オザイラス」

　ありがとう、ございます。そう、聞こえた。

　檻おりに詰め寄る者、後ずさり距離をとる者、反応は分かれたが、誰もがコボルトに強い関心を抱かざるをえない。

「『んっ？』って思って。何でコボルトがそんなこと言えるの？　『ございます』なんて知らないでしょ。私が気づかなかっただけで、誰かが『ありがとうございます』って言ってたのかなって、振り返ったら、みんなも困惑した顔だった」

　コボルトは目を大きく見開き、囚とらわれの女子生徒が一度も口にしてはいない言葉を口にする。

　誰もが理解できる言葉だが、誰も知らない内容だ。

「アオキクン、オハヨウ。……スダセンセイ、オハヨウ、オザイラス」

　アオキクン、スダセンセイ、明らかに日本人の名前だ。

　折おり口ぐち高校は生徒数が一千を超えていたのだから、アオキという名前の生徒はいただろう。だが、教職員にスダという者は存在しない。

「これ、男子じゃない？　エルフの魔術でコボルトにされたんだ。目がよく見えないから、私わたし達たちだって分からないんだ」

　ゲーム経験のあるクレアだから、コボルトが元々は人間だろうと気づいた。聞きなれない名前については、閃ひらめきの際に意識から外れてしまった。

　コボルトが魔術で姿を変えられた者だということは、クレアの推測どおりだ。だが、男子生徒だという予想は外れている。

　生徒達たちがエルフに囚とらわれる一ヶ月前に未来予知をし、予あらかじめこの出会いを仕組んでおいた魔法使いは、傷だらけの身体からだを起こし、さも驚いたかのような演技をしてから、頭に響く大声を上げる。

「百ゆ合りちゃん、パステル☆キャットに変身するふわっ！　パステル☆ヒーリングで、コボルトを元の姿に戻すふわっ！」

「はっ、はいっ！」

　変身した山やま中なかがパステル☆ヒーリングを使うと、パステルピンクの光に包まれたコボルトは、元の姿へと戻っていく。

　現れたのは、赤い甲かつ冑ちゆうに身を包んだ金髪碧へき眼がんの青年。歴戦の猛も者さを思わせる精せい悍かんな顔立ち。

「アリガトウ、オザイラス」

　深々と頭を下げる青年。同時に、いつの間にか寸断されていた檻おりが重力に引かれて崩れる。腰に下げた双剣で誰の目にも止まらない速度で剣けん捌さばきを披露した者の名はニコラウス。

　三年前、ハメルンの笛吹事件で弘ひろ橋はし高校に協力した、赤あか鋼はがね十じゆう字じ騎き士し団だんの一員だ。




　　　　＊




　ハメルンの笛吹事件でニコラウスは、弘ひろ橋はし高校の教師を死し霊りよう魔術師と勘違いし雷撃魔法を放った。そして、教師とともに数名の生徒を巻きこんでしまう。臆病ニックと渾あだ名なされていた彼は功を焦あせるあまり、騎士長ガルハードの制止を聞き逃してしまうというミスを犯したのだ。

　異世界の子供を殺傷したことを、彼は後悔し続けた。後に身を挺ていしてゴブリンの集団から弘ひろ橋はし高校の生徒を護まもるが、罪の意識は消えない。彼は弘ひろ橋はし高校の転移跡地に慰霊碑を作り、今でも定期的に訪れては花を添えていた。

　罪の意識が消えないまま三年が過ぎ、さまざまな任務を経て騎士長に昇進していたニコラウスの下に、魔法使いが現れる。

　跪ひざまずいて最敬礼するニコラウスの頭上に、魔法使いが神託を授ける。

「騎士長ニコラウスよ。雲海の支配者ネネが貴方あなたの夢を叶かなえましょう。私は貴方あなたに、かつて憧れた理想の騎士になる機会を与えます。子供達たちを救い、灼しやく熱ねつの暴姫カカの策謀を打ち砕くのです」

　赤あか鋼はがね十じゆう字じ騎き士し団だん二番隊長、無む尽じん槍そう壁へきのニコラウス。

　幼き日の夢『弱き者を護まもる騎士』

　過去の出来事をなかったことにすることはできない。だが、彼にはこれから起こりうる未来を変える機会が与えられた。ネネの予言に従い、ニコラウスは敢あえてエルフに囚とらわれ、コボルト化させられて、辛酸をなめる日々を耐えた。全ては、再び異世界からやってくる子供達たちを救うために。

　生徒の窮地を救う舞台に、騎士長が立つ。
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「もう、ほんと、映画俳優。立ち居振る舞いもさまになっているし、見た瞬間、絶対、この人が助けてくれるって分かった」

　騎士の優しい眼まな差ざしを見た瞬間、クレアを筆頭に殆ほとんどの女子がニコラウスを味方だと確信した。

　騎士は鳥とり巣すの傍かたわらに膝をつき回復魔術を使用した。薄い水の膜が鳥とり巣すを覆い、外傷が癒える。ただし、応急処置に過ぎず、体力までは回復しなかった。ニコラウスは鳥とり巣すに続き、ふわっふわんを治療する。彼が、ふわっふわんの正体を知っていたのか知らなかったのかは不明だ。

　こうして、魔法使いネネによって一ヶ月前から仕組まれていた救出劇が始まる。

　西にし田だに指示された萌め生いが片言のサングアーレン皇国語で「男子は何ど処こですか」と尋ねる。

「本当は『私わたし達たち以外に男子も捕まっています』って言いたかったんだけどね。私、旅行用の日常会話しか分からなかったから……。『男性の寝室は何ど処こですか』っていう旅行会話から、寝室って言葉をなくして喋しやべったの」

　萌め生いの言葉は通じた。ニコラウスはガルファガス王国出身なので、母国語は異なる。それが却かえって、功を奏したのかもしれない。互いに、サングアーレン皇国の公用語は片言程度しか理解できないのだ。男子、何ど処こという単語のみ通じれば、自じ分ぶん達たち以外にも捕らわれている者がいることを伝えるには十分であった。

　牢ろうの破壊を察知したのか見張りの巡回なのか、エルフが二人やってくるが、ニコラウスが一瞬で鎮圧。

『預言に従って敢あえて捕まっていたのだ。エルフごときに後れはとらん』

　女子生徒は、ニコラウスが手を挙げただけと説明しているため、具体的に彼が何をしたのかは不明だ。

　ゲームや漫画に詳しいクレアは次のように説明する。

「『ちょっと待った』って感じでニコラウスさんが手を挙げたら、十メートルは離れていたのにエルフが、ふらふらってなって……。頭を押さえて必死に眠気に抵抗しているって感じだった。額に脂汗を浮かばせながら何かぶつぶつ口を動かしていたから、対抗魔術を使っていたのかも。けど、バタッて倒れて動かなくなった」

　六時三十分。

　妨害を排除し、女子生徒達たちは男子の檻おりを見つけ、ニコラウスが破壊した。

　男子の救出は実にスムーズに進んだ。エルフは沐もく浴よくのために、森の中央にある霊樹に移動していたし、檻おりは生活の場から離れていただろうから、偶然遭遇する可能性は低かっただろう。

　他にも牢ろう屋やは存在したが、男子の檻おりには分かりやすい目印があったため、簡単に見つかった。異世界にはない臭いが、鼻の利きくルナルシャに男子の位置を知らせたのだ。

　赤石あかしは救出の瞬間について、次のように、うっかりと口を滑らす。

「金かね森もりが五千四百億円だっけ？　この日はさらに倍だったか？　一兆？　マジかよ……。とにかく檻おりの外に札束の山を出現させていたんだよ。ダンプカーよりデカく積まれた札束がエルフに見られたら、どうなるんだろうって困惑してた。そうしたら、何か主人公っぽいのが来て驚いた。金髪碧へき眼がんの美男美女が並んで立ってて、絵になってた」

「私わたし達たちも驚いたわよ。男子の檻おりに向かったら札束の山だもん。もう、途中から、ルナちゃんじゃなくてもインクの匂いで檻おりの方向が分かったわよ。ところでさ、テッキ、今、美男美女って言ったわよね」

　クレアの指摘に赤石あかしは「あっ」と驚いた顔をして「言っていない」と首を振って誤魔化す。

「えーっ。金髪碧へき眼がんの美男美女って言ったと思うんだけどなー。美女って誰？　ねえ、誰？　金髪碧へき眼がんって条件に合う女の子って一人しかいなかったと思うんだけど？」

　クレアは金髪の毛先を手にし、筆のように赤石あかしの頰をくすぐって攻める。赤石あかしは抵抗しても無駄だと悟っているらしく、なされるがまま。触れられたくない話題を避け、話を先に進める。

「山やま中なかさんが例の魔法少女の力で春はる田たを元に戻した。春はる田たはゲームキャラらしく、元の姿になったら剣も装備も元に戻っていた。すぐ逃げなきゃいけないんだけど、まあ、トラブった」

「そう。あれ、いったい何だったの？　いきなり春はる田た君が久ひさ川かわ君と帆ほ谷だに君を殴ったの。どうしてなの？」

「旅が始まってからずっと春はる田たが久ひさ川かわと帆ほ谷だにからヘイトを買っていてさ……。コボルトになっているときに、二人から殴られたり蹴られたりしたんだよ」

「おとなしそうなあの二人が？」

「おとなしい？　あいつ等が？　……ああ。そうか、春はる田たも久ひさ川かわも帆ほ谷だにも、女子がいる場所だと無口っつうか、おとなしかったな。川で水浴びするときみたいに、男子だけになるとあいつら結構、声大きかったし態度でかかったぞ。春はる田たと久ひさ川かわは三年で帆ほ谷だには二年だろ。大だい輝きや米よね原はら達たち一年にアレコレつっかかってた。後輩にはでかい態度をとるくせに、大人だった俺が近づいていくと、おとなしく下がっていく感じかな」

　春はる田たは久ひさ川かわと帆ほ谷だにを殴りつけ、倒れた久ひさ川かわの胸元を摑つかみ上げる。再び振り上げられた春はる田たの拳を摑つかんだのはニコラウス。

『事情は知らない。だが、相手は無抵抗だ。それ以上、殴るな』

「あ、何だ、お前は？」

　ニコラウスの言葉が通じなかったのは不幸中の幸いだ。春はる田たは前夜に無抵抗で殴られたからこそ、意趣返しをしていたのだから、もしニコラウスの言葉を理解していたら強く反発していたことだろう。

　春はる田たはニコラウスの言葉を察したらしく、意外なほどにあっさりと怒りを収める。久ひさ川かわと帆ほ谷だにに手を差し伸べ「すまなかったな」と立ち上がらせる。おそらく、春はる田たはこのとき二人をあるスキルの対象に指定していたと思われる。

「強そうだからビビったんだろ。春はる田たの中身は結局、ただのビビり野郎なんだよ」

　唾を吐くように蔑むのは牧まき野の健けん悟ご。春はる田たに複雑な思いを抱える牧まき野のは口を閉じた直後に一瞬、ばつの悪そうな顔をする。どういう思惑があったにせよ、春はる田たが戦ってきたのを彼も見ている。本心から、蔑んでいるわけではないだろう。

　ゲーマー軍人の二人も春はる田たについて牧まき野のと似たような評価をしている。

「チーレム先輩はニコラウスさんが強そうだったからビビったんだろ」

「チーレム先輩には、彼のステータス画面でも見えたのだろう。揉もめるのは得策ではないと判断できるだけの数値が並んでいたのだろうな」

　一方、田た中なかは同じゲームのファンだからか春はる田たの肩を持ち、二人に反論する。

「ニコラウスさんが格好いいからリスペクトしたんだよ！」

「うおっ。珍しく田た中なかの声がデカい」

「チーレム先輩はＤｏＳａＭのキャラクターになるくらい好きなんだから、ニコラウスさんの外見や設定を好きになるはず。俺もニコラウスさんめちゃくちゃカッケーって思ったし。ゲーム雑誌にキャラデザが公開されたとき『うおおおっ』て興奮するでしょ。あれだよ。一瞬で好きになる」

　田た中なかの予想が当たっているのかは不明だが、春はる田たはニコラウスに反発することはなかった。

『南東を目指すぞ。私の仲間が待機しているはずだ。戦時中だからガルハード騎士長にはご遠慮していただいたが、君きみ達たちに縁のある者が来てくれている。さあ、行くぞ』

　ニコラウスが逃走を促したときだ。

　突如、生徒達たちの中央に異様な姿が浮かび上がる。全長約三メートル。証言を総合して一言で表現すると、腐った死神。四本の腕全てに鎌を持ち、節くれだった長大な尾を引いていた。
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　腐った死神が上顎骨と下顎骨の隙間から『ギギギッ……』と不気味な音を漏らす。生徒達たちは全員がその存在に気づき、不快な音に顔をしかめる。

　ネネによれば、エルフの魔術牢ろうから解放されたことが死神出現の切っ掛けだ。死神は帆ほ谷だにの影に潜んでおり、遠隔地のフッジ教団から常に魔力が供給されていた。それが、エルフの牢ろうに閉じこめられたことにより一時遮断されていたが、再開された。これにより、呪いは次の段階に移行し、自律的に生徒を襲うようになった。

　死神の肋ろつ骨こつが左右に開き、深く暗い穴が現れる。中から青白く細い右腕が、のそり、と出てきた。次いで左腕。どちらも血の気はなく不気味に骨ばっている。周囲に溢あふれた黴かびのような臭いは、生徒達たちに吐き気をもよおさせた。

　ボロボロの指先に、一枚だけ残ったピンクの爪。

　偶然、死神の正面にいた更さら科しな翠すいは、這はいでてきた者の指先を見て「陽よう香か？」と呟つぶやく。

　死神の肋ろつ骨こつに両腕の肘をかけ、乗りだしてきた二つの頭部。更さら科しなは「もし、爪を見ていなかったら、それが誰かは分かりませんでした」と後に証言する。

　現れたのは、旅の途中で犠牲になった者の、失われた一部を継つぎ接はぎしたモノ。再構成されたそれは、黒くろ田だ俊とし喜きの胴体に、変わり果てた新にい山やま夏か保ほと佐さ伯えき陽よう香かの頭部が並んでいた。両手足は佐さ伯えきのものだろう。

　フッジ教の呪いによりアンデッドとして蘇そ生せいした死体が、空っぽの眼がん窩かから血を流しながら「ミンナドコ……。オイテカナイデ……」と喉を震わす。ニキビのように膨らんだ箇所が破裂し、どろりとした液体が零こぼれ、腐敗ガスを周囲に撒まき散ちらした。

　死体は死神の胎内から這はいでると、乱雑に腕を振り回し、間近で嘔え吐ずいていた大おお野の忠ただ人ひとを切り裂いた。胴体が真っ二つになり、明らかに即死であった。

　死体は次に、更さら科しなを引き裂こうと腕を伸ばした。髪の毛が舞うほど寸前のタイミングで、春はる田たの剣が死体の腕を受け止める。更さら科しなは腰が抜け、死体と春はる田たの鍔つば迫ぜり合あいが拮きつ抗こうするのを見上げる。春はる田たが押しこまれる。もし更さら科しなが腰を抜かしていなければ、更さら科しなの頭部は死体に破壊されていた。更さら科しなに安あん堵どする間はなかった。飛び散っていた大おお野のの内臓や血の中にへたりこんでいることに気づき、気絶する。

　ニコラウスが春はる田たの援護に向かうが、死神が遮る。四本の鎌をニコラウスは双剣で受け流していくが、周囲には恐きよう慌こうに陥った生徒がいるため、かなり行動が制限されている。

　同じように春はる田たも周囲に生徒がいるため守勢に回っていた。時折、攻撃を加えるが、剣は死体の身体からだに傷を付けることはなく弾はじき返かえされた。春はる田たの攻撃が当たる瞬間に死体は硬質化しているらしく、金属のような音が響く。

　春はる田たとニコラウスの邪魔にならないように生徒達たちは二人から距離をとろうとする。大おお宮みや新あらたと和わ仁に幸こう太たが頭を抱えるように身を低くして更さら科しなを引きずり避難する。

　ただ一人、木き野の宗そう佑すけだけは、死体を見つめたまま動こうとしなかった。

「俺、佐さ伯えきさんのこと好きだったんだよなあ」

　木き野のは天井を見上げて目元を覆うが、隠しきれなかった涙が一滴垂れた。

「襲われたのが大おお野のってのは皮肉だよな。あいつ『俺、日本に帰ったら喫茶店やるんだ。パインケーキ出すよ……って死亡フラグ立てたら逆に生き残るパターン？』とか言ってたけど、逆も何もなかったな……。あいつん家、マルヴィスって喫茶店で、佐さ伯えきさんはそこの常連。土日にいつ行っても佐さ伯えきさんがいて、小さいパソコンで何かしてた。ああ、俺ん家は小さい工場やってるんですよ。で、土日に工場を開くときは社員さん用に、マルヴィスで弁当を作ってもらってるんです。工場って暇なときは暇だけど、忙しい時期はめっちゃ忙しいから二十四時間やるんだけど、俺が手伝いで弁当を取りに行くんです」

　そして木き野のは佐さ伯えきの姿を、時間を問わず何度も見る。何をしているのかと見れば、佐さ伯えきは携帯式のデジタルメモ端末で小説を書いていた。

「何となく『今度、読ませて』って頼んだんです。そうしたら、めっちゃ顔を赤くして『ヤダ！　ヤダ！』連呼してた。本気で読みたかったわけじゃないんだけど、佐さ伯えきさんの態度がめっちゃ可愛かわいくて……。その日からずっと意識してた。クラスが違うから学校では接点なかったけど、マルヴィスで見かけたとき、何度か声をかけた。俺、いつの間にか佐さ伯えきさんのこと好きになってた。だから、佐さ伯えきさんの姿を冒ぼう瀆とくする化け物を止めるのは、俺の役目だと思った」

　死体は春はる田たの細剣と左腕を押さえこみ、喉元に食らいつこうとしていた。春はる田たは「くそがあ」と悪態をつき余裕がないのは明らか。

　二年二組普通科特進コース、木き野の宗そう佑すけ。

　将来の夢『金型製作技能士』

　その夢が実現した能力は、七千度の熱を発する放電現象であった。

「うちの工場で使う金型ってのは、プラモデルを作るようなやつね。アレって、ドロドロに融とけたプラスチックを隙間なく隅々まで流しこむために、めっちゃ凄すごい圧力かけるから、壊れないように超硬合金ってので金型を造るんですよ。タングステンカーバイドとか」

　タングステンカーバイドは、戦車砲の弾芯として米軍や自衛隊が採用するほど硬い金属だ。

「戦車の装甲を貫く弾丸と同じくらい硬い金型って、どうやって加工するか知ってます？　つっても、俺も親おや父じから聞いて『めっちゃ凄すげえ』って印象が強かったってだけで、何となくしか知らなかったんですけどね。だから逆に、異世界ではめっちゃ凄すげえことになった」

　超硬合金は物理的に削ることが困難なため、マシニングセンターという機械を使い、放電現象で発生する数千度の熱で溶融させるのだ。

「太陽よりも熱い熱で金属を蒸発させるんですよ。めっちゃ凄すげえですよね？　けど、うちは小さい工場だから、マシニングセンターなんて無いんですよ。でも親おや父じが最終調整で金型をヤスリがけしているのを見て育ったからさ。マシンのセンターっていう名前から、勘違いして想像したんだよ……。あの時期って『超電磁砲』とか『錬金術師』のアニメ、めっちゃ流は行やってたじゃん……。指から出る必殺技って普通に憧れるでしょ？」

　それは、機械化した中指から発する、七千度の放電。木き野のは金型製作技能士という国家資格を取れば、使用可能になると思いこんでいた。

「ごめんな」

　木き野のが死体の背後から右手で触れると、胴体半分が痕跡も残さず一瞬で蒸発した。断面はオレンジ色に融とけて湯気が立ちのぼる。致命傷に見えるが、もとより死体、意にも介さず振り向きざまに残った腕で木き野のを殴りつけようとする。

「佐さ伯えきさん、いつか小説、読ませてよ」

　僅かに早く木き野のの手が死体の顔に届く。

「ヤダ……」

　涙を拭うように中指でそっと触れると、死体は完全に蒸発した。
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　六時四十分。

　ニコラウスと春はる田たが連携して数十合の斬りあいを制し、死神を倒した。

『余計な時間を費やした。エルフどもが騒ぎに気づいたはずだ』

　ニコラウスが剣を掲げると、雷光が生徒達たちに迸ほとばしる。

「いきなりピカッと光って、反射的に目を閉じて、いったい何が……って目を開けたら、身体からだが軽くなってた。力も増した」

「グループバフね。テッキ、効果を確認するために、近くに有った電柱くらいの木をラリアットでへし折ったでしょ。あれ、周りどん引きしてたわよ。他の男子でも野球のバットを折るくらいの強化だったのに」

「いや、まあ、普段から鍛えているし、あのときは大人だったし」

　ニコラウスが、集団を護まもるために磨き上げた能力であった。

　一行は森の外を目指して走る。バフの効果は、腰の曲がった山やま田だでも素早く歩けるほどであったが、遠えん藤どうが背負った。

　逃走の際、何名かの男子生徒が「捕まっている異世界人を逃がそう」と訴えた。助けようとしたわけではなく、囮おとりにするためだ。捕虜が一斉に逃げだせば、エルフは自じ分ぶん達たちだけを追いかけるわけにはいかなくなる。

　しかし、ニコラウスは捕虜を解放しなかった。生徒達たちには知る由よしもないが、ニコラウスは生徒の救出のみを目的にしていたので、他の捕虜を逃がす理由はない。それに、彼はガルファガス王国の騎士なので、捕らわれているサングアーレン皇国の者とは敵対している。

　牢ろう屋やが散在する一角を抜けると、エルフとの遭遇が増える。捕虜の逃走を周知していないのか、エルフは組織立った行動をとっていない。もしかしたら、捕虜の逃走は、沐もく浴よくに比べれば些さ事じだったのかもしれない。

　進行方向のエルフはニコラウスが対処した。後方からの追っ手は春はる田たが防いだ。視線を重ねただけで二人は互いの役割を分担したそうだ。両者は複数名のエルフを相手取っても、数合の後に討ち取る強さを見せる。

　六時五十分。

「森の出口はね、動物さん達たちが教えてくれたよ」

　栗くり田たが呼ぶと、森の中に隠れ潜んでいた動物が何ど処こからともなく現れた。動物達たちはずっと栗くり田たからの連絡を待ち潜んでいたのだ。

　さらに、望外のお土産も持っていた。いや、咥くわえていた。

「馬鹿犬だと思っていたんだけどな……。正直、助かった」

　ゴンが咥くわえていた物は、米よね原はらの注射器。

「どういう経緯だったのかは想像もつかないけど、他の動物も俺等のハンドガンとかライフルとか咥くわえていた。ゴンは単に腹が減っていただけかもしれんが……」

　米よね原はらはゴンから注射器を受け取り、鳥とり巣すに鎮痛剤を使用。体力が回復した鳥とり巣すは、森の中だったので飛べはしなかったが、タカに変身して栗くり田たの肩に乗り、視力と聴覚で周囲を警戒した。

「私の夢は、嫌な現実から逃げだしたいというものです……。でも、心の奥底ではきっと、逃げられないという、諦めの心があったんです。だから、私の夢が、嫌な現実を引き寄せていたのかもしれません」

　俯うつむき声を湿らす鳥とり巣すに、栗くり田たがケーキを食べる手を止め「駄目。弱気になっちゃ、だーめ」明るく微笑ほほえみかける。栗くり田たは鳥とり巣すの肩を押して顔を上げさせると、両手で頰を挟んでむにむに。

「諒りようちゃんの夢は、嫌なものを遠ざける、優しい夢だよ」

「美み奈なちゃん……。ありがとう」

「私、何度も言うよ。諒りようちゃんの夢は優しい夢だよ。幸せな未来を引き寄せるんだよ」

　目元を拭い、鳥とり巣すは背筋を伸ばし正面の私に真まっ直すぐ視線を向ける。

「私が全身に火傷やけどを負ったとき、美み奈なちゃんがずっと隣にいて『頑張って』『大丈夫』と励ましてくれました。『行かないで、私を一人にしないで』って……。エルフから逃げるときも、ずっと美み奈なちゃんと一緒でした。異世界に転移してからの地下生活も、ずっと一緒でした。それなのに旅が始まったとき、私は逃げちゃって……。でも、もう逃げないと決めました」

　帰還後も鳥とり巣すは何度も後ろ向きになってしまう。しかし、いつも笑顔の栗くり田たが手を引いてくれる。元気に走りだす栗くり田たに手を引かれ、気づけば鳥とり巣すも前を見ていた。

　嫌な現実を引き寄せる夢ではない。

　嫌な現実から逃げるための夢でもない。

　その先へ羽ばたき、明るい未来を摑つかみ取とる夢だからこそ、彼かの女じよ達たちは生還したのだ。

　鳥とり巣すは栗くり田たの肩にとまり、羽ばたく瞬間に備えていた。
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「四十秒に一人限定だ。怪け我がしたやつは俺のところに来い！」

　装備を得てからの米よね原はらと桐きり井いは、一行の支援要員として能力を駆使した。米よね原はらは暗視ゴーグルを使い、魔術で姿を消したエルフの姿や罠わなを見破った。桐きり井いはスコープを使い、遠距離を警戒した。弾を撃ち尽くしてはいたが、彼かれ等らは役に立つと信じて、ライフルを捨てずに持ち歩いていたのだ。それを、栗くり田た動物園フリーダムランドが何ど処こからともなく回収してきてくれた。

　彼かれ等らは装備を得ると、視界の片隅にミニマップが見えるようになった。森を俯ふ瞰かんした地図上に、味方が何ど処こにいるのか表示される。木々の多い森の奥で、ミニマップを常に注視し続け、仲間がはぐれないように誘導した。

　接近してくるエルフを田た中なかが火炎放射器で牽けん制せいする。立ち止まったエルフを佐さ和わ田だが包丁の柄で昏こん倒とうさせると、米よね原はらがハンドガンを発砲しとどめを刺す。

「エルフの見た目は、綺き麗れいな女の子だろ。お前、よく撃てたな」

「簡単さ。女子供は動きが鈍いからな」

　佐さ和わ田だが非難の混じった視線を向けると、米よね原はらはニヤリと笑った。映画『フルメタル・ジャケット』の翻訳が元ネタで、インターネット上でも古くから人気のセリフだ。

　これに桐きり井いが珍しく冗談「ほんと、異世界は地獄だぜ」を重ねる。

　笑い混じりのやりとりから二人がふざけていることを察したのか、佐さ和わ田だがふてくされる。

「真面目に答えろよ」

　ゲーマー軍人の二人は、ヴァルグア族やエルフを射殺したことで、一部のマスコミや週刊誌から非難を浴びている。

「危機的状況下だったとはいえ、過剰防衛ではないか」

「ただの高校生が人を殺してしまうなんて、精神が壊れていたのではないか」

「人の形をした生き物をゲーム感覚で撃ち殺してしまうなんて、米よね原はらや桐きり井いには快楽殺人者の気質があるのではないか。精神鑑定を受けさせるべきではないのか」

　こういった批判に最も憤慨しているのは、佐さ和わ田だだ。彼は二人がいる場面では口にしないが「発砲する際、強い葛藤があったはずだ」と主張している。仲間を護まもるために仕方なく重い引き金を引いたと信じている佐さ和わ田だからしてみれば、二人がエルフを射殺したことを面白おかしく笑い話にするのは、見ていて心地よいものではないだろう。

　そんな佐さ和わ田だの気持ちには気づいていない調子で、米よね原はらはエルフにとどめを刺した理由を語る。

「殺すつもりはなかったよ。逃げる時間を稼ぎたかったから、ここから消えろってだけで」

「おい。説明不足すぎる。デリカットや、青あお木きさんには通じない」

「ん？　ああ。『消えろ』っていうのは、本当にそのままの意味。俺等、不死身っつうか、ゲームの仕様どおりになっていたじゃん？」

　自じ分ぶん達たちはゲームの仕様どおり、死んだら数十秒後に初期地点で復活する。一試合が終わるまで、兵士は何度でも生き返る。そして、互いの陣地を攻めあって、旗を奪ったり得点が一定値を超えたりしたら勝利条件を満たす。

　ゲーマー軍人の主張によれば、自じ分ぶん達たちが何度も生き返るのだから、倒した相手も生き返っているはずということだ。

「本当に殺している可能性はあったよ。けどさ、ヴァルグア族の襲撃に遭ったとき、まあ、結局はあいつらも校舎の崩壊に巻きこまれて全滅したんだろうけど、途中、何度も生き返ってきたもん。なあ？」

「ああ。生き返る瞬間は見ていない。だが、廊下を防衛して、ヴァルグア族を迎え撃っていると、数十秒後に死体が消えた。アレは初期位置にリスポンしていたんだと思う」

　殺しても復活する状態になっていたというのだ。そう信じていたから、エルフを躊ちゆう躇ちよなく撃つことができた。

「それに、キルストリークを溜ためたかった。俺おれ達たち以外にも捕虜が何百人もいた。なら、あの森にエルフは最低でも捕虜と同数以上、いや、数千人はいただろう。多勢に無勢すぎるからな。いざというときのために対抗手段が必要だった」

　キルストリークとは連続殺傷によるボーナスのことだ。エルフとの戦闘が激化することを予期し、彼かれ等らは反撃手段の準備をしていたのだ。
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　恰かつ幅ぷくのいい金かね森もり正まさ信のぶは体格に見合った鈍足で走り、一行の最後尾になりがちであった。米よね原はらや桐きり井いが「Move! Move!」「GO! GO!」と急せかすと、金かね森もりは肩を大きく左右に揺らし、息を切らしながら走った。伊だ達て麗れい音ねは金かね森もりに付きあって速度を合わせ、周囲を警戒する。

「おまっ、お前……。先に、行けよ……」

「水くさいことを言うな。私と君の仲だ。付きあうよ」

「くそっ、瘦せてやる！」

「ああ、応援するよ」

　イタリアンマフィアになっていた伊だ達ては、拳銃を所持しているとはいえ、戦うつもりはない。彼女の左手は拳銃を構えるのではなく、遅れがちな友人の手を引くことを選んだ。エルフが放った攻撃が二人の至近距離で木に炸さく裂れつ。飛び散った木片に顔を突っこんでしまった伊だ達ては視界を失い、足下の膨らんだ根に躓つまずいて転倒。すぐに金かね森もりが、手を引いて起こす。

　再び走りだそうとするが、伊だ達ては足をくじいてしまい、上う手まく走れない。

「しくじった……。正まさ、先に行ってくれ」

　伊だ達てが弱音を吐くと金かね森もりは、したり顔で言う。

「水くさいことを言うな。俺とお前の仲だ。付きあうぜ」

「その台詞せりふ、使用料を払いなよ」

「これで足りるかな」

　金かね森もりは服とズボンのポケットから札束を捨て、伊だ達てに肩を貸した。死神に襲われた後、一千万円ほど回収していたのだ。

　そして二人は何度もバランスを崩すが、互いに支えあって走る。

　当時を振り返る伊だ達ては、男子と見まがう美形ではなく、恋する乙女の表情を魅せる。

「いつ日本に帰っても問題ないように拾ってた一千万円。それを投げ捨てて私を助けてくれたんだ。こんなにいい男とは二度と会えない。確信したよ」

「あれは……。夜になればまた出現するって分かっていたから執着しなかっただけだって」

「正まさは噓うそが下手だ。すぐに目が泳ぐ」

「でも、お前みたいな美人が」

「私が美人？　いつもは口では美人だと認めつつも、男あつかいしているくせに？」

「いや、それは、本当に男みたいで」

「ほら、目が泳ぐ。私のこと、女として意識している」

「いや、だって、俺だって男だし、お前のことを意識していたし。だから、お前のこと、女じゃなく男だって思っておかないと、色々と……」

「色々と、何？　理性が利かなくなる？　私は、いいよ。受け入れるよ」

　伊だ達てが迫り、無理やりにでも金かね森もりの唇を奪いそうな雰囲気だったので、私は離席した。インタビューの終了を二人にメールし、支払いを済ませると私は帰路についた。

　コピ・ルアク二千八百円。コーヒー五百円、エスプレッソ六百円。経費がかさむ。

　二人にはいずれ、ご祝しゆう儀ぎを贈る必要があるかもしれない。
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「森の外が見えてきたし、エルフとの戦闘は散発的だし、それこそ、たまたま進行方向にいただけって感じで、俺おれ達たちを追いかけてきている様子はなかった。だから、逃げきれるって思った。というか、もう、森から出ていたかもしれない」

「うーん、どうだろ。森の境界が何ど処こなのか分からないけど、森から出ていなかったと思う」

「でも、明るくなったし、木は減ったし、地面がコケから草に変わっていただろ」

「うん。でもさ、やっぱ、あそこは森よ」

　クレアが森の境界にこだわる理由がある。

　七時。

　一行の先頭にいたニコラウスが足を止めた。クレアも足を止めた。みんな、足を止めた。

「なぜか、止まらなきゃって思ったの……。多分、上うえ野の君の夢の効果。イベント戦闘が始まったから、逃げられなくなったのよ」

　森の奥からゆっくりと歩みでてくる上うえ野の。両脇では、巨大な四足獣ヘルハウンドが口や両肩から漆黒の炎を立ち上らせる。

「森を脱出する直前に始まるボス戦闘よ。だから、アレは森の中。イベントバトルだから……きっと、上うえ野の君の結末は決まっていたわ」

　抗あらがい難がたい状況に吞のみこまれてしまったためか、折おり口ぐち高校の生存者は、夢の効果によってゲームのイベントストーリーが展開していたと証言する者が多い。信しんじ難がたい光景を見てきたのだ。自じ分ぶん達たちの意思が介在したとは到底思えないのだろう。

　ゲームの兵士になっていた米よね原はらも、旅は物語に誘導されていたと感じている。

「あれは、キャンペーンモードのストーリーだよ。自由度は高かったけど、一本道。だから結局、俺おれ達たちが何をしたかってのは関係なく、適当にイベントさえこなしていれば、最後はクリアできるようになっていたんだよ。俺は初見殺しさえなけりゃ、難易度ハードでもノーコンクリアできるし、旅の生還は当然。もしかしたら、記憶に残っていないだけで、全滅して何回かコンティニューしていた可能性は捨てきれないけど……まあ、今だから言えるのかもしれないけど、クリアすることは最初から決まっていたんじゃないか？」

　米よね原はらに対して桐きり井いは次のように指摘する。

「ストーリーの影響下にあったのは確かだ。だが、俺おれ達たちの夢じゃない。異世界での旅は、春はる田たか上うえ野の、いや、二人のストーリーだ。近現代を舞台にしたミリタリーＦＰＳで、火山が噴火して森林大火災なんてしたら、クソゲーだ。アレはファンタジーＲＰＧのストーリーだ。ＦＰＳなら核が落ちて俺おれ達たちは全滅だ。プレイヤーの視点は別キャラクターに移る」

　キラークエストの批判と受け取ったのか田た中なかが「キラークエストを悪く言うな」と小声で抗議。佐さ和わ田だを加えて４人で、ゲーム談義というより喧けん嘩かのような言いあいが始まった。
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　春はる田た美み智ち雄お。クラス戦魔聖剣士ヴアラデイン。細剣を得意武器とし、多彩な補助スキルを駆使して闘う万能型。ゲーム『Dungeon of Sword and Magic』では、前衛から後衛まであらゆる役割をこなす。

　上うえ野の弘ひろ之ゆき。ハーフエルフの魔法剣士ザフィリアス。長刀による一撃必殺の剣技を主体にし、攻撃や補助など多彩な魔術を扱う。ゲーム『キラークエストⅩ』ではプレイヤーの仲間になるが、終盤で裏切り、ラスボスになる。

　異なるゲーム作品の力を手に入れた二人の戦闘が始まった。

　春はる田たはユーザーによるクリエイトキャラクター。オンライン上にユーザーの数だけ存在する、汎用キャラクターだ。上うえ野のはシナリオ上のラスボス。オンリーワンの存在。

　基になったゲーム上における強さを比較するのなら、上うえ野のが有利であった。春はる田たは戦闘演出で派手なエフェクトを纏まとうとはいえ、間合い二メートル程度の斬撃が最強の攻撃手段だ。一方で上うえ野のは剣の間合いは春はる田たより長いし、攻撃魔術の演出はビルを一ひと吞のみにするほど巨大な炎や氷柱を出現させる。

「西にし田だ先生が止めようとしてた。けど、アレに近づくのは無理。絶対無理。春はる田たと上うえ野のの戦闘だけでなく、ニコラウスさんがヘルハウンドと戦っていたし。俺おれ達たちは一ヶ所に集まって身を護まもるしかなかった」

　仲裁のために駆けだそうとする西にし田だの腕を赤石あかしが摑つかむ。

「先生、無理だ！」

「放しなさい」

「嫌です」

　西にし田だは赤石あかしを睨にらみつけ、全身を震わせて叫ぶ。

「貴方あなたはいったい何回、私の邪魔をすれば気が済むんですか！　フラれた腹いせ？　私の感情や命を弄んで、それが貴方あなたにとって、大人の男？　そんな子供じみたことをして──」

　西にし田だの葛藤を知らない赤石あかしからしてみれば、あまりにも唐突で苛烈な反応だった。旅の中で西にし田だは赤石あかしに惹ひかれていったが、夢の影響への懐疑と、生徒を好きになってはいけないという倫理観から、己の感情を否定し続けてきた。

　旅の重圧で固められた感情の発露に、赤石あかしは面食らい、返す言葉を失う。

　クレアが割りこむように二人の傍かたわらに立つ。戦闘の爆炎による余波で髪が広がり、逆光の中で「行かせたら？」と馬鹿にするような笑みを浮かべた。

　赤石あかしの献身と報われなさを間近で見続けてきたクレアもまた、西にし田だと同様に感情の臨界点を迎えつつあった。

「あと一歩近づいていたら、パーマ当てられて良かったかもしれませんね、先生。……テッキ、放して。先生を行かせてあげて」

「駄目だ」

「テッキ！　大人になったのは見た目だけなの？　中身も大人になりなさい！」

　睨にらみあうクレアと赤石あかし。中断させたのは、西にし田だ萌め生い。

　萌め生いが西にし田だの腕を引き「危ないから離れよう」と訴える。遠えん藤どうも傍かたわらに立ち、何かを言おうとするが言葉は出なかった。数日間ではあったが遠えん藤どうは共に旅をする中で、三人の微妙な関係を察している。

「緑みどり川かわ先輩は、自分が知る限り一度も西にし田だ先生に話しかけてないっす。話しかけられても適当に返事をするだけ。西にし田だ先生はテッキ先輩に話しかけないし、意図的に避けているように見えたっす。二人とも他の人には愛あい想そよく話しかけているから、違和感バリバリっす。だから、あのときは緑みどり川かわ先輩がいきなりキレたみたいで驚いた人もいるみたいっすけど……。溜たまっていたものが弾はじけたんじゃないっすかね。自分は薄々、そうなるんじゃないかって感じていたっす」

　西にし田だが説得を断念したので、春はる田たと上うえ野のの戦いを妨げる者はいなくなる。

　久ひさ川かわと帆ほ谷だにが「もっとやれ」「殺しあえ」などと喚わめき散ちらす。だが、常人に介入する余地を与えない高速の戦いを繰り広げる能力者達たちに、二人の煽あおり声ごえは届かなかっただろう。

「ああ、帆ほ谷だに君？　少し前までおどおどしていたのに急に『殺せ、殺せ』って叫んで。ちっぽけな存在って思ったわ。こんなのが、夢の力で私わたし達たちに無理やり人じん狼ろうゲームをさせていたなんて、噓うそね。彼の夢の影響なんて全くなくて、フッジ教の呪いでしょ。彼ごときの夢が私わたし達たちを苦しめていたなんてありえないわ」

　クレアは冷たい眼まな差ざしで吐き捨てる。旅の終盤に良いい思い出はないので、言葉はきつくなる。ただ、これは赤石あかしによれば、辛辣ではあるが、敢あえて帆ほ谷だにの夢に陳腐なレッテルを貼ることにより、彼に責任はなかったとフォローしているというのだ。

「あいつは昔から素直じゃないっていうか。反対のことを言うからな。病気で辛つらいときは平気って言うし、一人で留守番して寂しいときも平気。仕方ないから俺がアイツの部屋に行って、寝つくまでゲームするんだけどさ『ウザい』『帰れ』って。人が心配してんのに、そんなんだぜ。まあ、付きあい長いから虚勢だってことは分かる。帰ろうとすると服を摑つかんでくるし」

　分かったふうな口調で言うが、果たして赤石あかしは、クレアの噓うそを何ど処こまで見抜けていたのだろうか。
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　米よね原はらが連続キルボーナスで弾薬箱を要請した。上空からコンテナが空中投下され、森に近づいたところで低高度開傘。パラシュートに吊つられたコンテナが木々の隙間にゆっくりと着地する。

　ライフルの弾薬を補給した米よね原はらと桐きり井いはニコラウスを援護し、ヘルハウンドを撃退した。

「息をつく間はなかった。ニコラウスさんは、森の奥からやってきたエルフと戦い始めた。ハイエルフっていうの？　他のよりも耳が長いし背中に羽が生えていた」

「明らかに他のエルフよりも強いのが３人。光の粒子かオーラか分からないが、全身が輝いていたな」

　二人には、ニコラウスの援護に回る余裕はなかった。森の奥から次々とやってくる他のエルフをライフルやグレネードランチャーで足止めするので手一杯だった。

　弾薬箱の傍そばでひたすらこもって防御に徹することは、オンライン対戦なら相手からファンメ（煽あおる目的のメッセージ）が送られてくるような行為だが、実際の戦闘では防衛にうってつけであった。米よね原はらは、ふわっふわんのドーム状バリアを背にして、弾薬箱の陰でひたすらグレネードや迫撃砲による火力を前面に投射した。

　相棒の桐きり井いはいつの間にか姿を消していた。数百メートル離れた木の枝に潜んでいたという彼の姿を見た者はいない。桐きり井いは全身を葉っぱや草で覆われた迷彩服を着ており、まさに、森に溶けこむための姿をしていた。狙撃銃で遠距離からエルフをヘッドショット。エルフも何ど処こから攻撃されているのか、分からなかったことだろう。異世界のエルフがファンメを送ってくるはずもないので、桐きり井いはひたすら身を隠し狙撃を続けた。

「敵が同じことしてきたら、俺等、ぜってえキレるよな。ただでさえ森の中で視界が悪いし、発砲音は反響するし。俺がフラッシュとかスモークで嫌がらせしたし。龍りゆう太た郎ろう、敵に見つからないように、一発撃ったらすぐに移動してただろ？」

「ああ。ヤられたら嫌なことをヤるのが戦術だ。狙撃兵の戦い方をエルフに教育してやった」

　ゲーマー軍人とエルフの戦況が拮きつ抗こうしてから数分後、春はる田たと上うえ野のの戦いに大きな変化が現れようとしていた。

　果たしてそれは、いったい誰を狙った攻撃だったのか。

　久ひさ川かわ信のぶ俊としの放ったクロスボウの矢が、春はる田たの脇腹に突き刺さった。久ひさ川かわは「春はる田たさんを援護しようとした」と周囲に言い訳をするが、信じた者はいない。彼はいつの間にかクロスボウを所持していた。動物達たちが回収してきた訳ではない。旅の間、一度も使わず、所持している素振りすら見せなかったクロスボウをいつの間にか手にしていたのだ。

「それで、瑠る奈なさんを撃ったの？」

　久ひさ川かわのクロスボウを見た瞬間、藤とう堂どう瑠る奈なの友人である更さら科しなは、つい、口にしてしまった。確信していたわけではない。生徒会執行部は、藤とう堂どうが襲撃された事実を伏せていた。校内の混乱を防ぐためであり、何よりも、久ひさ川かわが周囲から私的制裁を受けないように配慮したためだ。

　保健室に入院していた藤とう堂どうの着替えや身の回りの世話をしていた更さら科しなは、腹部の傷跡を何度か見ている。クロスボウで襲撃されたという噂うわさも聞いていた。

　疑惑が口から漏れただけだったが、目を血走らせた久ひさ川かわの態度が全てを語る。

「うるせえ！　お前も撃ち殺されたいのか！」

　檻おりから脱出した直後に殴られた負傷だろう。叫んだ久ひさ川かわの鼻は醜く歪ゆがみ、血を流していた。

　久ひさ川かわがクロスボウを更さら科しなに向け、引き金に指をかけたとき、飛びかかって阻止したのは、和わ仁に幸こう太たと大おお宮みや新あらた。二人は久ひさ川かわからクロスボウを奪い取った。

　魔法剣士達たちの戦いに転換点をもたらしたのは久ひさ川かわの矢であった。

　矢が刺さった痛みで怯ひるんだ春はる田たを、上うえ野のの長刀が捉える。一撃を受けた春はる田たが中空を吹っ飛び、木々に激突し、血を吐いて膝をつく。上うえ野のが伸ばした腕から氷の塊が生まれ、狼おおかみのような形になり獰どう猛もうな勢いで春はる田たに飛ぶ。リミットオーバーゲージが溜たまったときにのみ使用可能な必殺技だ。氷の牙は胸を貫通し、春はる田たを背後の巨木へと縫い付けた。

「仇かたきはとったよ、──さん」

　戦闘の騒音が上うえ野のの言葉をかき消す。はっきりと聞き取れた者はいない。『姉さん』『新にい山やまさん』どちらの呼び方をしたのかは分からない。

　米よね原はらが春はる田たの救助に向かおうとするが、エルフの攻撃が周囲に集中しているため動けない。

　春はる田たを助けるために動いたのは、意外な人物だった。金かね森もりが大声を上げ、ふわっふわんのドームバリアから飛びだす。腕を大きく振り回し滅め茶ちや苦く茶ちやなフォームで走る。そこへ横合いから犬のようなモンスターが一頭、跳びかかろうとした。金かね森もりは視界の片隅にモンスターを捉えたが、無視する。必ず援護があると信じていた。

　イタリアンマフィア伊だ達て麗れい音ね、異世界でたった一度だけ放った銃弾はモンスターの眉間を貫いた。

「春はる田た先輩！」

　金かね森もりが春はる田たを復活させるためのアイテムを投げる。

「川かわ上かみ先輩が札束でケルン大聖堂を造った日があったじゃないですか。あれでもしかしたらって思って……。自信はなかったけど麗れい音ねが『やってみる価値はある』って」

　金かね森もりの立てた作戦は、課金によるコンティニューだ。札束を春はる田たに渡せば、金の力で蘇そ生せいできると踏んだのだ。ケルン大聖堂ができた日、春はる田たの傍かたわらに六百五十円と札束が落ちていた。数えてはいないが、百万円の束が課金により、九十九万九千六百五十円になっていたのだ。

　死者が出なかったあの日、実は春はる田たは死んでいたが、川かわ上かみの投げた札束によって課金され、生き返ったというのが、金かね森もりの予想だ。

　だが、上うえ野のが金かね森もりの狙いを見抜き、両断された札束が宙を舞う。

「無駄だ。その可能性は想定していた」

　生徒達たちは全員が互いの夢を知っていたのだ。ゲーマーである上うえ野のは、金の力で春はる田たが復活する可能性を想定し、金かね森もりを警戒していた。

　上うえ野のの冷たい声に圧おされながらも金かね森もりは「ここが違うんだよ」と脂汗の浮いたこめかみを指で示す。金かね森もりは挑発で上うえ野のの気を引き、横幅のある身体からだで背後を隠した。だから、上うえ野のは気づけなかっただろうし、気づいたとしても反応できなかったかもしれない。

　金かね森もりの脇を通過する時速百四十キロメートルのレーザービーム。

　一年七組普通科スポーツコース、遠えん藤どう大だい輝き。

　将来の夢『プロ野球の選手』

　遠えん藤どうの投げた丸めた軍手が春はる田たの胸ど真ん中に命中する。

「デッドボールだぞ、クソが……」

　血を吐きながら眼光を敵に向ける春はる田た。胸を貫いていた氷柱が砕け散り、穴の開いた衣服の下には無傷の胴体。

『Dungeon of Sword and Magic』は死亡時ペナルティでステータスが半減し、クエストの進行状況が初期状態に戻る仕様だ。

　だが、春はる田たに死亡時ペナルティ、なし。

　手には軍手から取り出した九千六百五十円の紙幣と硬貨。僅か三百五十円の課金で、春はる田たは蘇そ生せいした。

「おい、上うえ野の。テメエはイベント戦闘で死んだら永久離脱だ。キラクエに課金はねーからな。俺は、金が尽きる前に一度でもお前を殺せば、勝ちだ」

「安い命だな」

　上うえ野のの侮蔑と、春はる田たの激げき昂こうで第二ラウンドが始まった。
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　七時二十分。

　数度の死亡と蘇そ生せいを繰り返した末に、春はる田たの細剣が上うえ野のの首を貫く。

　上うえ野のはよろめき、後ずさり、破裂するように変貌した。

　全身の筋肉が隆起し、どす黒く染まる。禍まが々まがしい漆黒の羽が広がり、角、鬣たてがみ、尻尾、鱗うろこが生えて異形へと姿を変える。正真正銘、ラスボスとしての姿であった。元ネタとなったゲームと同じ展開ではあるが、果たして異形に変貌することまで上うえ野のが夢で望んだことなのだろうか。

　デス・ザフィリアスの咆ほう哮こう。対象範囲：グループ。恐怖耐性Ｂ以下の者を三ターン行動不能にする。

　目の前が暗転したかと錯覚するほどの闇を孕はらんだ波動が周囲に広がる。生存者達たちは悪お寒かんを覚え、膝が震えて立っていられなくなった。

　辛かろうじて波動を耐えたパステル☆キャットが震えながらも、パステル☆ヒーリングを放つ。しかし、カカの変身やエルフの術を解除した山やま中なかの能力ではあったが、上うえ野のの姿を元に戻すことはできなかった。

　状態変化ではなく不可逆の進化だったのか、ボスには効果がないのか、理由は不明だ。

　デス・ザフィリアスに殴り飛ばされ、春はる田たが一撃で行動不能になる。

「おい、テメエ、何した。クソが！」

　立ち上がれずにもがく春はる田たの肌が徐々に灰色に染まっていく。やがて全身が鉱物になったかのような半光沢になり、動きが止まる。

「止めなさい」

　西にし田だがデス・ザフィリアスの前で両腕を広げる。先ほどの波動の影響が残っており、立っているのがやっとという様子だった。それでも他の誰よりも先に行動できたのは、生徒を思う西にし田だの気持ちが強かったからだろう。

　赤石あかしは自らの太ももを殴って気合いをいれ、よろめきながら西にし田だに駆け寄ると、デス・ザフィリアスの冷めた眼まな差ざしを間近で見る。

「上うえ野のの目を見た瞬間、ゾッとした。けど、今思うと、アイツは悲劇のヒーローに酔いしれていたとしか思えない。上うえ野のの責任を追及するつもりはないんだが……。複雑な家庭環境があったんだろ？　最も破滅を願っていたのはアイツなんだと思う。俺おれ達たちは上うえ野のの思い描いたストーリーの登場人物になっていた」

　赤石あかしは西にし田だの腕を引き、無理やり下がらせようとする。デス・ザフィリアスに危害を加えてくる様子はなく、じっと二人の様子を見ている。

　そして、予想に反して突然、西にし田だに向かって頭を下げる。

「先生、すみませんでした。俺の親おや父じに『ごめんなさい』って伝えてください」

　デス・ザフィリアスが何ど処こからともなく腕時計を取りだす。

「ああ……。やっぱ駄目だ。これは進学祝いに親おや父じから貰もらったものだ……。最後まで手放せないや。困ったな。残せるものが何もない」

「上うえ野の君、何を言っているの？」

「遺言ですよ。俺と春はる田た先輩が死ねば、エンディングが始まる。最初に魔法使いが、そういうストーリーだって言っていた。世界に絶望しないルートへ分岐すればハッピーエンドだって言われていたけど、無理でした……。けど、ラスボス化した俺が死ねば、みんなは帰れる。ああ……。だけど、困ったな。俺は簡単には死ねない……」

　キラークエストＸで、デス・ザフィリアスは隕いん石せきの直撃によって滅びている。一行の中に、同等の破壊力を有する者はいない。木き野の宗そう佑すけのマシニングセンターなら試す価値はあったが、咆ほう哮こうの影響で行動不能に陥ったままだ。

　僅かに黙考した後、デス・ザフィリアスは鉱石化したと思おぼしき春はる田たの身体からだを摑つかみ、巨大な羽を広げて飛び上がる。

　誰もが言葉をなくし呆ぼう然ぜんと、カカ山の頂いただきへと向かって飛んでいく影を見送る。

　暫しばらくしてから沈黙を破ったのは吉よし沢ざわ芹せり夏か。

「理解できないな。飛び立つ寸前、上うえ野の弘ひろ之ゆきはなぜ、泣いていたのだ」

　全員が、デス・ザフィリアスの咆ほう哮こうを浴びた後遺症で少なからず顔色を悪くし、立つのもままならない状況だったのに、吉よし沢ざわは平然と立っていたそうだ。
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　七時三十分。

「西にし田だ舞ま衣い、どういうことだ。なぜ、上うえ野の弘ひろ之ゆきは涙を流していたのだ」

　平へい坦たんな口調ではあったが、他人の呼び方に気を払えないのだから、吉よし沢ざわ芹せり夏かは動揺していたと思われる。元々教師への敬意を感じられない口調ではあったが、少なくとも西にし田だのことは西にし田だ先生と呼んでいた。

　西にし田だは吉よし沢ざわの態度に異変を感じはしたが、呼び方を咎とがめはしなかった。

「死ぬのが悲しいからよ……」

「なぜだ。自ら望んで死ねるのに、何を悲しむ必要があるというのだ」

「死にたくないからに決まっているでしょ！」

　西にし田だの中で、死のうとしている生徒を止められなかった後悔が行き場を失って暴れ、荒れた口調として溢あふれた。

「自らを殺す手段があるということは、喜ぶことではないのか？　上うえ野の弘ひろ之ゆきが死ねば、君きみ達たちは元の世界に帰れるのだ。なぜ、お前も悲しそうな顔をする。何を悲しむ必要がある」

「生徒が死のうとしているのよ。悲しくないはずがないでしょ！」

「その感情は理解できる。お前が夢に望んだ教師は、生徒を愛し、悲しみを共有できる存在だ。模範となるべき教師だからこそ、特定の生徒への思い入れは許されないと思いこみ、自らを縛りつけ、苦しみ続けた」

「貴方あなたに私の何が分かるというの！」

　西にし田だが涙を浮かべて声を張りあげるが吉よし沢ざわは意にも介さない。

「私は西にし田だ舞ま衣いを理解できる。だが、上うえ野の弘ひろ之ゆきは理解不能だ。飛んでいった方向からして、おそらくカカの火か口こうに飛びこむつもりだろう。再生速度よりも早く体を焼くつもりだ。自ら死を望んだのだろう。矛盾している。死にたくないとは、どういうことだ」

　この発言は吉よし沢ざわ芹せり夏かの混乱のほどを窺うかがわせる。生存者達たちは現在地をタタ山の麓ふもとだと思いこんでいるのだ。見上げる山岳を、カカの住まう座だと知る者はいないはずだ。知っていたということは、彼女の正体を類推する材料になる。

　生徒達たちが目にしていたのがタタ山かカカ山かは話の主眼ではなかったので、吉よし沢ざわの言葉を気に留とめた者はいない。仮に気づいたとしても、言い間違いとしか思わなかっただろう。

　鼻白んだ西にし田だに変わり、赤石あかしが口を開く。

「上うえ野のは俺おれ達たちを日本に帰すために、自分が犠牲になることを選んだ。自分の夢が俺おれ達たちを苦しませているから、それが辛つらくて涙を零こぼしたんだ」

「自己犠牲か。それは知っている。かつて己の心を犠牲にして他者を救った者を何人も見た。もう少し眺めていたかったが、神かみ谷や耀よう子こは献身の果てに心を壊した」

　吉よし沢ざわ芹せり夏かは、赤石あかしや西にし田だに面識のない第三者の名前を口にする。平静な声音と態度とは裏腹に、動揺は大きかったのだろうか。だが、傍はたから見れば平然としているため、その混乱は会話相手には通じない。赤石あかしや西にし田だはただ、言葉の交換に引っ掛かりを覚えるだけだ。

「神かみ谷や耀よう子こは悲しんでいなかった。精神の崩壊は、献身という覚悟の結果だ。だが、なぜ上うえ野の弘ひろ之ゆきは悲しむ。なぜ、アイツの心は壊れない。神かみ谷や耀よう子こと比較して上うえ野の弘ひろ之ゆきの精神が強いとも思えない。上うえ野の弘ひろ之ゆきの心が壊れないのは、死に、喜びを感じているからではないのか？」

「お前、上うえ野のの言葉を聞いていなかったのかよ。あいつは、自分の夢が俺おれ達たちを巻きこんだのかもしれないと旅の間ずっと悩んでいた。そんな中、新にい山やまさんが亡なくなったんだ。お前だって遺体を間近で見ただろ！　上うえ野のは新にい山やまさんに惚ほれていた。好きな人を亡なくしたんだから、それが悲しくて、生きる意味を見失ったんだよ」

「理解できない。絶望した人間にも、悲しむ心は残るのか？」

　突如、大地が揺れるほどの轟ごう音おん。比喩ではなく、立っていた者がたたらを踏むほどに大地が揺れた。

　吉よし沢ざわ以外の全員が、反射的に音の発生源を見上げた。カカ山頂から巨大な噴煙が上がり、濛もう々もうと膨らんでいく。噴火の原因は不明だ。火か口こうへ飛びこんだデス・ザフィリアスが何かしらの魔法を使ったのか。突入前後で春はる田たが何かしらの抵抗をし、眠っていた休火山を起こしてしまったのか。

　理由は分からない。だが、数百年の間、眠り続けていた火山が目覚めた。

　生徒達たちの中で悲鳴が上がる。火山を見上げていた生徒が視線を声の方に向けると、二人が全身から炎を上げていた。帆ほ谷だに裕ゆう真まと久ひさ川かわ信のぶ俊としの二人だが、そのときは火勢が強く、誰が燃えているのかは分からなかった。

　助けを求めていたのか、道連れにしようとしたのか、ただ酸素を求めていただけなのかは分からないが、燃え盛る者が傍かたわらにいた大おお宮みや新あらたに抱きついた。大おお宮みやは必死の抵抗をして身を離すが、上半身に重度の火傷やけどを負い、叫びながら跳びはねる。

　帆ほ谷だにと久ひさ川かわの二人は全身から炎を巻き上げながら地面を暴れ狂うが、すぐに悲鳴はなくなり動きも小さくなっていく。表面が完全に炭化してからも、まだ息があったのか、助けを求めるようにゆっくりと手を空に伸ばし、微かすかに震え、そして、動かなくなる。

「俺の鎮痛剤で救えるのは一人だけ。大おお宮みや先輩か、皿うどんか、陰キャさん。心情的には大おお宮みや先輩だけどな。皿うどんと陰キャさんウザかったし。けど、死にそうなやつから救えばいいの？　どうすればいいのか分からなくて混乱した。西にし田だ先生に聞いたけど、先生も狼狽うろたえているだけで返事がない。そうしたら、オッサン輩パイ先センが注射器を奪って、大おお宮みや先輩を救った」

「アレは誠せい次じに選択の責任を負わせないようにしたんだろうな」

「……西にし田だ先生のためじゃないの？」

「田た中なかに同意。オッサン輩パイ先センは、決断できない西にし田だ先生と誠せい次じに代わって、皿うどんと陰キャさんを見捨ててくれたんだよ。あのときに一番冷静だったのは、オッサン輩パイ先センだな」

　大おお宮みやを救うことはできた。だが、帆ほ谷だにと久ひさ川かわを助ける間はなかった。

　発火の原因は、火炎放射器を所持する田た中なか満みつるが真っ先に疑われたが、犠牲者からは離れた位置にいたし、かけ声を聞いていない。田た中なかが炎を出すためには『汚物は焼却だ』と叫ぶ必要があるのだ。

　おそらく帆ほ谷だにと久ひさ川かわは、春はる田たによってダメージ共有スキル『一いち蓮れん托たく生しよう』か、カウンター系の道連れスキルをかけられていたのだろう。火か口こうに落ちた春はる田たのダメージが、二人に共有された結果、発火したと思われる。

　事件後であれば、このような推察も可能だが、当時の生徒達たちは混乱に陥っていたのでエルフかモンスターの攻撃を警戒した。

「いきなり誰かが燃えて……。俺は叩たたいて火を消そうと思って上着を脱いだけど、どう見ても、もう手遅れだった。あっという間に燃え尽きていた……。固まっていた米よね原はらから注射器を奪って、大おお宮みやに使った。漫画で読んだんだけどさ。ああいうときは、助かる可能性のあるやつから優先するって。だから、そうした」

「直視していないんだけど、丸まっていたから小さく見えて、女子だと思った……。薄情かもしれないけど、テッキじゃなくて、よかった……って。あー。ほんと、自じ己こ嫌けん悪およ……」

　動揺している暇はない。

　テニスボール大の噴石が、生徒達たちの近くにあった巨木に命中し、巨大なヒビが走った。火か口こうから離れていても安全ではないという恐怖が広がる。見上げたカカ山は噴煙で山頂を隠していたが、山腹にマグマが流れているのが見える。赤と黒の斑まだらな大蛇が山腹にとぐろを巻き、ゆっくりと斜面を下りているかのようだ。

「そう。それが恐怖だ。あのマグマがここに到達するまでせいぜい三十分。逃げなければ確実に死ぬ。命の危機に瀕ひんして君きみ達たちは恐怖を抱いている。自分も突然、発火するかもしれない。火山の噴石が直撃するかもしれない。だが、なぜ、涙を零こぼさない。西にし田だ舞ま衣い、お前は言ったな。上うえ野の弘ひろ之ゆきは、死を恐れる悲しみで涙を流したと。さあ、お前まえ達たち、恐怖で泣け。それとも、恐怖が足りないのか？」

　吉よし沢ざわは冷めた表情のまま、そっと両手で西にし田だの首を絞める。正面からだというのに、風のようにあまりにも滑らかに手を伸ばしたため、西にし田だは抵抗することを忘れていた。

「首を折ってやろう。そうすればお前は死ぬ。どうだ。悲しいか？」

「おい、止めろ！」

「何やってるの、芹せり夏かッ！」

　赤石あかしが吉よし沢ざわの手をはがしクレアが背後から羽交い絞めにする。

　崩れ落ち咳せきこむ西にし田だに、萌め生いが駆けつけ吉よし沢ざわを非難する。吉よし沢ざわは萌め生いを無視し背後のクレアをそそのかす。

「緑みどり川かわクレア。恋敵の西にし田だ舞ま衣いが死ねば、お前にとって都合が良いいのではないか？　放せ。お前の望むようにしてやる。『テッキの恋人』という夢が実現するためには、この女は邪魔な存在だ」

「そんなこと望むわけないでしょ。それに、テッキが悲しんだら意味がない！」

「おい。クレア！　吉よし沢ざわさんも！　お喋しやべりしている暇はない。避難するぞ」

「思考放棄か。それが、春はる田た美み智ち雄おと上うえ野の弘ひろ之ゆきを亡なくした今、お前まえ達たちが日本に帰還できない理由だと知れ」

　事前の態度に反発心を抱いていた赤石あかし達たちは、吉よし沢ざわの言葉に耳を貸さなかった。誰も真剣に受け止める余裕はなかった。

　山頂の噴煙が収まる気配はない。火山灰で周辺が薄暗くなりつつある。山腹に流れるマグマは見るたびに、筋を太くし勢いを増している。マグマに触れた木々が発火し、山全体が燃えているかのように赤く染まっていく。

　噴石が時折、周辺に降ってくるような状況では、吉よし沢ざわの言葉に向きあうことなどできなかっただろう。吉よし沢ざわの言動は後から思えば、あまりにも不審ではあったが、生徒達たちに疑っている時間はなかった。

　夢により異世界の旅を実現していたと思われる、春はる田た美み智ち雄おと上うえ野の弘ひろ之ゆきはおそらく死亡しているだろう。カカ山の火か口こうに飛びこみ、マグマの中で生存することは不可能だ。春はる田たには灼しやく熱ねつのマグマを耐えるようなスキルはない。デス・ザフィリアスなら、再生能力によりマグマの中でも一定時間は生存し続けられたのだろうか。

　確かなのは、吉よし沢ざわが指摘するように、生徒達たちはまだ帰還していないということだ。

　一行の中に、未まだ現状を望む者がいる。
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　カカ山の噴火した理由を尋ねると、私立折おり口ぐち大学附属小学校三年二組の鹿か島しま花か香かは「ボクが知るわけないじゃん」と興味なさげに、ショートケーキを手づかみにしパクリ。

　終始このような調子なので、事件の元凶からはあまり情報を引きだせない。相あい田だ優ゆうが肘でつつくと、ようやく鹿か島しまは仕方ないといった息を吐いてから、口くちの端はしに付いていたクリームを指先で取ってペロリ。

「ボクの山が噴火した理由なんて本当に知らないの。ボクはネネと違って、覗のぞき見みが趣味じゃないからね。世界で何が起きているのかなんて知らない。カカが噴火したのなら、たまたまそういうタイミングだったんじゃないの？　上うえ野のや春はる田たが暴れたから噴火した可能性？　うん、それでいいよ。そういうことにしておいて」

　鹿か島しまの興味はケーキに戻ってしまった。カットしてもらったホールケーキは既に半分になっている。

　相あい田だ優ゆうの《友達》になったカカは、校舎の転移から数日後、そ知らぬ顔をして日本に現れ、見た目相応の子供らしく遊びまわっている。

　異世界に取り残されていた者を日本に戻すように、相あい田だはカカに頼むことはできなかったのだろうか。

「多分それは、友達だからという理由で甘えたらいけないことなんだけど……。人の命が関わっていることだから、頼みました。けど断られました」

　頰についたクリームを相あい田だが指先で取ると、機嫌をよくしたのかカカが饒じよう舌ぜつに語りだす。

「うん。友達がお金持ちだからってお金を貰もらったら、それはもう、本当の友達じゃないからね。ボクの力は、そういうこと。この世界での富も名声も自由に与えることができる。けど、それをしたら、ボクは優ゆうの友達じゃなくなる。異世界に取り残されていた連中は他人だ。助ける理由はない。お姉ちゃんだって知りあいに魔法で力を与えて友情が成立するとは思わないでしょ？」

「僕はカカに強く頼むことができませんでした。悪いことをしたんだから償わないといけないとも思うんだけど、魔法使いの事情を聞いたら、無理に頼むことはできませんでした」

「どうしてもって頼まれたら、まあ、友達の頼みだし、居残り組を戻してやってもよかった。けど、それをしたら、きっとタタ姉さまの不興を買っていたね。そんなことになったら、ボクの世界もこの世界も、ただではすまない。それに、ボクは最初に全員の夢を叶かなえた。そこで終わり。旅の終わる条件も最初に設定して、そのとおりに終わらせるようにした。陰険ネネみたいに、人のやったことに介入するのは、マナー違反」

　カカは、ネネが夜よ木ぎ秋しゆうと藤とう堂どう瑠る奈なの夢が実現する順序を操作したことに気づいていた。しかし、夜よ木ぎと藤とう堂どうが相あい田だ優ゆうの友人だから、見逃してくれたそうだ。

「ボクと優ゆうが、恋愛関係が含まれるような友達だったら、ボクはネネの介入を許さなかったよ。恋のライバルを手助けする理由はないからね。ボクは正々堂々と勝負するタイプじゃない。もし、恋をしたら、障害は排除する。ああ、そういう意味で、赤石あかし鉄てつ規のり、緑みどり川かわクレア、西にし田だ舞ま衣いの関係は実によかった。ああいう煮えきらない関係は、タタ姉さま好みだったよ。上うえ野の弘ひろ之ゆきもいいね。あいつは物語の登場人物を演じるうちに、完全に没頭していった。彼かれ等らは、夜よ木ぎ秋しゆうや藤とう堂どう瑠る奈なと同じくらい、ボクの目的に貢献してくれたはずだよ。ねえ、お姉ちゃんも彼かれ等らに興味が湧いたでしょ？」

　一通りの話をし終えたとき、カカが機嫌よさそうに見えたので、ケーキの追加注文をしてから、事件の核となる質問を投げてみた。

「ボクが人間を異世界に連れて行った目的？　お姉ちゃんに、生きようとする感情を見せたかったんだよ。長生きしすぎたせいで緩やかな自殺願望が芽生えてしまったお姉ちゃんにね。誰かに興味を持って、その感情に触れて、好きになって、共に過ごす時間を望んでもらいたかった。ボクは、お姉ちゃんに死んでもらいたくなかった」

　見た目のせいで見誤りがちだったが、私はカカが数千年を生きる魔法使いだと改めて思い知った。見つめていると吸いこまれるような、深い思慮を秘めた瞳だった。

　このとき、私は魔法使いの言葉の意味を完全に勘違いしていた。その真の目的を見誤ってしまった。鹿か島しま花か香かが私の目の前に現れた時点で、魔法使いは目的を達成している。異世界での帰き趨すうは既に、魔法使いの思惑とは完全に関係のないことであった。
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　カカ山頂から広がる噴煙は、暴嵐を呼ぶ曇のように、分厚く陽を遮る。火砕流は勢いを増し、山腹の木々は至る所で発火。巻き起こった火災旋風が山を包み、不気味な呻うなりを上げていた。

　森から出た一行は危機的状況ではあったが体力の限界により、小休止をとろうと足を止める。だが、ニコラウスが慌ただしく、身振り手振りで移動を訴える。

　ニコラウスが警戒する視線の先、森からエルフの一隊が飛びだしてきた。互いにかかずらっている状況ではないが、エルフは生徒達たちに気づくと進行方向を変えた。

　米よね原はらがスモークグレネードとフラッシュグレネードを投とう擲てきし、エルフの追撃を阻止する。一瞬の目くらまし効果はあったが34名と11頭が移動する痕跡は隠せない。すぐに追撃が再開される。最後尾のニコラウスがエルフの遠距離攻撃を防ぐが、追いつかれるのは時間の問題だろう。

　生徒達たちにとって幸運だったのは、エルフによる魔術攻撃の精度が極端に落ちたことだ。ファンタジー作品に明るい者は、カカ山の噴火により大気中に存在する魔素のバランスが崩れたか、精霊的なものの影響力が弱まったからではないかと指摘する。

　米よね原はらの鎮痛剤がニコラウスにも効果を発揮し、再びグループバフを使用できたことも好材料だ。注射器の存在を知らないニコラウスは抵抗を示したそうだが、他の生徒で実演をしたら、何とか注射を受け入れてくれた。

　エルフから逃れつつ森から離れ、さらには火災や有毒ガスの発生からも逃れる必要がある。

　生徒達たちは逃走経路を知るために、地上からではなく上空からの状況把握が必要だった。

　タカに変身していた鳥とり巣す諒りようが、栗くり田たの肩から頭にのぼり、羽を広げる。

　だが、羽は震え、全身から汗が噴きだし、鳥とり巣すは急に寒さを覚えた。鳥類には汗腺が無いので、タカは汗をかかない。だから、鳥とり巣すの証言は誤りかもしれない。精神的な恐れが強いあまり肉体的な変化があったと錯覚したのではないだろうか。

　鳥とり巣すは前夜、タカに変身して檻おりから脱出した際に、エルフの攻撃で全身に火傷やけどを負っている。その恐怖と痛みが蘇よみがえったのだ。

　周囲から「空から安全な場所を探してくれ」「早く飛べ」という声がする。

　しかし、鳥とり巣すは震え、立っていられずに栗くり田たの頭上で伏せてしまう。

「大丈夫」

　栗くり田たが両手で鳥とり巣すの身体からだを持ち上げ、胸の前に抱く。

「諒りようちゃんは無理しなくても、大丈夫。私が護まもってあげるから。怖くても平気。ずっと、ずっと一緒にいてあげるから」

　栗くり田たが安全な場所を探すように指示すると、動物達たちが周囲へと散っていった。

「抱きしめてくれたとき美み奈なちゃん、震えていました……。怖いことの連続だったし、信頼している動物達たちを遠くに行かせたんです。不安だったはずです。でも、私を抱きしめて『大丈夫、ずっと一緒』って声をかけてくれて……」

　鳥とり巣す諒りようは栗くり田た美み奈なと物心がついたときからの友人だ。ずっと、彼女のことが好きだった。友情ではなく恋愛感情を抱いていた。しかし、想おもいを伝えられるはずもない。理解されるはずがない。

　想おもいを告げれば、嫌われるかもしれない。だから鳥とり巣すは本心を隠し、逃げ続けてきた。

　だが、大人達たちに押し付けられてきた常識が存在しない異世界に来た。一ヶ月の地下生活で常に一緒にいた。思春期の思い違いではない。想おもいはますます強くなっていった。

　そして、深夜、鳥とり巣すは栗くり田たを地上に呼びだし、告白した。直後にヴァルグア族の襲撃や校舎の崩壊があったため、返事は聞けていない。辛つらいことに耐えきれなくなった栗くり田たの心は遠くへ行ってしまった。

「美み奈なちゃん、ごめんね……。逃げちゃって、ごめんね……」

「諒りようちゃん？」

「私、美み奈なちゃんと一緒にいたい。逃げたくない……。大好きだもん……」

「私も諒りようちゃん大好きだよ！」

「うん。だから、飛ぶね。帰ってきたら、もう一回、伝えるから……。ううん。何度でも。何度でも大好きって伝えるから。美み奈なちゃんを救うために、私は飛ぶから！」

　鳥とり巣すが羽を広げ、栗くり田たが手を掲げる。

　鳥とり巣すの夢は、既に逃避のものではなかった。現実と向かいあい、未来を摑つかむための飛躍だ。

「美み奈なちゃん、行ってくるね」

「無理しないでね、諒りようちゃん！　危なかったらすぐに戻ってきてね！」

　鳥とり巣すが栗くり田たの頭上で一度旋回すると、栗くり田たはここが定位置だよと言いたげに、両手で胸をポンポンと叩たたく。

　それを見届けると鳥とり巣すは大空へと一気に舞い上がる。

　上空から避難経路を探る。だが、彼女が仲間にもたらすのは悪い情報であった。

「私の夢が逃避ではなく、辛つらい現実と向きあうための夢だったのだとしたら……。私の夢が過酷な状況を呼び寄せてしまったのでしょうか……」

　統制を乱した様子で森から飛びだしてくるエルフとは別の集団が、森に接近中であった。鳥とり巣すが全校生徒集会の数倍と感じたことから、数千の集団だろう。長方形に整列し、一糸乱れぬ様子で行進をしていた。

　この部隊の詳細は不明だ。サングアーレン皇国は軍を三つに分け、それぞれ、北ほつ方ぽう、中央、南方の三ヶ所からガルファガス王国へと進行している最中である。三軍はいずれも五万に達する。久く瀬ぜ一はじめ著『実録！　狼おおかみ男おとこに転生した俺の異世界チーレム日記』には、久く瀬せのライバルに相当する女騎士が、久く瀬ぜを不意打ちするために独断専行で一部隊を動かしたという描写がある。状況的に、この部隊だった可能性はある。

　女騎士は敗れた際に『失禁』して久く瀬せに『惚ほれた』と記載されているが、これは『失権』の誤りだろう。失禁しながら異性に惚ほれるというのは考えにくいので、恐らく『失権』して久く瀬ぜに『折れた』のだろう。サングアーレン皇国軍の内部で権力闘争があったのだと思われる。だが、久く瀬せの著作に、失権に至るまでの詳細な描写はない。

　そのため、鳥とり巣すが発見した部隊が、サングアーレン皇国の女騎士が率いる部隊だったのかは不明だ。はっきりしているのは、折おり口ぐち高校への救援ではなかったということだけだ。

　謎の部隊は森から数キロ離れた位置で停止し、偵察と思おぼしき数十人の集団を前進させる。部隊中央から観測気球と思おぼしき物が上がり、上空に何か散布するのを見て、鳥とり巣すは地上へと降りた。最終的にこの部隊と交戦することはなかったが、その存在により生徒達たちは逃走経路の一つを塞がれた。

　鳥とり巣すから軍隊の存在や、森から出てくるエルフ集団の位置や、火砕流周辺の煙が流れる方向を伝えられた西にし田だは混乱するだけで、方針を決めるだけの知識も経験もなかった。何人もの生徒を失った責任感にさいなまれており、さらに、他の生徒達たちを逃がさなければならないという重圧もあり、半ば思考停止しかけていた。

　北西には謎の部隊が存在し、北から東にかけての森の境界からは、エルフの小集団が無数に点在している。南西にはエルフの森とは別の森が広がっているため、エルフ集団に側面や背後を突かれる危険を冒してでも南東を目指すべき状況だったと思われる。

　萌め生いが片言のガルファガス王国語で、ニコラウスに軍隊の存在を告げる。一行の中で最大の戦力でもあり、経験豊富な軍人に頼ろうとするのは当然のことだった。しかし、複雑な意思の疎通は困難であった。

　ニコラウスは『自分が囮おとりになって敵を引きつけるから、君きみ達たちは南東へ逃げろ』と告げる。だが、萌め生いは旅行会話程度の言葉しか理解できない。翻訳の間違いが命の危険を招くという危惧もあり、萌め生いは気が動転し、ますますニコラウスの言葉を聞き取れなくなってしまう。

　ニコラウスがゆっくりと話しながら南東を指し示すから、萌め生いは辛かろうじて理解できた。しかし、勘違いだったらどうしようという不安はまとわりついて離れない。

　悩んでいる時間はなかった。

　鳥とり巣すが地上に降下する場面を見ていたのか、エルフの小集団が一行の位置に気づいたらしく、攻撃魔術を放ってきた。

『南東へ行け。川の手前で私の仲間が保護してくれるはずだ。彼かれ等らは君きみ達たちとも縁がある。必ず、見つけだしてくれる』

　ニコラウスは神託により折おり口ぐち高校の生徒達たちが捕らわれることを知っていたが、敵国内ではできることが限られていた。騎士団を侵入させるわけにはいかないため、彼は単独行動をとるしかなかった。しかし、だからといって、単身で救助活動を遂行しようとしているわけではない。彼には協力者がいる。

　ニコラウスの計画はこうだ。

　先まず、ネネの神託に従い、コボルト化して生徒達たちと合流する。生徒達たちに魔術解除可能な者がいることは分かっていた。元の姿に戻ったら独力で生徒達たちを救出し森を出る。南東の国境沿いを流れる大河を目指し、仲間に合図を送る。仲間が小舟を使い救助に来る、という計画だ。

　彼は、騎士団や王国の正規軍には所属していない部隊を国境沿いに準備させていた。精鋭部隊にはニコラウスに匹敵するような強つわ者ものが揃そろっているし、何よりも、彼かれ等らほど今回の救出作戦に適している者はいない。

　ニコラウスは死神程度のリスクは想定していたが、カカ山の噴火は完全に誤算だった。森に住むエルフも安全圏を求めて火山から遠ざかろうとする。つまり、ニコラウス達たちの逃走経路と重なるのだ。

『南東へ走れ。救援は近くに来ている。河に着いたら何でも構わんから合図を送れ。彼かれ等らは、必ず、君きみ達たちを救う』

　ニコラウスは生徒を見送り、エルフの追撃を抑えるためその場に残った。
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「物もの干ほし竿ざおみたいな長さの、光る槍やりがニコラウスさんの横にズラッと出現して、幅五十メートルは広がっていたかな。それが三列くらいあって、槍やり衾ぶすまっていうの？」

　無む尽じん槍そう壁へきのニコラウスという二つ名は、この大規模魔術が由来だ。魔術を使わない相手なら、百を超える騎兵の進行すら食い止める威力を誇る。

　赤石あかしや緑みどり川かわによればニコラウスが単騎で、50人前後と思われるエルフの集団を迎撃したそうだ。出で端ばなをくじくことはできたのだろう。生徒達たちが逃走するだけの時間はあった。振り返り、追っ手が見えないことに安あん堵どし、息を整えることができた。

　しかし、猶予は残されていない。エルフは、背面に確認できた50人前後だけではないのだ。

　エルフは元々サングアーレン皇国の南方侵略軍を攻撃するために準備を進めていたのだから、部隊編成はできており、カカ山の噴火から立ち直って組織行動を始めるのは早い。さらにエルフは対軍攻撃手段の用意も進めていた。

　ニコラウスが奮戦する位置から北東に五百メートル、森の絨じゆう毯たんを突き破るようにして迫り上がるのは巨大な要塞型モンスター。

「東京ドームに足を生やしたようなサイズっす。全身に緑の毛が生えたカバ……かな。黒が下地で、草とか苔こけとか木で緑の斑まだらになっていたっす。足は胴体の半分あるんじゃないかってくらい太かったっす。肩とか背中に小屋っていうか台っていうか……足場があって、そこに何十人もエルフが乗っていたっす」

　要塞型モンスターが大地を揺らしながら歩みを始める。スロー再生のような鈍足ではあったが、人間とはスケールが違う。数十メートルもの歩幅があるので、見た目と反して時速五十キロメートルは出ていたと思われる。

「追いつかれたら、全員、踏みつぶされて終わり。だから、必死で走った。龍りゆう太た郎ろうがアイツの目をＲＰＧで超長距離狙撃したな。あの距離で当てられたら、俺だったら『チートしてんじゃねえ』ってファンメ送る。つか、最初は見当外れの所を撃ったかと思ったのに、めっちゃカーブしてたな。左斜め四十五度上っつうか、弧っていうか半円軌道だろ、あれ」

「重力と風の影響を受けるからな。遠距離から当てるときは風下の上空を狙う必要がある」

「それ。気になってた。普通は風上を狙うんじゃねえの？　風下に撃ったのに、風上に向かってカーブしてたじゃん。逆じゃん。何あの気持ち悪い軌道」

「ライフル弾なら風に流されるから風上を狙う必要がある。だが、ＲＰＧは逆だ。弾頭の後ろにある羽が風を浴びて風下に流れるだろ？　すると、弾頭の先端が風上を向く。弾頭には推進力があるから、結果としてＲＰＧは風上へと曲がって飛んでいくことになる」

「マジかよ。ⅢでＲＰＧが遠距離から全然当たらないの、バグかと思ってた」

　ＲＰＧは要塞型モンスターの眼球に直撃した。エルフ達たちも風下から風上へと軌道を変えていく攻撃は予測できなかったのか、迎撃を試みる様子は一切なかった。

　あわよくば、暴れ狂って転倒するなり背中のエルフを落とすなりしないかと期待したが上う手まくいかない。目にゴミが入った程度の感覚なのだろう。十秒程度、脚を止めただけで、大した時間稼ぎにはならなかった。桐きり井いが狙撃で作り上げた時間は、僅か一歩で無にされる。

　脅威は要塞型だけではない。地上では小型モンスターが生徒達たちを襲っていた。組織だった動きではなかったようなので、森から逃げる群れと、生徒達たちの進路が重なってしまったのだろう。

「ちっちゃいエルフ？　トンボみたいな羽の、これくらいの生き物が大量に飛んできた」

　赤石あかしが手で示したサイズは二リットルのペットボトル大。

「大半は地上二階より上の位置を飛んでいるんだけど、まあ、空が黒いって感じるくらいの大群だから、けっこう俺おれ達たちの顔くらいの位置を飛んでいるのもいた。米よね原はらからハンドガンを借りていたんだけど、撃っても当たる気がしないから、拳でぶん殴った。男子は素手でも普通に対処できたな。結構弱かった。ただ、とにかく数が多くて鬱陶しかった」

「テッキは男だし、大人になっていたからなんとかなったのよ。あれ、纏まとわりついてきて結構厄介だったわよ。顔にガバッてしがみついてきたときなんて目の前が見えなくなるし重いし。本当、テッキの糞くそスタンプ連打並みにウザかった」

　小型の飛行モンスターには、田た中なかの火炎放射器が非常に有効だった。薄い羽に火が回りやすいらしく、田た中なかが叫ぶたびに数十という数がボトボトと落ちていった。また、フリーダムランドの動物達たちも低空のモンスターに飛びついて仕留めていった。

　数千を超える飛行モンスターではあったが、大半は一目散に森から逃げていった。進行方向が交差していたため何度も衝突し、生徒達たちは横合いからバレーボールをぶつけられるくらいの衝撃を受けることになる。体力がある男子生徒はものともしなかったが、小柄な女子にとっては十分な脅威だった。頭を庇かばって身を低くし、防御姿勢をとるしかない。

　周囲に目を配る余裕もなくなり、生存者達たちの列は崩れ広がっていた。
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　ゲーマー軍人達たちは、手頃な岩を見つけると他のグループから離れた。地上にいたエルフ部隊の侵攻を食い止めるために、大規模な反撃に移る機を窺うかがう。ゲームでも嵐や豪雨など、マップ全体が視界を奪われるほどの異常気象に襲われることがある。彼かれ等らにとって、飛行モンスターの群れは脅威ではあったが、それ以上に、油田施設の爆破炎上や大型航空機の墜落などと同じ、さらなる混乱を招く合図であった。

「まあ、こういうときのセオリーは、混乱した敵兵を個別に潰すこと。俺おれ達たちも戦いにくい状況だけど、それは相手も同じだしな。特に慌てたキャンパーはカモ」

「狙撃は有効だった。魔術ではないからか、やつらの想像を超える遠距離だからか、避けたり防いだりするエルフはいなかった。俺が、敵の指揮官を仕留める役。コバエみたいに飛んでいる鬱陶しいモンスターは、こいつらに任せた」

　米よね原はら、田た中なか、佐さ和わ田だの３人が周囲を警戒し、桐きり井いが敵の指揮官を狙撃で倒す。

　そして、連続二十キルを達成した。

　連続キルボーナスで出現するのは、ＡＣ─１３０ガンシップ。アメリカ軍が正式採用している対地攻撃機だ。湾岸戦争やイラク戦争等にも投入されており、数々のミリタリー系シューティングゲームにも登場する。

　実機ならば、エンジンが噴煙を吸いこむため、ジェット機の飛行は不可能だったはずだ。吸いこまれた火山灰が融とけ、ガラス状の液体になり内部に固着し、エンジンを動作不能に陥おとしいれてしまうのだ。だから、灰が空を覆い尽くしていた状況では飛行不能なはずだ。

　しかし、桐きり井いのスキルが呼びだしたＡＣ─１３０はゲーム仕様だからか、パイロット（存在するのか？）が危険を冒してでも飛行したからなのかは分からないが、確かに、生存者の上空に現れ、戦場の東側を支配した。

　全長約三十メートルの攻撃機が高度六千メートルを旋回しながら、１０５㎜榴りゆう弾だん砲ほうを発射。コンクリートの家屋を跡形もなく吹き飛ばす破壊力が、エルフ隊の中央で炸さく裂れつ。何ど処こから攻撃されたかも分からないエルフに、防御魔術など展開する時間はなかっただろう。

　ゲームを操作するときのように、桐きり井いの意識は上空に移動し、地上を見下ろしていた。

　膨れ上がった土煙から転がりでて、安全圏を求めて四散するエルフが次の標的だ。榴りゆう弾だん砲ほうの次弾装塡中に、40㎜機関砲の弾丸が雨のように降り注ぐ。防御魔術の光が地上にいくつか広がるが無意味であった。砲弾は防御を易やす々やすと貫く。

「ゲームみたいな魔法円が地上にいくつも出現するんだが、アレがシールドなのか、ガンシップを攻撃する準備だったのかは分からない。どちらにせよ……的だった。noob（ゲーム初心者のこと。侮蔑する意味が強い）よりも酷ひどい。撃ってくれと言っているようなものだ」

　エルフは混乱に陥ったことだろう。飛行魔法でも到達できないような高高度から一方的に攻撃され、逃げ惑うしかない。地上から散発的に光の線が伸びるが、ＡＣ─１３０には届かない。ゲーム仕様のとおり、実に一分間、一方的な攻撃がおこなわれる。

「巨大なモンスターには手を出さなかった。足元に逃げ遅れている連中がいたしな。だから東側面にいた部隊を崩すことにした。これで地上の攻勢が緩む。ただのゲーム脳かもしれないが……。戦況を視みる目はあったつもりだ。あのとき、本当に脅威だったのは巨大モンスターでも、小さい飛行モンスターの群れでもない。それを隠かくれ蓑みのにして、俺おれ達たちの側面を突こうとしていたエルフ部隊だ。俺はそれを排除した」
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　生徒達たちの逃走する方向の左前方三キロメートル、森の中から新たに要塞型モンスターが立ち上がる。さらに、要塞型モンスターの後方数百メートルの位置から、翼幅五メートルはあろうかという飛行モンスターが次々と空に舞い上がっていく。

　森への火災が広がっているため、避難しようとしていたのだろう。エルフの情報伝達手段がどの程度のものだったのかは不明だが、全てのエルフが、生徒達たちの逃走を知っていたとは考えにくいし、また、追撃命令が出ていたとも考えにくい。数十名の人間を相手にして、大軍を動かす理由はないのだから、避難のための部隊移動だったはずだ。

　だが、生徒達たちにとって脅威になることに変わりはない。混乱のさなかではあったが、見つかれば攻撃されていたかもしれない。

　森からは無数のモンスターや動物や昆虫が駆けだし、空には続々と飛行モンスターが飛び上がっていく。万を超える生物が空と大地を黒く染めていた。灰色に染まった空から飛行モンスターの羽ばたく音が荒波のような音を立てて、生徒達たちに覆おおい被かぶさってくる。何人かは「空が落ちてくるかと思った」と恐怖を感じている。

　空を気にするあまり、接近するモンスターへの注意がおろそかになってしまった。

　牛のようなモンスターの突進から萌め生いを庇かばい、遠えん藤どうが跳ね飛ばされる。腕はあらぬ方向に折れ曲がっていた。萌め生いが必死に名を呼ぶが、遠えん藤どうは意識を失っており、反応は返ってこない。

　牛モンスターは興奮した様子で、萌め生いに向かって角を突きだした。

　その光景を見た山やま田だは涙を零こぼし、手を合わせて、嗄かれた声で何事かを唱えた。

　まさに戦場と化していた状況だったからこそ、山やま田だの夢が発動した。

　山やま田だウタ無職82歳。

　卒業文集が現存しないため正確な夢は不明だが、それはおそらく、絶望の淵ふちにおいて発動する天てん佑ゆう神しん助じよであった。

　戦時中、地ち下か壕ごうで空爆に怯おびえていた彼女の、切実な夢は『神様の加護を得て、戦争に勝つ』というものだ。学校や地域コミュニティの大人達たちから「日本には神様の加護がある」と教えられてきたからこそ、信じた夢だ。

　天を見上げた山やま田だの視界に映るのは、光り輝く巨大な人影。

　後光を背負ったそれを、山やま田だは天あま照てらす大おお神みかみと呼ぶ。ある生徒はヴァルキリー、ある生徒は黄金のサモトラケのニケなどと表現する。人によって見た姿は異なるが、共通するのは、神こう々ごうしい存在だったということ。

　それは山やま田だの夢によって創りだされた神だったのかもしれないし、異世界の神だったのかもしれない。それが手にしていた道具（剣、槍やり、杖つえなど、人により認識が異なる）を振るうと、雲うん霞かのごとく空を埋め尽くしていたモンスターは一瞬で消滅。残ったのは、何ど処こまでも透き通った青空。

「いやいや、今の何すか？　女神っすか？　天国っすか？」

　目を瞬しばたたかせて起き上がる遠えん藤どうの骨折は治っていた。空が輝いた瞬間、生徒達たちの負傷は全て癒え、神の加護が与えられた。

　消滅したのは飛行モンスターのみであった。空爆に怯おびえていた山やま田だの夢によるのだから、空の敵にのみ効果をおよぼしたのだろうか。理由は不明だ。効果は地上のモンスターにはおよばなかったようだ。

　だが、生徒達たちに加護は与えられた。

　依然として地上はモンスターで溢あふれかえっていたが、以後、負傷した者はいない。地割れや突風、モンスター同士の相打ちなど、様々な幸運に恵まれる。

　ただし、赤石あかし鉄てつ規のりと緑みどり川かわクレアに与えられるはずの加護だけは、二人に届くことはなかった。それをよしとしない吉よし沢ざわ芹せり夏かにより、遮られたのだろう。
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　クレアが走り疲れて、軽く息を整えていたときだ。立ち止まったクレアに気づいて足を止めるほど近くにいたのは赤石あかしだけだ。

　赤石あかしがクレアに近寄り「大丈夫か」と声をかけようとし、ふと振り返る。

「風切り音が聞こえたのかな。それとも嫌な予感ってやつなのかな。振り返ったら、矢が飛んできて俺の胸に突き刺さった」

　赤石あかしの証言を聞いたクレアがむすっと頰を膨らませる。

「……正確に言いなさいよ」

「正確に……か。えっと、特殊効果がある魔術の矢だったのか、射手が何ど処こにいるのか分からないけど、矢が真まっ直すぐ飛んできた。真まっ直すぐっていうか、曲がりながら俺の方向に来た？　肺に穴が空いたのか心臓がやられたのか、何が起きたのか分からなかったけど、痛いとは思わなくて、眠いっていうか意識が急激に遠ざかっていった」

「テッキ、気を遣いすぎると嫌みになるわよ。正確に言うのはそこじゃないでしょ」

　表情を険しくしていったクレアが口を開いたとき、言葉には棘とげが多く含まれていた。

「テッキが怪け我がしたのは、私を庇かばったからでしょ」

「細かいことは気にするなよ」

「細かくなんかない。いきなりテッキが倒れて……怖かったんだから」

　赤石あかしは偶然の結果ということにしたかったようだが、実はクレアを庇かばってのことだった。

「クレアが立ち止まるから『先に逃げろ』って言いたかったけど、声は出なかった」

「テッキを置いて逃げられるわけないでしょ。何であんなことしたのよ」

「俺の方がデカいし男だし。同じ怪け我がをしても助かる可能性は大きいだろ。それに、米よね原はらの鎮痛剤で治してもらえるって思ってたし」

「死んだら治らないし、間にあわなくて助からなかった人を何人も見てきたでしょ！」

　瞳の端はしが微かすかに濡ぬれているのを見て、赤石あかしは言い返せない。暫しばらく沈黙した後、申し訳なさそうに頭をかきながら口を開く。

「俺、最後の最後まで役立たずだったよな。大人になっていても無力だし。幼なじみ一人、護まもれなかったし。逆に護まもられた……」

　クレアは赤石あかしの両脇に腕を通し、重い身体からだを引きずりはじめる。運動能力テストで女子の平均値を超えるようなクレアではあったが、成人男性を容易に引きずるほどの力はない。

　クレアが額に汗をにじませ息を切らせていると「自己犠牲か。これは理解できる」と、あまりにも場にそぐわない平へい坦たんな声がすぐ隣から聞こえてくる。劇のスポットライトが当てられ、光の当たる場所だけで物語が進行するように、周囲は不気味なほど静まりかえっていた。

　いつの間にかクレアの真横に吉よし沢ざわ芹せり夏かが立っている。擾じよう乱らんの渦か中ちゆうを抜けてきたとは思えないほど、吉よし沢ざわの制服や髪に乱れはなかった。

「愛する者を護まもりたい心。これは、理解できる。……赤石あかし鉄てつ規のり、緑みどり川かわクレア、私はお前まえ達たちを理解できる」

「芹せり夏か！　見てないで手伝ってよ！　脚を持って」

「赤石あかし鉄てつ規のり。お前は助けてほしいのか？　命が惜しいか？」

「うる……せえ。クレアを連れて、逃げろ」

「何、言っているのよ！　芹せり夏か、脚を持って！」

「逃げろ、クレア、頼む。逃げてくれ……」

　時が止まった。それとも、赤石あかしだけが見た幻だろうか。

　灰色に歪ゆがんだ世界で、赤石あかしは吉よし沢ざわと言葉を交わす。この会話を、後に日本に帰還したクレアは一切、記憶していない。

　口を開いても傷の痛みを感じなかったというのだから、やはり、赤石あかしが見た幻覚だろうか。

「赤石あかし鉄てつ規のり、お前は死にたくないのか？」

「当たり前だ。死にたい人間なんていねえ」

「なら、なぜ、私に助けを請こわない。傷を治すように懇願したらどうだ」

「うるせえ。俺おれ達たちをこの世界に連れてきた元凶に頭を下げられるか」

　灰色の世界で赤石あかしは吉よし沢ざわを魔法使いとして認識していた。しかし、直前までは、吉よし沢ざわが魔法使いだったとは認識していない。不思議なことに、このときだけは、当たり前のように赤石あかしは吉よし沢ざわが魔法使いだと認識していた。

「お前まえ達たちを連れてきたのは、カカのしたこと。私ではないのだがな……。お前まえ達たちにとってはどちらでも一緒か。質問を繰り返そう。なぜ、私に助けを求めない。緑みどり川かわクレアを連れて逃げるよう、私に頼め」

「あ？　クレアを連れて逃げろって言っただろ」

「それは手を取り走れという意味だろう。迫るエルフの軍隊を消せ、緑みどり川かわクレアを日本に帰せ、他にも願うことはできるだろう」

「するわけねーだろ。男の意地だ」

「理解できない。命をかけるほどのことか？」

「大人は、色々考えるんだよ。お前は人間のフリをしている。だから、俺はお前に、人間にできることしか頼まない。もし、魔法使いの奇跡を望めば、どんな見返りを求められるか分からない。だから俺はお前を頼らない。うさんくせーやつに助けを求められるわけねーだろ」

「お前は大人ではない。精神は何も変わっていない。……今は私に頼らざるを得ない状況だ。このままだとお前は死ぬ。巨大なモンスターがあと数歩で、お前を踏みつぶす。緑みどり川かわクレアも助からない。意地を張るな。これは互いに利益のあることだ。私を頼れ。魔法使いは一人につき一つの夢を叶かなえることができる。私はお前の夢を叶かなえていない。私はお前の心を、もう少し見ていたい。お前は、緑みどり川かわクレアに惚ほれている。西にし田だ舞ま衣いにフラれた後、慰めてくれた彼女に、いつからか好意を抱いていた。いいや、違うな。幼なじみへの思いにようやく気づいた。未まだお前の本心に気づかず、西にし田だとの恋を応援してくれるクレアに、憤いきどおりを感じることもあっただろう。だがな……」

「言うな……！」

「クレアは今でもお前のことが好きだ。お前が今でも西にし田だに惚ほれていると思いこんでいるだけだ。誤解を解け。お前とクレアは相思相愛だ。気づいているんだろ？」

「西にし田だ先生にフラれたからクレアに乗り換えるなんて、そんなダセえ真ま似ね、できるかよ」

「つまらない意地を張るのは止めろ。春はる田た美み智ち雄おと上うえ野の弘ひろ之ゆきが死んだ今、なぜ、お前まえ達たちが日本に帰れないか教えてやろう。それはな、緑みどり川かわクレアが、夢を捨てきれないからだ。緑みどり川かわクレアは本心ではお前の恋人になりたいと願っている。だが、お前を思うが故に身を引こうとしている。自らの夢が叶かなうことを拒絶しているのだ」

「人の心を勝手に覗のぞくんじゃねえ。俺はお前を頼らない。何が魔法使いだ。何が『将来の夢を叶かなえてやる』だ。ふざけるな。人間が、いつまでも古い夢に縛られ続けていると思うんじゃねえ！　俺は、俺の力で今の夢を叶かなえる」

「今の夢を叶かなえる……か。それも良いいだろう。赤石あかし鉄てつ規のり。今では西にし田だ舞ま衣いがお前に心惹ひかれていることに気づいているのだろう。緑みどり川かわクレアの想おもいに応えたら西にし田だ舞ま衣いを悲しませるなどと感じる必要はない。西にし田だ舞ま衣いの心を壊せ。お前が若い女を選べば悲恋の女は嫉妬に狂うだろう。理想の教師になりたいという夢を破壊してやれ」

「ふざけるな！　なに分かったフリしてんだよ、テメエは！　西にし田だ先生は関係ないだろ！」

「いいねえ、赤石あかし鉄てつ規のり。お前が好きなのは緑みどり川かわクレアだ。だが、どちらも選べないお前の感情、実に面白い。私はお前という存在に興味を抱いている。手放したくないねえ……」

「なに言ってんだ、テメエ！」

　突如、景色が色を取り戻した。だが、巨獣が迫っており、暗闇に吞のみこまれたかのようであった。

　赤石あかしは引きずられながら、頭上にクレアの歯を食いしばった表情を見る。出血は止まらず、身体からだから痛みは消えてしまった。ただ、ひたすら怠だるさが全身を襲っており、言葉を探すのさえ億おつ劫くうだった。

「……鼻の穴、見えてるぞ」

「うっさい、黙れ！」

「黙ってれば美人なのになあ……」

「テッキを惚ほれさせるために、美人にっ、なったのよ！　努力ッ、してるんだからッ！」

「俺を置いて逃げろよ……。脚、速いだろ」

「悪戯いたずらして逃げるテッキを、追いかけるためにッ！　鍛えて、速くなったのよ！」

「胸、頭に、当たってる」

「テッキを誘惑するために、大きくなったのよ。ほらっ、意識するでしょッ！」

「後で揉もませろよ」

「助かったらッ！　揉もませてあげるから、生きなさいッ！」

「マジかよ……。尻の方が好きなんだが」

「好きなだけ触らせてあげるからッ！　諦めるなッ！」

「……どうしたら諦めてくれるんだよ、ブス」

　迫る巨獣。足を下ろした振動で地面が大きく揺れ、まともに移動することすら困難であった。顔が何ど処こにあるのか分からなくなるほどの、ほぼ真下から巨体を見上げながら、赤石あかしはもう一度「ブース」と悪態をつく。

「嫌われようとしても、無駄ッ。ブス、馬鹿、胸デブ、好きなだけ言いなさい。何年一緒にいると、思ってるの。全部、聞き飽きた！　私は絶対にテッキを嫌いにならないし、テッキを置いて行かない」

　巨獣が足を振り上げ、土や石が二人の周囲に降ってきた。握りこぶし大の石がクレアの側頭部を擦る。よろめき倒れかけるが、堪えた。

「クレア！　いいから、もう、逃げろ！」

「うっさい……！　諦ッ、めるなッ……！」

　こめかみから血を流すクレアの表情を見上げ、赤石あかしは説得の困難さを理解した。

　だから、次の会話は、手を変えてクレアを逃がそうとしたわけではないし、クレアの夢を叶かなえさせようとしたわけでもない。

　助からないと覚悟したから本心を口にした。

「好きだ」

「は？」

「フラれた俺をずっと励ましてくれて、ありがとうな……。中学のときにフっておいて、いまさらふざけんなって思うかもしれないけど、俺、お前のこと、好きになってた」

「こっ、こんなときに何、言ってんのよ！」

「好きだ。クレア……。最後だから、キスくらいしようぜ」

　クレアが膝からくずおれ、そのまま赤石あかしの頭を抱えこむ。

「馬鹿ッ。最後まで噓うそが下手なんだから！」

「噓うそ、じゃねーよ……」

「テッキのためにとっておいた、ファーストキスなんだからね……」

　クレアが体勢を入れ替え、赤石あかしに顔を近づけようとしたとき、飛来する物が有った。巨獣モンスターの背にいたエルフが放った矢だろうか。生命を追尾する魔術なのか、光の矢がクレアの頭部めがけて尾を引く。

　この矢は、久ひさ川かわ信のぶ俊としが放った可能性がある。いや、逃走中の生徒を襲った矢は、全て久ひさ川かわによる攻撃だった可能性が高い。なぜなら、エルフが使用していた矢は木製だが、飛来した矢は金属製だったのだ。久ひさ川かわは、ダメージ共有スキル『一いち蓮れん托たく生しよう』により焼死したかに見えた。だが、ゲームでは『一いち蓮れん托たく生しよう』により分散されたダメージで、支援者が死ぬことはない。大ダメージを受けた際に被攻撃者が死ぬことはある。だが、支援者のＨＰは１残るのだ。逆に言えば、支援者は自身のＨＰ以上のダメージを共有することはできないのだ。

　久ひさ川かわは全身に火傷やけどを負い死に瀕ひんしていた。だが、山やま田だウタの夢により彼にも加護が与えられ、回復した可能性がある。そして、自身を置いていった仲間達たちに復ふく讐しゆうの矢を放ったのだ。

　風切り音に反応してクレアは顔を向け、直撃を覚悟し目を閉じる。赤石あかしはクレアを庇かばおうとするが、腕は動かなかった。

　クレアの顔に、数滴の液体がかかる。

　恐る恐る目を開くと、矢は吉よし沢ざわ芹せり夏かの右手のひらを貫通し、クレアの眼前で止まっていた。左手のひらには吉よし沢ざわ自身に向けられたであろう矢が貫通している。同じように、赤石あかしの頭部を狙っていたと思われる矢は、吉よし沢ざわの脹ふくら脛はぎに刺さっている。

　側頭部に衝撃を受けていたクレアは、この前後のことをまったく記憶していない。

「赤石あかし鉄てつ規のり、お前は今、緑みどり川かわクレアに『生きろ』ではなく『共に死ね』と願ったな。理解できない。先ほどまで『生きろ』と願っていた愛情は噓うそなのか？　いいや違う。愛は変わらない。だが『共に死ね』というのも本心だった。面白い。その夢を叶かなえてやろう。お前まえ達たちは共に死ぬ。私はそれを見届けさせてもらう」

　血を失い急速に薄れていく意識の中で赤石あかしは吉よし沢ざわの声を聞いた。そして、いつの間にか直すぐ傍そばにいた白くて小さいふわっふわの生き物を見た。

　吉よし沢ざわが小さい生き物に声をかける。

「子供達たちの夢に触れさせて、お前は私に生きようとする感情を植え付けようとしたのだろう。お前の思惑どおりだ。私はこの二人の結末を知りたいと思う程度には、興味を持った」

　吉よし沢ざわが矢を自らの胸に突き刺した。

「世界の変化を望んだ矢だ。私に何をもたらす」

　人としての死が魔法使いとしての能力を取り戻す合図や儀式だったのだろうか。ゆっくりと倒れていく吉よし沢ざわの背後に、赤石あかしはエルフとは異なる集団が迫りくるのを見た。

　それは、望外の助すけっ人と。夢の力を手にし、折おり口ぐち高校の生徒達たちよりも三年長く過酷な経験を積んできた者達たちであった。
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　集団はわざわざ踏みつぶされるために要塞型モンスターの足の下に潜りこもうとしているようにすら見えた。

　同じ光景を見た生存者達たちは全員が「目を疑った」という。

　浮いた水を空飛ぶ絨じゆう毯たんのようにして迫りくる集団、10名程度。

　先頭の青年、服装は異世界の物。短い髪に鋭い目つき、顔つきは日本人。手にした旗には漢字で『加か藤とう』と書かれている。

　青年は水の絨じゆう毯たんから飛び降り、足で地面を削りながら滑り、赤石あかしとクレアの傍そばで停止。仁王立ちし、加か藤とうと描かれた旗はた竿ざおを地面に突きさして、大だい音おん声じよう。

「いい度胸だ、おっさん！　デカブツ相手によく耐えた！　おい女、危ねえから、しっかり抱いておけよ！」

　青年が叫んだ日本語は赤石あかしに困惑をもたらす。

「サイクロプスよりデケえだろ、これ！　おい、滾たぎるな！　異世界は広い！」

　威勢よく両腕を広げる青年の背中には喧けん嘩か上じよう等とうの四文字。

　視界が暗転。赤石あかしは要塞型モンスターの足に踏みつぶされたと錯覚したほどだ。

「真っ暗になって、巨大モンスターの足に押された空気に全身を押さえつけられて……。死を覚悟した。と思ったら、いつの間にか少し離れた位置にいて、踏み下ろされた足が地面を割りながら数メートルもめり込んでいくのを見た」

　そして、のんびりとした声を聞く。

「大丈夫。幸こう平へいは負けないよ」

　傍そばに優男が立っていた。幸こう平へいと呼ばれた青年の接近が印象に強すぎて見落としていたが、優男は水の絨じゆう毯たんで一緒に接近していたのだろう。優男の魔術によって、赤石あかしとクレアは助けられたのだ。

　他にも絨じゆう毯たんでやってきた者達たちは周辺に散り、生徒達たちの下に向かったようだ。

「ねえねえ、さっき空に出現した巨大な女神って何？　やあ、日本にいる片思い相手を思い出しちゃったよ……。ところで君きみ達たち、高校生？　何ど処この高校？　冬服ということは、やっぱ地球はこっちと自転周期一緒なのかな。いま、二〇一八年五月二十三日？　あってる？　あれ。君、怪け我がしてる？　『回復の曙しよ光こう』はい、これで大丈夫。ああ、そうだ、弘ひろ橋はし高校のことってニュースになってる？　僕ぼく達たちってどういう扱い？　ああ、いやいや、ごめん、ごめん。君きみ達たちもこんなところに連れてこられて混乱しているんだよね。色々聞いちゃってごめんね」

　優男は興奮した様子で矢継ぎ早に質問を繰り返す。赤石あかしもクレアも、返事をする間も、礼を言う間もなかった。

「えっと……」

　圧倒されていた赤石あかしが、相手の名前を尋ねようしたところで、胸の痛みがひいていることに気づく。優男の魔術で癒えたようだ。クレアも頭部の痛みが引いており、この辺りから記憶がハッキリとしている。

　優男は赤石あかし達たちの困惑の理由を勘違いしたのか、地面に深くめりこんでいる要塞型モンスターの足を見て「あれ？」と素っ頓狂な声を上げる。

「幸こう平へい、もしかして踏みつぶされた？　張り合いが足りない？　……そうだな。そいつは、亞亞死怒羅強アースドラゴンの最強幹部だ。強盗や窃盗を繰り返す悪質なチームだ。ぶっ潰せ」

「おうっ！」

　足の下から、巨人がハンマーを叩たたきつけたかのような轟ごう音おん。広がった衝撃波で赤石あかしもクレアも頰が凹へこんだと感じるほどだ。要塞型モンスターがぐらついたかと思うと、青年は、あろうことか巨獣の足を持ち上げて、その下から出てくる。

「彼は加か藤とう幸こう平へい。人間基準の『喧けん嘩か最強』だからこっちの世界じゃ弱いけど、今の彼は巨大モンスターを暴走族の敵対チームとして認識している。だから、絶対に負けない」

「えっと、貴方あなたは……？」

「中なか西にし冬とう矢や。弘ひろ橋はし高校の生徒……じゃないな、もう三年経たったから元生徒だな。退学扱いかな。それとも死亡扱いかな。君きみ達たち、何か知らない？　君きみ達たちより三年先に、こっちに来ていたんだけど……これで通じる？」

「冬とう矢やァ！　いつまでダベってんだ。ニコさんが苦戦してる。どう見てもＳランクのハイエルフが出てきてる。ニコさん一人じゃキツい。手伝ってこい！」

「はいはい。……ね、彼、凄すごいでしょ。巨獣を一人で倒すつもりだよ。あ、これ自慢なんだけど、僕、この世界だと最強クラスの無敵チートなんだけど、それでも、あの巨獣には苦戦する。でね、幸こう平へいは僕に比べたら、ほんと、雑ざ魚こ。仲間の中でも雑ざ魚こ中ちゆうの雑ざ魚こ。でも、幸こう平へいはそういう力関係とは関係なく、喧けん嘩かなら必ず勝つからね」

　この三年間で夢の使い方や法則を調べたし、力の引き出し方にも詳しくなったからねと、陰のある笑みを浮かべる。いったい、どれほど過酷な時を過ごしてきたのだろうか。赤石あかしの当惑を見て取ったのか、中なか西にしは口くちの端はしを吊つり上あげて声を明るくする。

「安心していいよ。じゃ、君きみ達たち、また後で話を聞かせてよ。『精霊の勝手口』」

　中なか西にし冬とう矢やの使用した魔術により、赤石あかしとクレアは異なる位置へと転移した。地平線の向こうに、巨獣モンスターの上体が見える。

　戦場から川を挟んだ対岸、四方に燭しよく台だいが置かれた一角に、他の生存者もいた。全員が、見覚えのない日本人や異世界人に助けられている。

　弘ひろ橋はし高校一年Ｂ組、中なか西にし冬とう矢や。

　将来の夢『ファンタジー世界を冒険したい』

　三年前、弘ひろ橋はし高校の消失事件で異世界に転移した元凶だと疑われ、姿を消した少年だ。教師に反発して別行動をとっていた加か藤とう幸こう平へい達たちと合流し異世界で生き延びていたのだ。

　ファンタジー世界に転移する夢ではない。

　世界を救う英雄になりたいという夢であった。
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　生徒達たちは戦場から離れた地で、地平線の彼方かなたに巨大な黄金の光が膨張するのを目撃した。

　神の加護によって変身ステッキが修復されたため、高たか橋はし裕ゆ美みがピュアタンポポに変身可能になったのだ。三年前、ハメルンの笛吹事件に巻きこまれた高たか橋はしは『ピュアタンポポになりたい！』という夢で仲間達たちを護まもった。事件解決後、日本に帰った高たか橋はしは変身する能力を失っていた。そして、手元には動かなくなったふわっふわんの人形。

　三年が経たち、折おり口ぐち高校の事件が発生する前夜、再びふわっふわんが動き始めた。

「高たか橋はし裕ゆ美み。この世界で再び、高校が異世界に転移する事件が発生します。力を貸してください」

「ひゃっ！　ひぃ……　びっくりしたーっ！」

「驚くのも無理はありません。三年前、タタが叶かなえた弘ひろ橋はし高校の生徒達たちの夢は効力を失いました。ですが、貴方あなたの夢だけは私が密ひそかに維持し続けていたのです」

「あ、いや、そうじゃなくて、ふわっふわん、口調違いすぎ……。誰かと思って驚いたよ。もう、心臓バックバクだよー」

「裕ゆ美みちゃんの通っている大学の附属高校が異世界に転移するふわっ。ピュアタンポポに変身して、高校生達たちを護まもるふわっ！」

「うん。そっちの方が落ちつく。でも、今さらピュアタンポポって……。あのね、ふわっふわん……だよね？　私、もう大学生だし、多分、変身しても昔みたいに強くないよ？　思いの強さが力になるんだよね？　だから、私はふわっふわんの期待に応えられない……」

「問題ないふわっ！　魔法使いネネが叶かなえる夢は、裕ゆ美みの今の夢ふわっ！　タタが叶かなえた『ピュアタンポポになりたい！』という夢に、新たな夢を上乗せするふわっ！」

　ふわっふわんが裕ゆ美みのスマートフォンを指さす。三年前から機種変していない古い型だ。

「三年前、日本に帰ってきてから生まれた新たな夢が、裕ゆ美みちゃんを最強無敵の魔法少女にするふわっ」

「私の、新たな夢？」

　こうして、新たな夢を実現させるために、高たか橋はし裕ゆ美みは再び魔法少女に変身することになる。

　エルフとモンスターの大軍に包囲されたとき、新たな夢が実現する瞬間が訪れた。

　変身ステッキを掲げると、魔法使いネネから無尽蔵ともいえる莫ばく大だいな魔力がピュアタンポポに注そそぎこまれ、黄金の光が膨れ上がり戦場を暖かく包みこんだ。踏み潰されていた花が茎を伸ばし、花びらを開く。地に落ちていた蝶ちようが羽ばたき、舞い始める。

　光は国境大河の対岸にいる生存者達たちにも届くほどであった。

　ピュアタンポポの疾走を阻はばめる者はいない。彼女が駆け抜ければ、黄金の輝きが軌跡を描き、過ぎ去った後には気絶したエルフやモンスターが倒れるのみ。

　同調するように攻め上がる中なか西にし冬とう矢や。白銀の羽を纏まとい、スケーターのように地上を滑走し流麗な光円を描く。二人を抑えこもうと、ハイエルフが包囲を試みる。ピュアタンポポと中なか西にしが背中合わせになり、死角を庇かばいあう。

「冬とう矢や君、変わりすぎ。ロンゲ、似合ってないよ」

「そう？　気に入っているんだけどな。……というか、誰?!」

「高たか橋はし裕ゆ美みだよ。同じクラスだった」

「えっ！　裕ゆ美みちゃん？　裕ゆ美みちゃんも、こっちに残っていたの！　今まで何ど処こにいたの？」

「ううん。私は日本に帰っていたよ。また来たの。三年前、校舎を離れてから冬とう矢や君のこと見かけなかったから、私、てっきり最初の夜にモンスターに襲われたんだと思ってた」

「あっ……。違うよ。僕は、僕のせいで異世界に来てしまったってクラスのみんなに責められて……どうやって謝れば良いのか分からずに、逃げだしたんだ」

「ネネが教えてくれた。冬とう矢や君が生きているって。ネネに協力する代わりに『三年前の返事を伝えたい』って夢を叶かなえてくれるって」

　三年前、異世界に転移する直前。高たか橋はし裕ゆ美みのスマートフォンにメッセージが届いた。

『小学生のときから好きでした。付きあってください。ＹＥＳだったら、夏休み一緒に何ど処こかに出かけませんか？』

　異世界に転移してしまったため、返事を送ることは叶かなわなかった。でも、伝えたい思いが残り続けた。

　ピュアタンポポが中なか西にしの正面に立ち、視線を重ねあう。見つめあい、徐々に二人の距離が縮まっていくと「ぐおおおっ！」加か藤とう幸こう平へいが転がってきた。

　加か藤とうは二人の脚に当たって止まると、倒れたまま頭上の二人に「すまん。邪魔した」と右手をあげる。

「ん。どういう雰囲気だ、おい。まさか、冬とう矢や、こいつが裕ゆ美みちゃんか？　こっちの世界で色んな女に迫られまくっておきながら、いまだに童貞つづけてる理由の、裕ゆ美みちゃんか」

「こ、こここ、幸こう平へい！」

「へー。色んな女の子に迫られているんだ。随分とモテるようになったんですね」

「ち、ちちち、違うよ」

「違わねえだろ！　キース！　キース！」

「こんなときに何を言っているんだ！」

「こんなときだからだろ。三年ぶりの再会だ。お前みたいな奥手の童貞は、燃え上がる感情に身を任せるしかねーだろうが！　ん、つかお前、それパンツ？　レオタード？」

　スカートの中を見上げていた加か藤とうの顔面に、ピュアタンポポのブーツがめりこむ。

「私、この人、嫌い……」

「一応、良いい人だから……。こっちで奥さん５人子供10人いるパパだし」

「うわ、サイッテー」

　ドゴッ、ズゴッと何度も踏みつけ直す。

「あ、いや、こっちだと、多重婚、ありらしいから。とりあえず、その最低な人を踏みつけるのを止めてくれるかな。一応、僕ぼく達たちの切り札だから。あのデカいヤツを押さえこんでいたの、こいつ」

「これが？」

「うん」

　ピュアタンポポがストンピングを終えると、加か藤とうは手の甲で鼻血を拭きながら立ち上がる。

「人のスカート覗のぞいて鼻血だしてる。サイッテー」

「お前が蹴ったからだ！　って、凄すげえなアニメキャラ！　今のアニメみたいな会話じゃねえか！　興奮してきた」

「興奮って……。サイッテー」

「喧けん嘩かは、そこまで。僕と裕ゆ美みちゃんは、ニックと合流して、撤退。十分、時間は稼げたでしょ？　さすがにエルフが態勢を立て直したら、多勢に無勢すぎる。幸こう平へいは、亞亞死怒羅強アースドラゴンにトドメを刺して、男を上げろ」

「おう」

　拳を胸の前で打ちつけながら、前に出る加か藤とう。

　ため息混じりに見送るピュアタンポポ。

「邪魔者いなくなったし、いいよね」

「え、何が？」

「ん、返事」

　ピュアタンポポがきょろきょろっと周囲を確認してから、中なか西にしの首に手を回し、唇を重ねた。




　　　　＊




　生徒達たちは前触れもなく黄金の光に包まれたというのに、誰もが、日本に帰還するのだと理解した。実際に、彼かれ等らは数秒後に日本に帰還することになる。暖かい輝きに包まれて、安あん堵どの息を漏らし周囲と顔を見あわせて「日本に帰れるのでは」という予測を確認する。土や埃ほこりで薄汚れた顔がゆっくりと歓喜に染まっていく。

　ゲーマー軍人達たちの装備が光の粒子になり、溶けていく。伊だ達てや山やま中なかのように姿や衣装が変わっていた者も、元の姿へと戻っていく。

　このような状況だから大半の者が、全員の夢が叶かなったか潰ついえたかして、旅が終わったのだと実感し喜びに胸を高鳴らす。山やま中なか百ゆ合りは宮みや間ま明あ日す花かと手を取りあって跳びはね、軍人チームは消えゆく田た中なかのモヒカンを叩たたき、多くの者が友人と抱きあって涙を零こぼした。

　少数ではあったが、浮かれることのできない者達たちもいた。

「みんな、どこ？」

　栗くり田た美み奈ながせわしなく周囲を見渡す。光の中に動物達たちの姿はなかった。光の外、国境大河の方へと駆けだす栗くり田たの手を「駄目！」鳥とり巣す諒りようが摑つかむ。理屈とは関係のないところで、周囲の光こそが日本へ帰還する道標だと分かるのだから、鳥とり巣すは手を放すわけにはいかなかった。

「みんないないよ。私がいなくなって寂しがってる。迎えに行かないと」

「駄目だよ。もうみんないなくなったんだよ」

「やだ！　私、残る！　帰らない！　動物さん達たちとずっと一緒だもん！　みんな泣いてる！」

「違うよ。寂しくて泣いているのは美み奈なちゃんだよ……」

　栗くり田たが泣きじゃくるのを、鳥とり巣すが抱きしめる。

「私がいるから……。ずっと一緒にいるから寂しくないよ……。帰ろう……。一緒に日本に帰ろうよ……」

　鳥とり巣すも涙を零こぼし、二人は力なく膝をつき泣き続けた。周囲の光は輝きを増していく。

　同じようにクリオ・エリースも異世界に未練を残した。ルナルシャと別れの言葉を交わす間もなかった。エルフやモンスターの大軍に囲まれた状況を案じ、助けに行きたいが、日本への帰還と天てん秤びんにかけるわけにもいかず、やるせない感情が込みあげてきた。クリオは感情を整理できず、空を見上げて吠ほえた。

　嬉き々きとして友人と触れあう者と、哀傷を分かちあう者が大半であった。

　ただ一人、異質な感情。夢が終わりつつある中、赤石あかし鉄てつ規のりだけは激憤に燃えていた。

　ふざけんな、クソ魔法使い。

　自分の都合で、俺おれ達たちを巻きこんでおいて、用が済んだら終わりか？

　俺はまだお前を殴っていないぞ。

「テッキ、どうしたの？」

　クレアが心配そうに覗のぞきこんでくるのを見て、感情の炎はさらに猛たけ々だけしく燃え立つ。クレアは、つい数分前まで側頭部から血を流し、意識朦もう朧ろうとしながら最後の最後まで諦めずに自分を助けようとしてくれた。

　赤石あかしは手でクレアの髪を搔かき分わけると顔を近づけて、怪け我がが治っているのを確認する。

「えっ、あ、あの、テッキ？」

　魔法使いへ怒り心頭に発する赤石あかしは言葉少なに「綺き麗れいだ」と呟つぶやく。クレアの負傷を心配しての一連の行動は、大いに誤解を与える。クレアは顔を真っ赤にして何も言えずに俯うつむく。

　好きな女に血を流させた、全ての原因が許せなかった。

　赤石あかしは「俺が諦めて、どうすんだよ」手の甲で口元の、乾いた血をぬぐい取る。

『大人になる』とは世の中の理不尽に耐えることだろうか。我わが儘ままを言わず、我慢するのが大人だと、いつの間にか思いこんでいた。

　けれど中学三年の冬、卒業文集に『大人になる』と書いたときの感情は、真逆。「子供にはできない」「子供だから無理」と決めつけられていた。いつだって大人達たちは「大人の世界に口を出すな」「大人の言うとおりにしろ」と抑圧してきた。

　何ど処こかで誰かが「若者の未来には無限の可能性がある」と言うくせして、実際は決められた一本道のストーリーを進まされるだけだった。逸脱は許されない。

　夢が叶かなったはずの世界でも、誰かのストーリーをなぞって、ただ、前へ進まされた。

　中学時代の赤石あかしにとって『大人になる』とは、一本道を進むことではない。

　子供にはできないと、言わせない。

　子供だから無理と言われるなら、やってやる。

　異世界に連れてこられるという理不尽こそ、ぶち壊すべきものだ。

「魔法使いを、ぶん殴る！」

　それは、無理だ不可能だと言われていることを実現する夢であった。光に包まれて大人の身体からだから高校生の身体からだへと戻る、最後の瞬間。

「全部！　何もかもテメエの好き勝手になると思ってんじゃねえぞ！　ふざけんなッ！」

　赤石あかしは全身で叫び、大きく踏みこんで、拳を振りおろした。

　闇雲に正面に突きだした拳ではない。一ヶ月前に見た諸悪の根源を、目の前に思い浮かべて打ち下ろす渾こん身しんの一撃だ。
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　二〇一八年五月二十四日（木曜日）。

　八時。帰還の瞬間。

　生存者達たちは私立折おり口ぐち大学附属小学校付近の通学路に転移し、同時に、赤石あかしの拳が鹿か島しま花か香かの左頰にめり込み、小さな身体からだを吹き飛ばした。偶然、転移した先に鹿か島しまがいたわけではない。本来なら校舎の跡地に転移すべきだった生存者達たちを、赤石あかしの夢が引きずったのだ。

　生徒の誰にとっても、日本に帰還したことこそが最大の関心事だった。ただ一人の例外、赤石あかしはなおも殴りかかろうとするが、鹿か島しまと同居する親戚（という設定らしい）の相あい田だ優ゆうが割って入る。高等部は休校ではあったが、鹿か島しまが転校初日なので相あい田だは小学校まで付き添っていた。

　生存者達たちは誰もが状況を吞のみこめないでいた。日本に帰ってきたと思ったら、元の姿に戻った赤石あかしが、小学生を殴っていたのだ。塀に叩たたきつけられた女の子は口くちの端はしから血を流している。

「退け！　テメエも殴るぞ！」

「やめろ！　カカは僕の《友達》だ！」

　友達という言葉に激げき昂こうした赤石あかしが相あい田だを殴る。体格差があるため相あい田だは弾はじき飛とばされ、尻もちをつく。

　そこでようやく、状況を吞のみこめずに固まっていた周囲の者が動きだす。牧まき野の健けん悟ごが背後から赤石あかしを羽交い絞めにして引き離す。

「何人死んだと思ってるんだ！　一発殴っただけで収まるわけねえだろ！」

　赤石あかしが再びカカに飛びかかろうとするが、クリオが牧まき野のに加勢し、二人がかりで押さえこむ。それでも赤石あかしは二人を引きずり、僅かずつだがカカに近づいていく。

「赤石あかし鉄てつ規のり、殴りたいなら好きなだけ殴りなよ。いたいけな小学生のボクをね。けどね、思い違いをするなよ。ボクは君きみ達たちの夢を叶かなえただけだ。君きみ達たちを殺したのは君きみ達たち自じ身しんだ。他人を妬んだり、憎んだりした君きみ達たちが己の夢に殺されただけだ」

「カカ、言いすぎ」

　相あい田だがよろめきながら鹿か島しまの隣に立ち、頭頂部にコツンと弱く拳を落とす。

「僕ぼく達たちは弱いし何度も間違う。だから友達が必要なんだよ。強い君には、助けあうってことが理解できないかもしれないけど……。そういうのもひっくるめて友達なんだ。だから……」

　優しく諭すように言ってから相あい田だは、ほんの少し怒りと恨みが混ざった笑みを浮かべる。

「いきなり僕を殴ったゴリラ先輩とも、友達になってあげてよ。気が向いたら」

「お前、殴られ足りないようだな、おい！」

「えっと……先輩がカカを殴るくらいなら僕が代わりに殴られますよ。カカを怒らせたら取り返しのつかないことになるから。理不尽から世界を護まもることの方が大事だって理解できるくらいには、僕は冷静ですから」

「ボクが聞いてる隣で、よく言えるねえ。友情のために護まもるって言えないのかな」

「夢とは関係なく、本当の友達になれるかどうかは、まだこれからでしょ。それに、僕は隠してもバレるような本音は、ちゃんと口にするから」

「相あい田だ優ゆう、それで君は毎日毎日、病院に行って『秋しゆう、好きだよ』か。聞いていてこっちが恥ずかしいよ。少しは本心を隠したらどうだ？」

「異世界で色々あったからね。素直に生きるって決めたんだよ」

　相あい田だとカカは赤石あかしに殴られた直後だというのに、些さ細さいなことなど忘失してしまったかのように、二人だけの会話を始めてしまう。

　会話の内容は激げき昂こうしていた赤石あかしには届かなかったが、クレアの心には染しみ渡わたった。初めはカカへの恐怖や警戒。それが次第に好奇心や興味に変わり、最後はまるで自じ分ぶん達たちのことを言われているかのような錯覚さえし、身につまされた。

　素直になれないまま後悔するより、本心を伝えた方がいいのではないか。相あい田だとカカに共感したクレアは、二人を憎むことができなかった。クレアは赤石あかしの前に出て、口を開くが言葉は出ない。

　伝えたい気持ちは行方不明。いや、違う。胸の中にいることは確かなのに、奥に閉じ籠もってしまって出てこようとしない。異世界では、気持ちを伝えるために、死ぬ寸前にまで追いこまれる必要があったのだ。日本に帰ってきて、気が緩んでいる状態では、同じくらい感情が昂たかぶるはずもない。

　クレアは赤石あかしと視線が重なれば直すぐに逸そらし、手を当てたら言葉が出るんじゃないかと喉や胸に触れてみるが、それでも何も出てこない。

　そうしている内に、何かが伝わったわけではないが、赤石あかしが拳をおろした。付きあいの長い二人なので経験則的に、言葉を交わすほど冷静ではないと、互いに悟っていた。時間を空けなければならない。そう思った。

　登校時間帯のため周囲には小学生が大勢居おり、騒然としだす。高校の消失事件があった直後なので学校周辺は交差点ごとに小学校の教師が立っている。近くにいた男性教師が騒ぎに気づいて駆け寄ってくる。

　西にし田だ舞ま衣いが「私が事情を説明するから。みんなは家に帰って。外出しないで待っていなさい。いい。すぐに家に帰りなさい」と言いながら男性教師に向かっていく。赤石あかしが西にし田だを見たのはこれが最後だ。西にし田だは以降、保護者説明会に一度だけ姿を見せたきりで、生徒達たちとは会っていない。

「マスコミがすぐ近くにいるから、先生の言うように帰った方が良いいよ」

　相あい田だが鹿か島しまの手を引き立ち去ろうとする。鹿か島しまは振り返り、口くちの端はしから血を垂らしながら、赤石あかしを挑発する。

「最後の最後に夢が叶かなって良かったねえ。子供を虐待する大人だ。お前は──」

　最後まで言わせずに相あい田だは鹿か島しまの口を手で塞ぎ、引きずる。

「ほら、早く。マスコミに捕まるとあることないこと書かれるから。早く帰った方がいいですよ」

　鹿か島しまは外見相応の子供っぽく両手足をばたつかせて抵抗するが、ズルズルと相あい田だに引かれていく。

　こうして、赤石あかしの拳が元凶に一いつ矢し報むくい、事件は幕を閉じた。

「クレアが『帰ろう』って……。じゃあ、そうしようって……」

「うん。私はテッキを引きずって一緒に帰った」

「引きずられてはいなかったと思う」

「早く帰ってシャワー浴びたかったな。異世界の埃ほこりを落としたいとか、そういうのじゃなくて……。最後に見たカカと相あい田だ君の会話を聞いてからずっと頭がモヤモヤしていたから、すっきりさせたかった……」

「俺は何でも良いいからスポーツ飲料を一気飲みしたかった。冷たいものと一緒に、熱い感情を流しこみたかった。自販機は無かったし、小銭も無いなって気づいたところで、ようやく家に帰る気になった」

「家に誰もいなかったからとりあえずシャワー浴びていたらサイレンが聞こえて、直すぐ近くで止まったから、テッキに何かあったのかと思って」

「ああ、俺も、泣き崩れている母ちゃんをなだめすかして、落ちついてくれたから、カップラーメンでも食おうと思ってお湯を入れたら、救急車が家の前で止まったから、クレアに何かあったのかと思った」

　汚れた制服のまま飛びだした赤石あかしは、隣の家からバスタオルを巻いただけのクレアが出てくるのを見る。互いに赤面していると救急隊員がやってきて、二人に同行を求めた。そして赤石あかしとクレアは救急車に乗せられ、病院へと連れて行かれた。

　生徒は帰宅したが、学校に向かった西にし田だ舞ま衣いが、運動場で救助活動をしていた自衛隊に名乗りでて、テントの一つに陣取っていた政府関係者の耳に入り、救急車の出動が要請されたのだ。赤石あかしやクレアの他にも全ての生存者が病院に搬送された。

「あー。一ヶ月ぶりのカップラーメン、食い損ねた……」

「それで、救急車の中でずっと不機嫌だったの？　全然、私の方、見なかったじゃない」

「あ、いや、それは……」

　二人はストレッチャーに寝かされたわけではなく、車体後部の横向き座席に並んで座って搬送された。クレアはシャワー直後に連れだされているため、ショートパンツとブラトップという格好。温まった肌や、濡ぬれた髪から立ち上る匂いを意識して、赤石あかしはクレアを直視できなかったのだ。

　クレアは頭部に打撃を受けたため一部の記憶が曖昧になっていたが、赤石あかしは異世界で告白したことを、しっかりと記憶している。風ふ呂ろ上あがりに遭遇することは過去に何度もあったし、着替えを覗のぞいて全裸を目撃してしまったこともある。だが、普段とは勝手が違う。

　好きだと告白してから一時間も経たっていないし、キスする寸前だった。告白した相手が風ふ呂ろ上あがりの姿で真横にいれば、強く意識してしまうのは仕方ない。

「変なテッキ。……でも、まあ、確かにカップラーメンを食べておけば良かったわね。最初の二日間、点滴だけだったし」

　クレアが勘違いしたので、赤石あかしは都合よく話を合わせる。

「おう。健康だってのに、一週間も入院させられた。普通に魚とか肉とか食ってたから大丈夫だって言ってるのに、点滴からの流動食。毎日、検査。三年前の学校のときは、異世界での怪け我がが再発したらしくて、俺おれ達たちもそうなるんじゃないかって説明を受けたけど、何ともなかったな」

「『大丈夫です』って言っても医者は『政府から渡された対応マニュアルがある』の一点張りで聞く耳なしだったわね。相あい田だ君は、カカに連れだされていたから入院しなかったらしいけど、ちょっとずるいわ」

「病室には何もないから、検査が終わったら退屈だった。スマホの充電すらさせてくれなかった。つか、スマホ取られた。一人部屋だぜ？　退屈すぎて、もう、死ぬかと思った」

「ほんと、そう。退屈。病室も全員バラバラ。トイレとか散歩とかで病室を出るときも、他の人に会わないようにさせられてた」

「クレアも？　やっぱ全員かな。後で親おや父じから聞いたんだけど、外部と接触して不用意な刺激を受けないように警察が見ていたんだってさ。人権の侵害とか、そういうのにならないの？」

「ね。私もママにスマホとかゲーム機とか欲しいって言ったんだけど、ダメって言われた。通信ができる物は駄目だったみたいね」

　生徒達たちの周りにいたのは市長から依頼された市警察関係者だ。市長はテレビで、マスコミ関係者を生存者に接触させないように警察に依頼したと会見している。また、インターネット上で下品な憶測やデマが広まっている状況だったので、生徒達たちにはインターネット接続が可能な道具を渡さないように、家族は言い渡されていた。公権力によって強制されたわけではないが、殆ほとんどの保護者は指示に従った。とはいえ、一部の生徒には、家族がこっそりと携帯ゲーム機やスマートフォンなどを届けたそうだ。

　生徒同士の接触が禁止されていたのは、内部に殺人犯がいるかもしれないと懸け念ねんされていたためだろう。校舎の瓦が礫れきに埋まっていた遺体の検査解剖が進み、異能力者によって殺害された痕跡がいくつも見つかっていたのだ。

「ほんと、毎日、退屈だった。色々な人がお見舞いに来て、つっても知らん政治家ばっかり」

「何でか知らないけど、ぴっぽん狂きよう兎とが来ていたわね。異世界からの帰還者をお見舞いしているんだって。なんで？　ぴっぽん狂きよう兎と？」

「先に帰還した誰かがリクエストしたんだってさ」

「ふーん」

「政治家の人に色々と質問されたり、カウンセラーの人にあれこれ聞かれたり、やることはあったけど、なんつうか、つまんなかった。青あお木きさんって、インタビューのときに録音しながらメモとっているじゃないですか。それって、俺おれ達たちを喋しやべりやすくするための『ちゃんと聞いているアピール』ですよね？　病院にいたカウンセラーの人は、そういうのなかった。ニコニコしているんだけど、あんま、聞いてくれている感じしなかった」

「分かる。何か、仕事だから聞いているだけって感じで、私わたし達たちにまったく興味を持っていない感じがしたわ。あの部屋って、大きい鏡があったんだけど、アレって、反対側にも部屋があって、そこに学者とか政治家とかマスコミとかがいたんじゃないの？」

「あー。あれね。あの不自然にデカい鏡がある部屋。何のドラマかよって思った。やたらと真新しかったけど、まさか俺おれ達たちの話を聞くためにあの部屋造ったのかな」

「変な噂うわさがあったわよね。先に帰還した二年三組は検査通院のみで、後から帰還した私わたし達たちは入院になった理由。何ど処こかの政治家が、マスコミの前で入院中の帰還者をお見舞いするシーンを撮影するためだったとか」

　生存者達たちは一週間の、不満だらけではあるが、平穏な入院生活を過ごした。退院後はマスコミに追いかけ回されることとなり、したたかな者はテレビ出演をして世間の注目を浴びる。ある者は転校して新たな生活を始め、またある者は高校を辞めて姿を消した。




　私立折おり口ぐち大学附属高等学校消失事件。

　転移しなかった者６人。

　一次帰還32人。

　瓦が礫れきの下から救助された者24人（２名死亡）。

　二次帰還32人。

　死者・行方不明者１０５６人。







[image: 生存者のその後]







　山やま田だウタ：生徒達たちに過酷な運命を背負わせたのは、敗戦の経験に基づく山やま田だの夢による影響があったのではないかと、マスコミから心無い指摘を受ける。大勝利の前提として、敗戦寸前にまで追いこまれる展開を引き寄せたのではないかと。だが、当の山やま田だの耳には届いていないらしく、気にした様子はない。




　遠えん藤どう大だい輝き、西にし田だ萌め生い：二人でよく山やま田だ宅に遊びに行くようだ。ゴンを連れだして近所の川原でデートしている姿が度々目撃されている。デートかと聞くと二人は「散歩のお手伝い」とか「買い物の代行」とか言い訳をするが、どう見ても初うい々ういしいカップルにしか見えない。




　金かね森もり正まさ信のぶ：その顔を見ない日はないと言えるくらい、テレビ番組に出演。生放送中にスマートフォンでギャラ交渉し、他局に移動して別番組に出演するという行為がネットで受け、ＹｏｈヨーＴチｕユｂーｅバｒーに転身。




　伊だ達て麗れい音ね：金かね森もりに同行したテレビ局で芸能界にスカウトされるが辞退。私との最後のインタビューでは、薬指に指輪が輝いていた。料理学校に通い花嫁修業中。




　山やま中なか百ゆ合り、宮みや間ま明あ日す花か：異世界での体験を漫画にして投稿サイトで公開。話題性もあり好評を博す。二人はその後、異世界転移した繫つながりで、弘ひろ橋はし高校卒業生の漫画家、篠しの崎さき涼りよう子この下でアシスタントを務めることになり、デビュー目指して修業中。




　高たか橋はし裕ゆ美み：本人の意志で異世界に残る。ネネによれば、中なか西にし冬とう矢やの英えい雄ゆう譚たんが終わる日に、ともに帰ってくることになるそうだ。




　米よね原はら誠せい次じ、桐きり井い龍りゆう太た郎ろう：一ヶ月のブランクを取り戻すかのように、ＦＰＳのオンライン対戦に没頭。臨時の転入先で通学しているはずだが、平日でも六時間ほどプレイしているらしい。事件から一ヶ月後の、最初の生存者同窓会すらゲームが忙しくて欠席。




　佐さ和わ田だ剣けん人と、田た中なか満みつる：引きこもる頻度の高くなった友人を外に連れだすために悪戦苦闘中。佐さ和わ田だは自衛隊関連の行事に友人を連れだそうとするうちに、自分がどっぷりはまる。田た中なかは体験型の脱出ゲームの虜とりこになっている。




　栗くり田た美み奈な、鳥とり巣す諒りよう：アフリカで生息していないはずのトラやオセロット等を含む10頭の動物が群れている映像がＳＮＳで拡散されているのを発見。クラウドファンディングで資金を集めてアフリカへと旅だつ。どうやら栗くり田たの夢は、無から動物を生みだしていたのではなく、世界各地から召喚していたようだ。




　クリオ・エリース：ケニア出身ということで、栗くり田たと鳥とり巣すのアフリカ訪問にガイドとして付き添うことになる。動物と一緒に走り回っている少女がいたという噂うわさもあるため、真相を確認するのが本当の目的。




　比ひ古こ美み若も音ね：クリオが後輩女子二人と旅に行くことを快く思わなかったため、卒業旅行と称して同行することに。もともとアフリカの文化に興味があったと言い訳をしているが、照れ隠しだろう。




　西にし田だ舞ま衣い：教職を辞し、マスコミから逃れるために実家に帰る。妹の萌め生いによれば、自信をなくして長く鬱ふさぎこんでいた。事件解決から半年が過ぎ、萌め生い経由で生存者達たちから送られてくる手紙により、少しずつ元気を取り戻しているらしい。




　赤石あかし鉄てつ規のり：異世界での記憶が一部欠落しているクレアに、本著を片手に再び告白する予定だったが、刊行を待ちきれなかった。退院後、一緒にゲームをしようとクレアの部屋に入室した瞬間、通いなれたはずなのに胸が高鳴り告白。




　緑みどり川かわクレア：想おもいは成じよう就じゆしたが、元から一緒にいる機会が多く親密な関係だったため、付きあい始めても特に大きな変化はなし。二人きりで卒業旅行に出かけ、新しい関係に踏みだす予定。交際の報告を頂いた最後のインタビューでは「『日本に帰ったら好きなだけ胸を揉もませてあげるから諦めるな』とは言っていない。絶対にテッキの捏ねつ造ぞう」と真っ赤な顔で目をぐるぐるさせていた。







　おわりに




　二〇一八年某日。KAGOKAWA BOOKSの編集者から家に電話がかかってくる。青あお木き海うみと音信不通になったそうだが、我々家族も姉とは一ヶ月前から連絡がとれなくなっている。ふらふらっと姿を消すことは過去に何度もあったので、家族は特に気にしていない。今回の失踪は少し長いかな程度の認識だ。

　最後に姉の姿を見たのは、私のようだ。

「すっかり忘れていたことを色々と思いだしちゃったから、昔のアレコレを片づけるために、ちょっと出かけてくる」

　いま思えば、姉は何ど処こか寂しげな表情をしていたかもしれない。その後、音信不通になるとは思っていなかった私は、特に気にもしなかった。

　KAGOKAWA BOOKSの編集者によれば、折おり口ぐち高校転移事件の記録を刊行するにあたり、姉から本文の原稿は受け取っているが、あとがきは受け取っていないというのだ。

　仕方なく私は姉のノートパソコンを起動し、あとがきの原稿データを探すことにした。幸い、ノートパソコンにパスワードはかかっていなかった。

　あとがきのデータは見つからなかったが、代わりに、姉が最後に入手したと思われる取材資料を発見した。

　この音声ファイルの内容が、姉が失踪した原因であり、魔法使いが起こしてきた事件の真相だと思われる。私自身、感情の整理が追いついていないため、この会話の解釈と、真偽の判定は読者にゆだねたいと思う。

　以下、理解の一助になればと思い、音声以外の情報は私が書きだした。




　　　　＊




「人間に手を貸しすぎだ」

「どちらのことでしょう」

「両方だ」

　先に口を開いたのはタタ。耳に纏まとわり付つくような声音は、私がかつて異世界に転移したときに聞いた記憶と一致する。応じる相手は初めて聞く声だが、会話の流れから魔法使いネネだと思われる。

　会話中の『両方』とは高たか橋はし裕ゆ美みさんとニコラウスさんのことだろう。姉の調査によれば、ネネは高たか橋はしさんの夢を叶かなえてピュアタンポポに力を与えた。さらに、ニコラウスさんの夢を叶かなえて贖しよく罪ざいの機会を与えている。

「貴方あなたに気づかれないように準備をするのは、骨が折れましたよ」

「それを加えれば三つだ。ネネもカカも人間に肩入れしすぎだ」

　タタの言う『それ』とは、この会話を録音しているポータブルレコーダーのことだろう。姉がどのようにしてネネとコンタクトをとってレコーダーを渡していたのかは分からない。いや、そのような事実があったと認めたくはないが、おそらくネネが姉に連絡をとって、取材に協力してきたのだろう。

「長女と次女が自殺願望を持っているのです。愛する姉達たちを救うためなら、私やカカは、なりふり構っていられませんよ」

「思惑どおりだ。私わたし達たちは人間の未来に興味を持った」

「彼かれ等らはいったい、何を感じていたのか。行動の裏に隠された本当の想おもいは、いったい何だったのか。その興味が、世界に生き飽いた貴方あなた達たちを生かすのです」

　魔法使いは四姉妹だった。長女タタ、次女ミミ、三女ネネ、四女カカ。

　そして、最後に、ネネは愛を口にしながら死を囁ささやく。

　この言葉が青あお木き海うみの失踪に繫つながるのなら、それは、私が姉を家族として信じる理由になる。姉は何も知らなかった。私の姉は、他人の苦しみや悲しみに共感できる人だ。だから、自分が一連の事件の原因であることを知り、姿を消したのだ。

　最後の言葉は、音声ファイルを聞く青あお木き海うみに向けられていた。




「人として生きる道を選び、やがて訪れる死を望んだ姉ミミよ。これは貴方あなたへのメッセージです。取材で触れあった子供達たちの鮮烈な感情……。貴方あなたは興味を抱いて取材したことでしょう。そこに現れる、生きる意志こそが私から貴方あなたへのプレゼントです。たとえ世界の隔たりがあったとしても、我々は貴方あなたを愛していますよ」







　あとがき




　うー！　ぱー！（挨拶）

　おひさしぶりです。うーぱーです。『タタの魔法使い』三巻を手に取ってくださってありがとうございます。これにてシリーズ完結です。

　本作『タタの魔法使い』は第24回電撃小説大賞で《大賞》を受賞した作品です。賞に送る作品は「完結していること」が条件ですので、応募時の原稿で完結していました。続きは一切、想定していませんでした。

　一巻は刊行にあたり、最後の展開を修正しました。続きのことなど何も考えずに「異なる高校が異世界に転移していた」ことにしてしまい、果たして続きは書けるのだろうかと不安になりました。ですが、何とかなりました。

　二巻の最後では、続きのことなど何も考えずに前後編にしてしまい、帰るあてのない居残り組はどうなることかと思いましたが、何とかなりました。

　三巻では、当初の構想どおりといった結末を迎えることができました。ラスト数ページは投稿前の最終原稿から復活した内容です。細部は異なりますが、三巻のラストシーンは『第一巻の原稿を第24回電撃小説大賞に応募する一時間くらい前』まで存在していたのです。応募直前の最終チェックで「この終わり方は後味が悪いかもしれない」と思い、削除しました。

　投稿直前にラストを変えて投稿しました。そして受賞し、続刊を書くことになりました。そして完結を迎えることになったとき、「当初の構想どおりの終わり方をしよう」と思い至りました。

　本シリーズは青あお木き海うみさんの「取材をしたい」という動機で始まった物語なので、やはり最後は、海うみさんが取材を終えるしかありません。本人の望む形ではなかったかもしれませんが、海うみさんは『タタの魔法使い』の《真の主人公》としての役目を果たしたのです。

　もし、一巻から読み返す機会がありましたら、海うみさんがいったい、どんな表情で生徒達たちの話を聞いていたのか、想像しながら読んでみてください。




　最後に謝辞を。前巻に引き続き担当編集の平ひら井い啓けい祐すけ様、多数のキャラクターデザインを生んでくださった佐さ藤とうショウジ様。そして、校閲担当の筒つつ井い様、デザイナーの伸童舎・シイバミツヲ様。それから関わってきたすべての方。ありがとうございました。おかげさまで、とても充実したデビュー後の一年間を送ることができました。

　それでは、またいつか、どこかでお会いしましょう。

　うー！　ぱー！（挨拶）
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「うーぱー先生」係

「佐藤ショウジ先生」係
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